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　今回は、参加校もさらに広がり28大学32ゼミ、400人を超えるマーケティングを学ぶ
学生が、9つの分科会に別れて発表大会に挑みました。私が見たのは、決勝に臨まれ
た各分科会一位のチームの発表でした。素晴らしい商品づくりと巧みな演出に、審査
していてもたいへん楽しかったです。
　学生のみなさんは、審査結果がどうであれ、かけがえのない経験を積まれたと思いま
す。考えることが楽しいという経験、仲間と一緒に知恵を出し合って一人では達し得な
い知恵の高みに達したという経験、さらにはそれまでになかった自分を見つけたという
経験、･･･、思い出に残る経験はいろいろあったと思います。その中で、コンセプトを探
して具体的な形にすることの大変さや、自分たちの思いと消費者の要望をマッチさせる
ことの難しさも感じたと思います。そうした困難があったおかげで、社会の課題を解決し
たという達成感もひときわ大きいのではないでしょうか。
　「調査～企画～試作品づくり～評価～再考」という仕事は、皆さんが企業に入ら
れて、マーケターになったとき実際にやられる仕事でもあります。もちろん、企業では、規
模も予算も比較にならないくらい大きくなり、会社を背負うプレッシャーもあるでしょうが、
中身は変わりません。この半年の経験は、その意味でも貴重なものです。

　最後になりましたが、Sカレを支えて頂いている方々にお礼を申し上げます。第一に、
Sカレを運営して頂いた学生委員の皆さん。6月の開会式から11月の閉会式まで、事
業運営は大変だったと思います。これで培った商品化およびマネジメントの経験、そし
て協力し合った仲間たちとのつながりは、これからの皆さんの大きい力となることを確信
しています。そして、いつもながらに本会の意義を理解して頂き、多大のご協力を賜った
会社の皆様。あらためてこの場を借りてお礼を申し上げます。ありがとうございました。

Pro f i l e
1947年生まれ。神戸大学大学院経営学研究科博士課程修了。神戸大学大学院経営学研究
科教授を経て、現在、流通科学大学学長。日本マーケティング学会会長。商学博士。
専攻は、経営学、マーケティング論。著書に、『マーケティングの神話 』『営業をマネジメントする』
（いずれも、岩波現代文庫）、『ブランド－価値の創造 』『ビジネスインサイト－創造の知とは何か』
（いずれも、岩波新書）、『マーケティングを学ぶ』（ちくま新書）、『１からのマーケティング』（共著、碩
学舎）、『ゼミナールマーケティング入門』（日本経済新聞社）など多数。

Sカレの趣旨

石井 淳蔵 ［ Sカレ委員長／流通科学大学 学長 ］

　Sカレの目指すところは、「未来のマーケターの育成」にあります。その特徴は、

大学は違えども志を同じくする若い仲間が、互に助け合いそして切磋琢磨しながら、

１）理論的にしっかりとした商品企画プロセスを学び、

２）そのプロセスのマネジメントを実際に体験し、

３）自らの考えや思いをウェブ上あるいは会場で提案発表し、

４）そして実現した商品を現実の市場において問う、

というプロセスにあります。

 学生の皆さんが、実際のユーザーと対話しながら、現実に商品企画を進めると

いう実践的なマーケティングを学ぶ機会は、世界広しといえども、ここしかありませ

ん。また、企画の渦中において、ライバルチームの成果を見ながらリアルタイムに競

争するという場も、他に例を見ません。 参加する皆さんにとっては、マーケティング

の理論と実践を学ぶ絶好の機会であり場であると考えます。

 このSカレの企画・運営にあたっては、多くのクライアント企業と、学生委員の方々

から、一方ならぬ支援を受けています。委員長として、こうしたSカレを見守りご支

援頂いている方々に、あらためて感謝いたします。さらにいっそう、若い学生の皆さ

んの熱意溢れる創意工夫を引き出していきたいと思っていますので、関係者の皆

様のご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

2013年度の審査を終えて

石井 淳蔵 ［ Sカレ委員長／流通科学大学 学長 ］
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2013年のSカレを振り返って

Pro f i l e

西山 浩平 ［ 空想生活 創設者 ］

東京大学在学中に桑沢デザイン研究所にて工業デザインを学ぶ。マッキンゼーアンドカンパニーを経て、

ELEPHANT DESIGN HOLDINGSを設立し、ユーザー参加型の商品化コミュニティサイトCUUSOO.COM 

を立ち上げる。ユーザーの工夫に仲間が集まると、ロイヤリティとなって還元される、新しい社会システムの構

築を目指している。2002年よりグッドデザイン賞審査員。2005年、米国New Yorkに本拠を置き、100年

の歴史を持つThe Japan Societyより、”US-Japan Innovators”。2008年、ダボス会議を主催する

The World Economic Forum(世界経済フォーラム)のThe Global  Agenda Counci l、2010年、

内閣府「知的財産による競争力強化・国際標準化専門委員会」委員に選ばれる。

Sカレ2013活動実績・予定

テーマ別のワークショップなど。その後、懇親会。近畿大学 東大阪キャンパス。開会式
2 0 1 3 . 6 . 2 9

テーマ別の予選を行い、協力企業から選出された代表の9チームは決勝戦へ。
その後、審査・表彰。懇親会。法政大学 市ヶ谷キャンパス。閉会式

2 0 1 3 . 1 1 . 3 0

3万円の出資を得た、記念すべきクラウドファンディング達成第1号が登場。
デザイナーとの打ち合わせに進む。クラウドファンディング：第1号達成

2 0 1 3 . 8 . 1 1

探索的調査および、コンセプトデザインに着手。商品企画
2 0 1 3 . 7 2 0 1 3 . 8

ユーザーに向けて、商品を出荷。
なお、商品の打ち合わせ進度によって発送は前後する場合もある。商品発送

2 0 1 4 . 1 2 0 1 4 . 2

クラウドファンディング（出資を募る）テーマは、3万円の出資公募を開始。
その他のテーマについては、決勝戦進出のための応援投票を開始。
実際にユーザーからのコメントや応援を得る。Sカレ2013サイトオープン

2 0 1 3 . 8 . 3

キットカットをテーマにしたバズを起こす動画の企画、就職活動に役立つWEBコンテンツ、
1からの学生生活、キットパスで楽描き文化創造。
以上、出資を必要としない4テーマが、CUUSOOサイトにて中間報告を行う。支援投票テーマのWeb中間報告

2 0 1 3 . 8 . 3 1

クラウドファンディング：
達成チームの予約販売開始

2 0 1 3 . 1 0 . 3 1
クラウドファンディングを達成し、デザイナーとの打ち合わせを終えたチームは、
予約販売を開始。

クラウドファンディング：
応援投票、受付終了

2 0 1 3 . 1 1 . 2 2 閉会式に向けての全テーマへのファンディング、応援投票を締め切る。
この時点でファンディングが達成できなかったチームは、商品化できない。
また、応援投票30表が達成できなかったチームについては、決勝戦に進むことができない。

　メーカーズ・ムーブメントという言葉がささやかれるようになりました。クラウド・ファン

ディングや、クラウド・ソーシングに関する新聞記事も目立つようになりました。これらの言

葉に注目が集まる背景には、商品開発を行う個人が増えてきたことが挙げられます。

　皆さんは日本におけるメーカーズのさきがけであると同時に、新しいマーケティングの

手法のリードユーザーであるということにお気づきでしょうか。Sカレは大学の授業を通

じて、こういった最先端の手法を体験できる、またとない修学の機会なのです。

　まだこれらのビジネスツールは誕生間もないがゆえに、成果を上げるためには、試行

錯誤が必要です。面倒くさいですよね。

　でも、それがいいのです。自分の頭で考えて、新しいことにトライすることが、皆さんを

リードユーザーたらしめているわけですから。

　今年、皆さんはクラウド・ファンディングという手法を体験されました。ユーザーから新

商品を開発するために資金調達をされたのです。リスクが伴う新しい試みに対して銀

行が貸し渋りを行う中、皆さんはさっさと金融の最先端を経験されました。

　また、デザイナーにネットを通じて仕事をお願いされました。クラウド・ソーシングです。

そして、皆さんは他のユーザーの要望をラピッドプロトタイピングという考え方を通じて

商品案を完成に導かれました。コ・クリエーションです。

　このような手法や考え方の全容は、まだ教科書に載っていません。先生方にとってこ

れらを皆さんに教えるのは、勇気のいることです。一重に皆さんへの愛情があるからこ

そ、実践されたのだと思います。

　Sカレは、応援してくださる企業と先生と生徒が共同で、新しい社会のあり方を創造

する実験の場でもあり、皆さんの可能性にかけた、投資でもあるのです。

打ち合わせ・商品予約販売
引き続き、クラウドファンディングのテーマについては、デザイナーとの打ち合わせと予約販売を行う。
応援投票のテーマについては、協力企業との打ち合わせを行う。
予約販売は、最低ロットの受注を達成した場合に製造される。なお、商品ごとに個数は異なる。

2 0 1 3 . 1 2 2 0 1 4 . 1
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錯誤が必要です。面倒くさいですよね。

　でも、それがいいのです。自分の頭で考えて、新しいことにトライすることが、皆さんを

リードユーザーたらしめているわけですから。

　今年、皆さんはクラウド・ファンディングという手法を体験されました。ユーザーから新

商品を開発するために資金調達をされたのです。リスクが伴う新しい試みに対して銀

行が貸し渋りを行う中、皆さんはさっさと金融の最先端を経験されました。

　また、デザイナーにネットを通じて仕事をお願いされました。クラウド・ソーシングです。

そして、皆さんは他のユーザーの要望をラピッドプロトタイピングという考え方を通じて

商品案を完成に導かれました。コ・クリエーションです。

　このような手法や考え方の全容は、まだ教科書に載っていません。先生方にとってこ

れらを皆さんに教えるのは、勇気のいることです。一重に皆さんへの愛情があるからこ

そ、実践されたのだと思います。

　Sカレは、応援してくださる企業と先生と生徒が共同で、新しい社会のあり方を創造

する実験の場でもあり、皆さんの可能性にかけた、投資でもあるのです。

打ち合わせ・商品予約販売
引き続き、クラウドファンディングのテーマについては、デザイナーとの打ち合わせと予約販売を行う。
応援投票のテーマについては、協力企業との打ち合わせを行う。
予約販売は、最低ロットの受注を達成した場合に製造される。なお、商品ごとに個数は異なる。

2 0 1 3 . 1 2 2 0 1 4 . 1
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参加ゼミ紹介

私たちはマーケティング・リサーチを学んでい
る。小野ゼミの特徴は、ゼミ生全員が目標に
向かってひたすら努力することである。グルー
プがお互いに助け合い、そしてライバル意識を
持ち、切磋琢磨できる環境の中でチームワー
クを深めている。

青山学院大学
小野 譲司ゼミ

井口ゼミでは国際経営論やイノベーションを
中心に研究し、企業が進出したホスト国での
多国籍企業の戦略等を学んでいる。イノベー
ション分野の一つの学びとしてSカレのプロ
ジェクトに取り組んでいる。

慶応義塾大学
井口 知栄ゼミ

廣田ゼミでは「人と社会をハッピーにするマー
ケティング」を学んでいる。そして、私たちのゼミ
のテーマは「挑戦を楽しみ続けるゼミ」であ
る。様々なプロジェクトに常に挑戦し、失敗を
恐れずに行動をするという、日本一熱いゼミな
のである。

近畿大学
廣田 章光ゼミ

個性豊かな18人のゼミ生が集まり、マーケティ
ング・リサーチを中心に日々 精力的に活動して
いる。Sカレには昨年から参加し、先輩の経験
談や各企業によるフィードバックをもとに、さらに
レベルアップしたプレゼンテーションを目指し、
案を深めている。

関西学院大学
石淵 順也ゼミ

私たちは商品開発や企業研究
を通して主にマーケティングについて学んでい
る。前期はLCCやSNSなど、さまざまな分野ご
とに研究・発表を行った。課題には真剣に取
り組むが、授業の空き時間にゼミ生で集まるこ
とも多く、明るく楽しい雰囲気で活動している。

関西大学
岸谷 和広ゼミ

小林ゼミはマーケティング企画
をテーマにしており、売り場の提案や商品企
画などを行っている。ゼミ旅行や飲み会など、
何をするにしても、その行動にどのような目的が
あるのか考えるという教員の教えのもと、互いを
高めあいながら日々 活動している。

大阪市立大学
小林 哲ゼミ

宮尾ゼミは生活デザイン学科初のマーケティ
ング系のゼミとして開講。住居・道具・服飾の
デザインを学びながら、社会にそのデザインを
発信するスキルとなるマーケティングを学んでい
る。デザイン学科ならではの視線でSカレを盛
り上げようと考えている。

滋賀県立大学
宮尾 学ゼミ

私たちは実践的なことを学ぶため、積極的に
学外のビジネスコンペティションに参加してい
る。特徴として学年の垣根を越えた縦のつな
がりがあり、2年生から4年生が混合でチーム
を組み、先輩は後輩に多岐に渡る指導をして
いる。狙うは優勝のみである。

中京大学
宮内 美穂ゼミ

「学び、楽しみ、楽しませる」をゼミ訓とし、学生
自らが行動を起こし、常に当事者意識を持っ
て取り組む事を目標としているゼミである。「逃
げない、めげない、諦めない、妥協しない」とい
う雑草魂でＳカレでも優勝を目指して行きたい
と考えている。

中京大学
坂田 隆文ゼミ

私たちのゼミでは、製品開発に
ついて勉強している。製品にどんな価値をつけ
ることができるか文献を輪読したり、実際の企
業が行った開発方法がどんな価値を生んだの
かを学んだりしている。Sカレ初参加のため不
慣れな部分もあったが、全力で取り組んだ。

上智大学
小阪 玄次郎ゼミ

普段は和やか、やる時は皆真
剣といった雰囲気で日頃よりマーケティングに
ついて理解を深めている。「ソーシャルメディア
を使いこなそう」との方針の下、ゼミ生で考案し
たFacebook上でお題の商品をいかに上手
に分析できるか対決する企画も必見である。

首都大学東京
水越 康介ゼミ

聖徳太子の学園訓「和を以て
貴しとなす」をモットーに、個性的すぎる先生と
ユーモアあふれる学生が団結して活動してい
る。授業後には色々な店に調査を兼ね、ご飯
を食べに行くのが日課で、イノベーティブすぎる
意見をぶつけあっている。

四天王寺大学
天野 了一ゼミ

私たちは今年Ｓカレ初参加であ
り、未知の体験に苦戦しつつも、全員が企画
に全力で向き合っている。大驛ゼミの特徴は
個性が強く、マーケティングの研究についての
向上心が高いことにある。Ｓカレでは全員が研
究の成果を全力でぶつけたいと考えている。

東京理科大学
大驛 潤ゼミ

私たち金ゼミでは、基礎的な
マーケティング論を2学年時に学習し、並行し
て日経ビジネスの輪読を通した実践的なマー
ケティングを学んでいる。2年間学んだマーケ
ティングの知識を商品開発に生かせるよう
日々 励んでいる。

日本大学
金 雲鎬ゼミ

山本ゼミは閉会式に向けて、先
生や先輩方からアドバイスを頂きながら、よりよ
いプロジェクトにしていこうと試行錯誤する毎日
を送っている。ゼミ以外では毎月飲み会をした
り、夏休みはBBQをしたりと、個性豊かな男女
7人のメンバーで楽しく活動している。

名古屋市立大学
山本 奈央ゼミ

私たちのゼミでは個性豊かな
14人のゼミ生が、主に商品開発を中心に活
動している。明神先生や先輩たちの愛の鞭を
受け、ゼミの中でも意見を交換し合い、何度も
くじけそうになりながら、より良い提案ができるよ
うに頑張っている。

中村学園大学
明神 実枝ゼミ

同志社大学冨田ゼミは、男子7
名・女子18名 総勢25名、8チームに及ぶ個
性豊かなメンバーで活動している。その豊かな
個性を武器に、画期的・独創的なアイデアで
Ｓカレ優勝を目指している。

同志社大学
冨田 健司ゼミ

私たちはマーケティングについ
て、意識高めに学んでいる。おもちゃ箱の中身
のように個性豊かなメンバー全員で、おもしろ
い商品を作り、伝えられるように、閉会式に向
けて一生懸命準備を進めている。

東北大学
澁谷 覚ゼミ

私たちはグループワークを中心
に、実践的なマーケティングを学んでいる。日本
大学の横山ゼミとしてのSカレ参加は今回が
初めてである。今回は5チームで参加し、それ
ぞれが個性豊かな商品を考案している。

日本大学
横山 斉理ゼミ

私たちのゼミは今年度から出来たばかりであ
る。Sカレに関しての知識の蓄積などもないた
め、3年生9名が手探りをしながら取り組んで
いる。一人一人の個性がとても強いので、今ま
でにないようなものができるように頑張る所存で
ある。

法政大学
杉浦 未樹ゼミ

私たちは、「楽しい」をカタチにする実践的
マーケティングをテーマに、2～4年生までが合
同で活動する縦ゼミである。授業では、企画
提案やコンペ・懸賞論文への応募、課題本
の輪読など様 な々ことに挑戦している。

法政大学
西川 英彦ゼミ

私たちのゼミは、女子の力で支配されている
ゼミである。マイペースで個性豊かなメンバー
が、和気あいあいと仲良くゼミ活動に取り組ん
でいる。座学だけでなく会社訪問など、アクティ
ブな活動にも注力している。

兵庫県立大学
秋山 秀一ゼミ

松井先生の指導の下、「マーケ
ティングは儲けティング」をモットーに、消費者行
動論を学んでいる。普段は3年生12名、大学
院生2名の14名で活動しており、英書輪読と
ケーススタディを行っている。Sカレは今年初出
場で、もちろん目指すは優勝である。

一橋大学
松井 剛ゼミ

私たちのゼミでは主に商品開発とマーケティン
グを学んでいる。ゼミの方針は「結果=才能×
努力」。才能が1しかなくても、努力を100すれ
ば結果は100である。私たちはこの言葉を胸
に、100の努力でSカレ参加全テーマ優勝を目
指している。

阪南大学
水野 学ゼミ

黒岩ゼミは「自立」「対話」「実
践」がゼミの教訓であり、特に「実践」を重視
し、様 な々プロジェクトを意欲的に行っている。
1年次は商店街イベント、2年次は企業からの
課題に取り組み、3年次ではSカレを通して新
製品開発に挑戦している。

武蔵大学
黒岩 健一郎ゼミ

Sカレには今回で8回目の参加
となる。2年生の頃からSカレを意識した企画
提案やマーケティングを学んできた。つまり、Sカ
レのためのゼミと言っても過言ではないほどS
カレに対して本気のゼミなのである。日々、切
磋琢磨し合い優勝に向けて猛進中だ。

流通科学大学
清水 信年ゼミ

私たちは主に製品開発を学ん
でいる。短期間ゼミに所属していた学生は、こ
のゼミを「絵の具ゼミ」と表現した。内部から
見ていても、ここに集まった学生は各自思い思
い活動し、個人が互いの個性を認め合い、騒
がしく楽しいことを追い求めていると感じる。

立命館大学
吉田 満梨ゼミ

私たち斉藤ゼミは、2チームでSカレに参加す
る。関西勢が多い中、ヨコハマの笑いとアイデ
アを最高のプレゼンテーションに乗せて届けよ
うと考えている。

横浜市立大学
斉藤 毅憲ゼミ

私たちは、マーケティングを実践
的に学んでいる。2年次の後期には観光マー
ケティング演習も行うなど、様 な々ことに挑戦し
ている。個性豊かで明るいメンバーが集まり、
笑いも絶えず、でもやるときはやる！そんなゼミで
ある。

山口大学
藤田 健ゼミ

私たちは現象や事例を学ぶの
ではなく、その現象が「なぜ」起きているのかを
問うことを大事にしている。ゼミ生は主体的に
読書をし、軽いフットワークで街に繰り出し、本
の知識を鵜呑みにせず、自ら疑い確かめるこ
とを意識して行動しているゼミである。

明治大学
竹村 正明ゼミ

東ゼミでは、マーケティングやプ
ロモーションを学び、お客様にいかに“感動”
を与えられる商品を生み出すのかを探求して
いる。個性の光る13人のメンバー、それぞれの
色が様々な化学反応を起し、見たことのない
多彩なカラーを生み出している。

流通科学大学
東 利一ゼミ

『努力×仲間＝絆～未来をマーケティングして
「育」』をキャッチコピーとし、仲間と共に、時に
はライバルとして絆を深めながら活動している。
皆が意見をしっかり持ち、互いの考えも聞き入
れることが出来る。皆、ゼミの一員であることに
誇りをもっている。

和歌山大学
柳 到亨ゼミ
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参加ゼミ紹介

私たちはマーケティング・リサーチを学んでい
る。小野ゼミの特徴は、ゼミ生全員が目標に
向かってひたすら努力することである。グルー
プがお互いに助け合い、そしてライバル意識を
持ち、切磋琢磨できる環境の中でチームワー
クを深めている。

青山学院大学
小野 譲司ゼミ

井口ゼミでは国際経営論やイノベーションを
中心に研究し、企業が進出したホスト国での
多国籍企業の戦略等を学んでいる。イノベー
ション分野の一つの学びとしてSカレのプロ
ジェクトに取り組んでいる。

慶応義塾大学
井口 知栄ゼミ

廣田ゼミでは「人と社会をハッピーにするマー
ケティング」を学んでいる。そして、私たちのゼミ
のテーマは「挑戦を楽しみ続けるゼミ」であ
る。様々なプロジェクトに常に挑戦し、失敗を
恐れずに行動をするという、日本一熱いゼミな
のである。

近畿大学
廣田 章光ゼミ

個性豊かな18人のゼミ生が集まり、マーケティ
ング・リサーチを中心に日々 精力的に活動して
いる。Sカレには昨年から参加し、先輩の経験
談や各企業によるフィードバックをもとに、さらに
レベルアップしたプレゼンテーションを目指し、
案を深めている。

関西学院大学
石淵 順也ゼミ

私たちは商品開発や企業研究
を通して主にマーケティングについて学んでい
る。前期はLCCやSNSなど、さまざまな分野ご
とに研究・発表を行った。課題には真剣に取
り組むが、授業の空き時間にゼミ生で集まるこ
とも多く、明るく楽しい雰囲気で活動している。

関西大学
岸谷 和広ゼミ

小林ゼミはマーケティング企画
をテーマにしており、売り場の提案や商品企
画などを行っている。ゼミ旅行や飲み会など、
何をするにしても、その行動にどのような目的が
あるのか考えるという教員の教えのもと、互いを
高めあいながら日々 活動している。

大阪市立大学
小林 哲ゼミ

宮尾ゼミは生活デザイン学科初のマーケティ
ング系のゼミとして開講。住居・道具・服飾の
デザインを学びながら、社会にそのデザインを
発信するスキルとなるマーケティングを学んでい
る。デザイン学科ならではの視線でSカレを盛
り上げようと考えている。

滋賀県立大学
宮尾 学ゼミ

私たちは実践的なことを学ぶため、積極的に
学外のビジネスコンペティションに参加してい
る。特徴として学年の垣根を越えた縦のつな
がりがあり、2年生から4年生が混合でチーム
を組み、先輩は後輩に多岐に渡る指導をして
いる。狙うは優勝のみである。

中京大学
宮内 美穂ゼミ

「学び、楽しみ、楽しませる」をゼミ訓とし、学生
自らが行動を起こし、常に当事者意識を持っ
て取り組む事を目標としているゼミである。「逃
げない、めげない、諦めない、妥協しない」とい
う雑草魂でＳカレでも優勝を目指して行きたい
と考えている。

中京大学
坂田 隆文ゼミ

私たちのゼミでは、製品開発に
ついて勉強している。製品にどんな価値をつけ
ることができるか文献を輪読したり、実際の企
業が行った開発方法がどんな価値を生んだの
かを学んだりしている。Sカレ初参加のため不
慣れな部分もあったが、全力で取り組んだ。

上智大学
小阪 玄次郎ゼミ

普段は和やか、やる時は皆真
剣といった雰囲気で日頃よりマーケティングに
ついて理解を深めている。「ソーシャルメディア
を使いこなそう」との方針の下、ゼミ生で考案し
たFacebook上でお題の商品をいかに上手
に分析できるか対決する企画も必見である。

首都大学東京
水越 康介ゼミ

聖徳太子の学園訓「和を以て
貴しとなす」をモットーに、個性的すぎる先生と
ユーモアあふれる学生が団結して活動してい
る。授業後には色々な店に調査を兼ね、ご飯
を食べに行くのが日課で、イノベーティブすぎる
意見をぶつけあっている。

四天王寺大学
天野 了一ゼミ

私たちは今年Ｓカレ初参加であ
り、未知の体験に苦戦しつつも、全員が企画
に全力で向き合っている。大驛ゼミの特徴は
個性が強く、マーケティングの研究についての
向上心が高いことにある。Ｓカレでは全員が研
究の成果を全力でぶつけたいと考えている。

東京理科大学
大驛 潤ゼミ

私たち金ゼミでは、基礎的な
マーケティング論を2学年時に学習し、並行し
て日経ビジネスの輪読を通した実践的なマー
ケティングを学んでいる。2年間学んだマーケ
ティングの知識を商品開発に生かせるよう
日々 励んでいる。

日本大学
金 雲鎬ゼミ

山本ゼミは閉会式に向けて、先
生や先輩方からアドバイスを頂きながら、よりよ
いプロジェクトにしていこうと試行錯誤する毎日
を送っている。ゼミ以外では毎月飲み会をした
り、夏休みはBBQをしたりと、個性豊かな男女
7人のメンバーで楽しく活動している。

名古屋市立大学
山本 奈央ゼミ

私たちのゼミでは個性豊かな
14人のゼミ生が、主に商品開発を中心に活
動している。明神先生や先輩たちの愛の鞭を
受け、ゼミの中でも意見を交換し合い、何度も
くじけそうになりながら、より良い提案ができるよ
うに頑張っている。

中村学園大学
明神 実枝ゼミ

同志社大学冨田ゼミは、男子7
名・女子18名 総勢25名、8チームに及ぶ個
性豊かなメンバーで活動している。その豊かな
個性を武器に、画期的・独創的なアイデアで
Ｓカレ優勝を目指している。

同志社大学
冨田 健司ゼミ

私たちはマーケティングについ
て、意識高めに学んでいる。おもちゃ箱の中身
のように個性豊かなメンバー全員で、おもしろ
い商品を作り、伝えられるように、閉会式に向
けて一生懸命準備を進めている。

東北大学
澁谷 覚ゼミ

私たちはグループワークを中心
に、実践的なマーケティングを学んでいる。日本
大学の横山ゼミとしてのSカレ参加は今回が
初めてである。今回は5チームで参加し、それ
ぞれが個性豊かな商品を考案している。

日本大学
横山 斉理ゼミ

私たちのゼミは今年度から出来たばかりであ
る。Sカレに関しての知識の蓄積などもないた
め、3年生9名が手探りをしながら取り組んで
いる。一人一人の個性がとても強いので、今ま
でにないようなものができるように頑張る所存で
ある。

法政大学
杉浦 未樹ゼミ

私たちは、「楽しい」をカタチにする実践的
マーケティングをテーマに、2～4年生までが合
同で活動する縦ゼミである。授業では、企画
提案やコンペ・懸賞論文への応募、課題本
の輪読など様 な々ことに挑戦している。

法政大学
西川 英彦ゼミ

私たちのゼミは、女子の力で支配されている
ゼミである。マイペースで個性豊かなメンバー
が、和気あいあいと仲良くゼミ活動に取り組ん
でいる。座学だけでなく会社訪問など、アクティ
ブな活動にも注力している。

兵庫県立大学
秋山 秀一ゼミ

松井先生の指導の下、「マーケ
ティングは儲けティング」をモットーに、消費者行
動論を学んでいる。普段は3年生12名、大学
院生2名の14名で活動しており、英書輪読と
ケーススタディを行っている。Sカレは今年初出
場で、もちろん目指すは優勝である。

一橋大学
松井 剛ゼミ

私たちのゼミでは主に商品開発とマーケティン
グを学んでいる。ゼミの方針は「結果=才能×
努力」。才能が1しかなくても、努力を100すれ
ば結果は100である。私たちはこの言葉を胸
に、100の努力でSカレ参加全テーマ優勝を目
指している。

阪南大学
水野 学ゼミ

黒岩ゼミは「自立」「対話」「実
践」がゼミの教訓であり、特に「実践」を重視
し、様 な々プロジェクトを意欲的に行っている。
1年次は商店街イベント、2年次は企業からの
課題に取り組み、3年次ではSカレを通して新
製品開発に挑戦している。

武蔵大学
黒岩 健一郎ゼミ

Sカレには今回で8回目の参加
となる。2年生の頃からSカレを意識した企画
提案やマーケティングを学んできた。つまり、Sカ
レのためのゼミと言っても過言ではないほどS
カレに対して本気のゼミなのである。日々、切
磋琢磨し合い優勝に向けて猛進中だ。

流通科学大学
清水 信年ゼミ

私たちは主に製品開発を学ん
でいる。短期間ゼミに所属していた学生は、こ
のゼミを「絵の具ゼミ」と表現した。内部から
見ていても、ここに集まった学生は各自思い思
い活動し、個人が互いの個性を認め合い、騒
がしく楽しいことを追い求めていると感じる。

立命館大学
吉田 満梨ゼミ

私たち斉藤ゼミは、2チームでSカレに参加す
る。関西勢が多い中、ヨコハマの笑いとアイデ
アを最高のプレゼンテーションに乗せて届けよ
うと考えている。

横浜市立大学
斉藤 毅憲ゼミ

私たちは、マーケティングを実践
的に学んでいる。2年次の後期には観光マー
ケティング演習も行うなど、様 な々ことに挑戦し
ている。個性豊かで明るいメンバーが集まり、
笑いも絶えず、でもやるときはやる！そんなゼミで
ある。

山口大学
藤田 健ゼミ

私たちは現象や事例を学ぶの
ではなく、その現象が「なぜ」起きているのかを
問うことを大事にしている。ゼミ生は主体的に
読書をし、軽いフットワークで街に繰り出し、本
の知識を鵜呑みにせず、自ら疑い確かめるこ
とを意識して行動しているゼミである。

明治大学
竹村 正明ゼミ

東ゼミでは、マーケティングやプ
ロモーションを学び、お客様にいかに“感動”
を与えられる商品を生み出すのかを探求して
いる。個性の光る13人のメンバー、それぞれの
色が様々な化学反応を起し、見たことのない
多彩なカラーを生み出している。

流通科学大学
東 利一ゼミ

『努力×仲間＝絆～未来をマーケティングして
「育」』をキャッチコピーとし、仲間と共に、時に
はライバルとして絆を深めながら活動している。
皆が意見をしっかり持ち、互いの考えも聞き入
れることが出来る。皆、ゼミの一員であることに
誇りをもっている。

和歌山大学
柳 到亨ゼミ
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Sカレ実績

きっちん枡たー☆
Sカレ2010 商品発売

キットファイル
Sカレ2009 商品発売

想咲パズル
Sカレ2010 商品発売

清潔な
お食事テーブル ナナトサン
Sカレ2008 商品発売

手にフィットする
スマート収納キーケース
Sカレ2008 商品発売

枡でできたお弁当箱
Sカレ2009 商品サンプル化

ながぐつをはいたかばん
Sカレ2008 商品サンプル化

美脚
Sカレ2008 商品サンプル化

アコーディオン鞄
Sカレ2008 商品サンプル化

ひっつきむし
Sカレ2009 商品発売

Smart Shelf
Sカレ2009 商品発売

まとめます・あわせます・魅せます
in a mass
Sカレ2009 商品発売

lunchon
Sカレ2010 商品発売

mini`s case
Sカレ2010 商品発売

はじめての名刺交換
Sカレ2011 商品発売

P-tu
Sカレ2011 商品サンプル化

キットカット
～サクラサク出前セット
Sカレ2011 商品発売

sawa
Sカレ2011 商品発売

Tosh
-toilet shelf-
Sカレ2012 商品発売

Harful
Sカレ2013 商品発売

お菓子なくす玉
Sカレ2012 商品発売

My place
Sカレ2012 商品発売

入口が大きい
エナメルスポーツバッグ
Sカレ2007 商品発売

お兄さんのためのエコバッグ
Sカレ2007 商品サンプル化

「これ出したい！」がすぐできるかばん
Sカレ2007 商品発売

持ってれば安心
☆あんじー（anzy）☆
Sカレ2007 商品サンプル化

とりだしやすいこどもバッグ
Sカレ2007 商品サンプル化
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Sカレ閉会式［プレゼン大会］の流れ

革小物キット

就職活動
Webコンテンツ

キットカット
バズ動画

UD木工家具 枡技術商品コンパクト
木工家具 ビニール小物

キットパス1からの
学生生活

革小物キット
1位チーム

1からの
学生生活
1位チーム

キットカット
バズ動画
1位チーム

就職活動
Webコンテンツ
1位チーム

UD木工家具
1位チーム

キットパス
1位チーム

枡技術商品
1位チーム

コンパクト
木工家具
1位チーム

ビニール小物
1位チーム

◎テーマごとで予選を開催

クラウドファンディング達成、もしくは応援投票30票以上を獲得し
企業様の評価が最も高かったチームが決勝に進出。

企業様、教員、参加学生による投票を行う。

Sカレ総合優勝チームを決定

◎各テーマ1位、計9チームによる決勝戦を開催
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自作する革小物キット

JOHNWILL IAMHar t

Team N［Leapo ～Everyday Portable～］ 

革BUDDY［With～親子をつなぐ革ベルト～］

Rits［Lien］

TEAM 悟空［～一緒に作って一緒に遊ぶ～ファーストグローブ］

こむぎこ.com［siesta .］

PYONWIL［My Sleeve］

Matsutake Lether Team［革の街神戸で革婚式を祝おう］

OJ工房［かわルバ］

ズッコケ三人組［レザーiPadファイル］

T-POP［革いい（可愛い）学ぶろっく］

革made［lemie］

012

013

014

015

016

017

018

019

020

021

022

革の特徴をうまく活かすだけでなく、「自分でつくる」と言う新たな付

加価値のある革小物キットを提案しています。

商品化は、神戸を中心に「ハンドメイド」の靴作りで活動するクリエイ

ター・グループ、「JOHNWILLIAMHart」がサポート。
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Leapo  ～Everyday  Po r t ab l e～ 革小物キット

日本大学　横山斉理ゼミ／安藤美香、小林睦、野津晴香、山口将央

簡単だけど、しっかり守る

「簡単に」「多くの人に」「楽しんでもら
いたい」― L e a p oはこの思いから生ま
れた、簡単に作ることができ、実用性の
あるiPhoneケースである。スマホを持っ
ている方の多くが、スマホを落としたこと
があるだろう。しかし、みなさんは落とした
時の衝撃に対する保護しかしていない
のである。そこで、Leapoは落とすこと自
体をなくすという発想のもと、革によりデザ
イン性が高く、背面の取手により手への
フィット性の高いケースになっている。そし
て、自らが作ったものを使用することで、
レザークラフトをより身近なものに感じて
もらえる商品にした。

私たちは小さな不便を解消したいとい
う思いから、様々な場所でオブザベー
ションを行なった。多くの人々が落下に
よる壊れるという「結果」には対策して
いるが、その原因である「落とす」こと
への対策はしていないことが分かった。
またアンケート調査を行い、レザーク
ラフトに「興味はあるがやったことはな
い」人々の理由を明らかにした。

試作品制作を通して伝えたいことは、
自らの手で作ることの楽しさである。
また、実際に使ってみることにより問題
点が明らかになり、よりよい商品への
追究ができた。
この改善を繰り返す中で、レザークラ
フトの楽しさ、自分で作ったものをほめ
てもらえる「喜び」を知った。その「喜
び」を多くの人に共感してもらいたい。

SNS（Facebook  ,  Tw i t t e r）を
利用し、サイト支援の呼びかけを行っ
た。多くの人々に見てもらい興 味を
持ってもらうために、改善した商品が
目に留まるような魅力的なページに
し、クラウドファンディングを達 成 。ま
た多くの人にレザークラフトを楽しん
でもらうためネット販売にし、SNSなど
との連携を高めた。

指導教員
横山斉理先生
からのコメント

長時間にわたるフィールドワークからうまく問題を抽出した後、はやい段階でプロトタイプを何
度も作り直し、定量データの分析結果を活かしながら妥当性の高い提案ができていた。提
案者が実際に使用した完成度の高いプロトタイプ、これからもずっと使い続けてください。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 013 13

1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

Wi th～親子をつなぐ革ベルト～ 革小物キット

関西大学　岸谷和広ゼミ／芝田梨紗、嶋本雅、下村美咲、米田武宜

親子をつなぐ手づくり革ベルト

Withは、親子で作れる子供用の革ベル
トキットである。従来の子供用革ベルトの
問題である取り外しが難しいという点を、
穴を大きくし、形状をひし形にすることで
解決。さらに、刺繍の色、文字の刻印や
ベルトの長さなども自由にでき、三つ編み
の作業などを親子で行うことで、親子のコ
ミュニケーションも深めることもできる。これ
らの特徴を持つWithを、レクチャーを受
けながら一緒に作ることで親子は最高の
思い出を作ることができる。それだけでな
く、子供が毎日使うことで革の特性を最
大限に活かせる商品となっている。

子供に手作りの贈り物を作ってあげた
いが、作っても使ってもらえるか不安で
行動に移せない親が多いことが調査
からわかった。それを解決するものとし
て、実用的でなおかつ長期間使うこと
で革の特性を活かせるベルトに着目し
た。さらに、キットならではの利点を活か
し、バックルの選択や文字の刻印など
が可能なオリジナルベルトとした。

子供用なので比較的柔らかめの素材
で、優しいブラウンの革を選択。製品の
ポイントでもあるひし形の穴は試作品
作成を繰り返してデザイン性を保ちなが
らも、大きくしたことで外れにくい大きさと
間隔を探るために試行錯誤を重ねた。
三つ編みから先端へ形状が変わる部
分や、ベルトの端などに丸みを持たせる
ために角を取る作業も施した。

コンセプトにある「親子をつなぐ」とい
うメッセージが伝わるようにコミュニ
ケーションを意識して企画。視聴者に
共感してもらえるようにストーリー性を
意識した写真や音楽を使用した。大
学内外で親子写真を集める際にビラ
を配布する他、SNSで主婦層を狙っ
た記 事を掲 載し、ターゲット層にア
ピールすることで販売促進を行った。

指導教員
岸谷和広先生
からのコメント

ユーザーが自身でつくるキット型の商品は、制作するそのときは楽しいものの、制作後は使
われない場合が多い。成長著しい子供対象のキットはその可能性が一層高まる。制作・使
用双方を満たし、革の素材もいかすことができるベルトに注目した着眼点は秀逸といえる。
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L i en  革小物キット

立命館大学　吉田満梨ゼミ／浅田諒、出野沙耶、村井亜衣、山本登士樹

大切な家族への想いを
包んでくれる手作りケース

今回私達が提案するのは子育ての際
に必ず使う母子手帳のケースを、家族
の事を大切に思う男性に手作りで愛情
を込めてつくってもらうという事である。こ
れなら、間接的にでも子育てに携わるこ
とが出来る。また普 段 仕 事が忙しくて、
思うように奥さんのお手伝いが出来なく
ても愛情のこもったプレゼントを通して感
謝の気持ちが伝える事が可能となり、こ
れからの子育てについてより真剣に考え
るようなキッカケを与える商品である。価
格は税込み4980円に設定した。

ターゲットはイクメンになりたいけどなれ
ない男性。厚生労働省の調査では3
割以上の男性が育児休業取得を希
望しているというデータがある。この事か
ら男性も子育てに携わりたいという人
が多くなっている事がわかる。しかし、実
際に育児休業取得が実現出来てい
るのは2.63%にとどまっており理想のサ
ポートを行えないのが現実である。

実際の商品は大切な家族のために手
作りすることで色を変えたり、名前や生
年月日を入れたりすることが出来る。診
察券を入れるポケットや予防接種手帳
など他のものも一緒にいれられる大きな
ポケットを作った。また写真入れには、
成長した子供の写真や家族との思い
出の写真を入れられ、より家族との絆
を感じられる機会を与えてくれる。

販売促進については3つ。①公共機
関等での呼びかけやポスターを張ら
せていただくなどの協力を依頼する。
②男性をターゲットにした体験教室
を開催し、母子手帳を作るだけでなく
イクメンならではの情報を共有できる
場を提供する。③SNSやネット広告な
どによる拡散、プレゼントされた奥さん
の口コミによる拡散などを提案する。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

長く大切に使うことで風合いが出てくるという革の特性を、よく活かした提案だったと思いま
す。夫から妻へ、母から子へ、気持ちを伝える製品である、という位置づけも魅力的でした。
個人的に商品化されたら、買いたいと思える商品でした。
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～一緒に作って一緒に遊ぶ～　ファーストグローブ 革小物キット

中京大学　宮内美穂ゼミ／廣田桃子、隅田実希

楽しくキャッチボール
親子でつくる思い出の品

ファーストグローブは、3歳から使用でき
る、幼児向けグローブである。親子共同
で作成し、完成した後は一緒に遊ぶこ
とができる。よって、コミュニケーションが
重要な時期とされる、幼少期のお子様
と思い出を作りたい、思い出を形に残し
ておきたい・・・といった、親なら誰しもが
願う想いを本商品によって、実現できる。
一見、幼少期のお子様にとって革小物
を作 成するのは困 難だと思われるかも
しれないが、革を縫い合わせる作 業 以
外は行うことができる。また、グローブは
幼少期のお子様でも扱いやすい形状と
なっている。

商品によって生まれるコミュニケーショ
ンを重視し、親子、中でも現在増加し
ている育児に携わる男性「イクメン」に
着目した。83名の「イクメン」にアンケー
ト調査を行った結果、コミュニケーショ
ンの手段として「遊ぶ」というキーワー
ドが出てきた。そこで、コミュニケーショ
ンが大切とされる幼少期のお子様と
楽しく遊べる商品の開発を試みた。

幼児が気軽に使用できるデザインを
考 慮し、既 存のグローブとは異なる
形にした。また、自作する点で親 子
でも簡単に作成できるよう、シンプル
なものを心がけた。革の「手に馴染
む」という特 徴を活かし、自分の手
の形に合うように調節しながら作成
した。更に、イニシャルを打刻すること
で、オリジナル性を高めた。

空想生活上では、消費者に使用シーン
をイメージ付けるため、実際に親子が商
品を用いてキャッチボールをする様子を
ムービーで掲載した。さらに、facebook
等のSNSで商品の紹介ページを作り、
私たちの活動を紹介した。また、直接消
費者に商品を認知してもらうため、親子
支援のNPO団体や幼稚園、玩具店な
どにフライヤーを配布した。

指導教員
宮内美穂先生
からのコメント

親子、特に父親と子供のコミュニケーションというコンセプトは早期に決定できていたが、そ
の具現化に悩んだチームである。イクメンにヒアリング調査を何度もかけ、キャッチボールと
いうオケィジョンを出せた。幼少期の思い出という素敵な商品に完成できたと思う。
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s i e s t a  革小物キット

武蔵大学　　黒岩健一郎ゼミ／北川椋子、平田天馬、目黒冬花

大事なアクセサリーを
保管できる本革ストラップキット

sies ta .は革のストラップにアクセサリー
を保管できる機能を追加した新しい革
小 物キットである。中央のバックルはマ
グネット式のもので、簡単に取り外しがで
き、指輪やネックレスをつけることができ
る。また裏面にはピアス装着用に穴を開
け、ピアスの保管にも対応した。あらかじ
め縫製用に穴を開けておくことで、従来
のキットとは違い使用する器具が少ない
という特徴も挙げられる。レザークラフト
という一見女子大生からは縁が少ない
と思われるジャンルに製品の機能によっ
て訴求力を持たせ、新たな市場の開拓
を試みた商品である。

私たちは革 小 物がテーマということ
で、様々な人の持ち物及び行動に対
して観察を行った。その結果アルバイ
ト先でアクセサリーの着 脱 時に、適
当な場所にアクセサリーを保管して
いることに気づき、この行動にはアク
セサリー紛失の危険があると考えよ
り観察を深めていった。

試作品を作る際に商品としての機能
と、キットとしての充実度の両方を視点
に置いた。商品としてはアクセサリーを
保管できるよう、ピアス穴や女性の平
均的なサイズのリングが保管出来るよう
ストラップの太さの調整を行った。また
キットは簡単すぎず、難しすぎずを意識
し、なるべく工具は使わないが、編み込
みなどの作業ができるよう設計した。

プロジェクトページはメイン画像・色
使い・字体等を工夫し、ターゲットで
ある女子大生に好感をもってもらえる
ようにお洒落な雰囲気をだした。更
にFacebookで商品専用のページ
を作成し、メンバーが実際に商品を
使用した感想などを掲載することで
ターゲットの共感を誘った。

指導教員
黒岩健一郎先生
からのコメント

アルバイトをする女子大生の潜在的なニーズをしっかりとつかめている。そのため、ターゲッ
ト層の多くが「これが欲しい」という商品に仕上がった。ただ、キットではなく完成品でもよ
く、キットとして販売する必然性が若干弱かったかもしれない。
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My S l e eve  革小物キット

大阪市立大学　小林哲ゼミ／浦明日香、北亜季子、廣島なつき

ずっとおいしく、
ずっとおしゃれに

某コーヒーチェーン店やコンビニでコー
ヒーを注 文する時 、素 手では紙コップ
が熱くて持っていられない。そこで、「ずっ
と美味しく、ずっとお洒落に」コーヒーブ
レイクを楽しんでもらうために、この商品
を考えた。スリーブにボタンをつけること
でサイズ調節ができるようにし、鞄につけ
て、お洒落に簡単に持ち運ぶこときる。ま
たイニシャルやリボンで、マイスリーブを
作ることができる。更に紙のスリーブと違
い、繰り返し使うことができるので、環境
にも優しくエコである。このように、機能面
にも優れた商品になっている。

スリーブのデザインを決めるにあたり、
数十人に対してスリーブについてのア
ンケートをとった。その結果、「サイズ
調節ができたらいい」「持ち運びが面
倒である、かさばる」「自分だけのもの
があれば嬉しい」「無料でもらえるもの
もある」という意見が多かった。

我々はスリーブの製作にあたり、三つ
のことを重 視した。一つは見た目が
お洒落であるということ、二つ目は着
脱が容易であること、そして最後に加
工が簡単にあることである。着脱手
段は様々な部品を試したが、スナッ
プボタンが全ての要素を満たすとし
て採用した。

我々の提案するスリーブは革の切れ
端を使 用する上に、長 期 的に人々
が紙スリーブを使用しなくなることで、
人々の関心度が高い環境問題の解
決へと繋がることをアピールする。この
ことにより、人々へ製品や提供企業に
良いイメージを付加することで購入に
つなげることが可能であると考える。

指導教員
小林 哲先生
からのコメント

自分用のテイクアウトコーヒーカップのスリーブを革で手作りする。おしゃれで、自分のカップ
を一目で識別でき、使い捨ての紙製のスリーブと代えることで環境にも優しい、まさに一石
三鳥のアイデアだと言える。もう少しプレゼンテーションに工夫があれば・・・、残念。
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革の街神戸で革婚式を祝おう 革小物キット

一橋大学　松井剛ゼミ／鈴木瞭、野末大樹、松本梨花

結婚3年目に愛する人と
神戸で革婚式を祝いませんか

提案する商品は革小物づくりを含んだ
神戸旅行である。企画の根底にあるの
は、革婚式という結婚3周年の記念式を
表す西洋の風習である。革婚式には、丈
夫であるという革の性質にならい、革製
品を贈りあうことで強い絆を結んでほしい
というという願いが込められている。
この企画では革小物づくりを有名な観光
地に匹敵する重要な要素と位置付けて
いる。旅行を通じてターゲットとなる結婚3
年目の夫婦に革婚式を祝ってほしいとい
う狙いがある。また、ホテルが多くの工房
と提携することで、個性を活かした工房
の多様な体験を顧客に提供する。

アイデア商品を提案しても、革小物を
作るためだけに神戸の工房に来る消
費者はまずいないと考えた。アンケート
の結果、伝統工芸体験をしてみたい
という人が76％、神戸に革工房があ
ることを知らない人が81％いたことか
ら、人を呼び込むために「経験を売る」
「神戸を革の街にする」というコンセプ
トに沿った仕掛けを作ることにした。

旅行企画実現のために、神戸にあ
るいくつかのホテルに連絡を取ったと
ころ、神戸メリケンパークオリエンタル
ホテルに、実現に向けて動きたいとい
うお返事をいただいた。また、クライア
ントの内尾様にも神戸の知り合いの
革工房をいくつか紹介していただけ
ることになり、三 者で企 画 実 現に向
けて邁進している。

バレンタインがチョコを売りたい製菓
会社の戦略によって普及したように、
神戸のホテルやその系列、提携ホテ
ルが革 婚 式を神 戸に祝いに来ませ
んかとPRする。認知度が高まり、雑
誌などのメディアに掲載されることに
よって、「革婚式を迎える3年目の夫
婦は神戸に旅行するのがいい！」とい
う新たな常識を生み出す。

指導教員
松井 剛先生
からのコメント

この企画の面白いところは、革小物を作ることを、革婚式という「経験」の消費に仕立てた
ところである。「革の街」である神戸の観光振興にも結び付くこの企画は、工房、ホテル、自
治体など様々なプレーヤーを視野に含めた広がりのある提案である。
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かわルバ 革小物キット

東京理科大学　大驛潤ゼミ／前田智英、高荷秀治、一丸央人

思い出の共有、共感、
新たな思い出の共創

人との繋がりを大 事にしたいが、コミュ
ニケーション不足だと感じている人が多
い。そこで、大 切な思い出を形に残し、
誰かと共感、共有でき、さらに革製品づ
くりを通して、新しい思い出を築き上げ
る。革という素材を使い、大切な思いや
気持ちに寄り添うことのできる製品仕様
にした。特徴は3つ。①写真アルバム兼
写真立て（写真を飾ることで思い出を共
有する）②デザインは自由自在（アートグ
ルーバーという道具を用いて、革に好き
なデザインを彫刻できる）③革の持つ特
性が活きる（革の特性である暖かみや
味わいが思い出を引き立てる）

探索的調査の結果、今日の消費者は
人とのつながりを重視する傾向にある
が、周囲の人たちと十分にコミュニケー
ションが取れていないことが判明した。
この事実ともう一つの調査によって、家
族や友人とのコミュニケーションが促進
され、絆を深め、尚且つ大切な思い出
を形にして残すことができるものにニー
ズがあることが分かったのである。

試作品は、各ページ皮を2枚重ね合
わせ四隅に切り込みを入れることで
写 真を貼り、表 紙にはアートグル―
バーによって、カーボン用紙で下書き
したオリジナルのデザインやメッセー
ジを入れた。また、各ページの底 辺
に数度の傾斜をつけることで写真立
としての機能を付けた。

Facebookやブログによって活動内
容を周知し、人目を引くような画像や
動画の作成および撮影を行い閲覧
者の増加を図り、また、商品コンセプ
トのストーリー性を持たせることによっ
て閲覧者の感性に訴えるような紹介
文を掲載することによってクチコミが
広がるようにした。

指導教員
大驛 潤先生
からのコメント

機能に関する応募作品の着想は頼もしい限りである。機能として、自由設計を可能とした事
で、その価値は飛躍的に拡大した。惜しむらくは、アルバムと写真立のStuck in the middle
にある。応募作品を通じて、今後においても、「大きな成果」をあげることが期待・予測できる。
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レザーiPadファイル 革小物キット

四天王寺大学　天野了一ゼミ／矢部拓弥、南部亮介、梶川昌紀

手間をなくし、できる男に。
魅せるアイテム

iPadケースとファイルを合体させた商品
である。iPadを使っている人は、一緒に
書類を持っている人が多いが、iPadと
ファイルが別だと不便だがこの商品を使
うことにより、一つにまとまり、その不便が
改善される。また、革本体の種類色や、
ステッチの色を選び、さらに名 前やイニ
シャル、好きな言葉や座右の銘が刻印
できるため、世界に一つだけ、あなただ
けの個性豊かなiPadケースになる。サイ
ズは、iPadのサイズに合わせ、ファイル
部分はちょっとしたメモなどを入れること
のできるポケットがついている。

iPadを使用している人が街でよく目
につくようになったが、別の書類を出
して、入力している人が多いことに気
が付いた。そこで、両方をコンパクトに
収納できるケースがあれば、プリント
などを入れることができ、見ながらのメ
モや入力、書類保管も容易になるの
ではと考えた。

本革は高価であり、限られた予算を有
効に使うため100円均一やホームセン
ターを利用し、既存商品を接着、塗装
加工し、イメージ作品として作り上げた。
クロコダイル型押しのビニールレザーを
使うことで、アダルトでシックなデザインと
なった。ターゲットのサラリーマンに似合
うよう仕上げたが、革や色の変更によ
り、様 な々層にアピールできる。

ターゲットは学生、サラリーマンであ
る。まずは、ヴィレッジバンガードや、
LOFT、東急ハンズなどで販売し、高
感度な顧客の反応を見ながら製品の
改良を行う。次いで、文具店、雑貨店、
紳士用品店で販売する他、プレゼント
用の手芸店などで半製品キットとして
販売する。さらにSNSを活用することで
製品ページや宣伝ブログへ誘導する。

指導教員
天野了一先生
からのコメント

既存の製品にない独自製をどうもたせるか。自作をキーワードに、他人の持っていない、自
分だけのオリジナルなものが欲しい、という顧客の要望にどこまで応えられるかが、成否のポ
イントとなろう。様々な種類の試作を行い、イメージを膨らませていってほしい。
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革いい（可愛い）学ぶろっく 革小物キット

同志社大学　冨田健司ゼミ／竹中詩央里、山田彩加

革を身近に！

私たちは革の高級感というイメージによ
り幼い子供たちが革を遠い存在に感じ
ているのではないかと考えた。そのため
幼少期から革に親しみを感じ、もっと身
近に感じて欲しいと考えた。そこでこの商
品は幼 少 期から遊べるマグネット式ブ
ロックである。丸・三角・四角のシンプル
な形のブロックから成り、色はカラフルな
三色展開である。中に磁石を入れるマ
グネット式になっている。柔らかい革を使
用して、中に綿を詰めるため手に馴 染
み、幼い子供も持ちやすい。裏には1か
ら10の数字が刺しゅうされているため数
字の学びにも繋がる商品である。

ターゲットを絞るにあたり、男女各30
人にキットという体験型商品に対す
る男女の支持率、体験型商品を手
作りは自分のため・誰か他の人のた
めどちらに作りたいかというアンケート
調査を行った。その調査結果、キット
の支持率が女性の方が高く、また手
作りは誰かのために作りたいという気
持ちが強いことが分かったのである。

試作品は、手に馴染む柔らかい革を
用いて製作。幼い子供が使用するた
め、硬い革より柔らかい革の方が適し
ていると考えたのだ。それを丸・三角・
四角に切り、1から10の数字をそれぞ
れ刺繍し、次に形がそろった革を重ね
合わせて縫いつけ、途中で綿とマグ
ネットを入れた。子供が使用するため、
誤飲しないようにサイズ感を注意した。

この革いい（可愛い）学ぶろっくの顧
客は、幼い子供を持つ母親である。
そこで私たちは幼い子供を持つ親に
積極的に意見を聞き、その際に私た
ちが提案する革いい（可愛い）学ぶ
ろっくを認知してもらうように努めた。
また、幼い子 供に実 際に遊んでもら
い、意見を聞いて、それを参考にする
ようにもした。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

この商品は、ターゲットを小さな子供がいる母親に設定した点で、学生のアイデアとしては
画期的であり、さらに子供の知育に役立つとても魅力的な商品である。数字だけに留まら
ず平仮名、カタカナ、アルファベットなど今後の発展が期待できる面白いアイデアである。
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l em i e  革小物キット

近畿大学　廣田章光ゼミ／木下茉南、三宅杏奈、岡孝美

思い出をいつメンと作れる

lemieとはいつメンと作る革の鏡である。
「いつメン」とはいつも集まるメンバーの
ことを指す。いつメンと楽しみながら作成
し、思い出も作ることができる。体験教室
では革や紐の色を選べ、刻印・焼印・ス
タンプで自分のイニシャルやいつメンの
名前など好きな模様を付けて楽しむ。こ
のことで、いつメンと同じ形の鏡を作る
が、自分のオリジナリティを出せる。また、
刻 印や焼 印は工 房でしかできないこと
だ。体験教室を楽しんだ後は神戸の観
光も満喫できる。いつメンとの大切な思
い出も作れ、その思い出を形に残すこと
もできる、それがlemieだ。

女子大学生の日頃の持ち物を調べ、
そのアイテムごとに問題点を挙げた。す
ると「鏡」のデメリットの「接続部分が
壊れやすい」という点を、革のメリットの

「丈夫である」という点で改善できる
と考えた。また、女子大学生の特徴に
いつも集まるメンバーつまり「いつメン」
がいることがわかり、そのいつメンと楽し
める体験教室を提供しようと考えた。

様々な色・厚みの違う革を用い、いくつ
もの試作品を作った。キット穴の大きさ・
穴の間隔・鏡のサイズなど1cm、1mm
単位で調整した。できた試作品はター
ゲットに見てもらうことで、自分たちの意
見や収集したデータだけでなく、実際の
女子大学生の意見も取り入れた商品
にした。試作する工程も楽しむことがで
き、まさにコンセプトを実感できた。

ターゲットである女子大学生に情報を伝え
るために2つの活動を行った。1つ目に動
画の拡散をした。体験教室を実施している
動画を撮り、YouTubeに投稿し、その動画
をTwitter・Facebookで情報発信を行っ
た。2つ目に日々 の活動をFacebookに投
稿した。商品の作成からコンセプト決定や
試行錯誤段階での紹介を行い、ターゲット
に身近に感じてもらえるように工夫した。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

「自作する」という課題をグループメンバーの共通体験と結びつけるアイディアとそれを具
体化する現実感のあるストーリーに展開できた。学生の日常に存在するが企業側ではアプ
ローチしにくい「いつメン」に注目したことが学生、企業両面の支持につながった。
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ユニバーサル･デザイン木工家具

宇野木工株式会社

ユニバーサル･デザインとは、文化や言語、老若男女の差を問わず、

誰にとってもやさしいデザインの事を指します。ここでは、そんな特徴を

持つ木工家具を提案しています。

商品化は、高級家具産地「広島府中」で家具の製造を行う内閣

総理大臣賞受賞メーカー、「宇野木工」がサポート。
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掛～かける～ UD木工家具

日本大学　横山斉理ゼミ／小野寺淳子、小松遼、寺田慎平

あなたの家事をスマートに

私たちの考えた掛～かける～は主婦の
アイロン掛けをサポートする家具である。
主婦がアイロン掛けをする際に持つ不満
を2つの特徴で解消した。1つ目の特徴
として、アイロン、アイロン台、ハンガー掛
けの3つを1つにまとめている。まとめること
で道具を出す面倒くささを解消した。2
つ目の特徴として、アイロン台をスタンド
式にすることにより、①膝や腰に負担が
かかる②アイロンに力が入れにくい③服
が床につくことの3つの問題を解消した。
掛～かける～は、主婦のアイロン掛けを
サポートし、生活にゆとりを与える製品と
なっている。

主婦の方にインタビューを行った際、
アイロン掛けが面倒だという意見があ
がった。そこで私たちは100人の主婦の
方にアイロン掛けに関するアンケート調
査を行った。その結果、88％の方がア
イロン掛けを面倒だと回答するなど、多
くの不満があげられた。このことから、ア
イロン掛けの不満を解消する製品には
ニーズがあるのではないかと考えた。

試作品制作にあたって、ターゲットで
ある主 婦が使用しやすい設 計を考
慮し、高さ120cm、幅50cm、奥行
60cmというスペックとなった。女性が
立位で作業しやすい平均の高さで
ある80cmをアイロン台の高さにした。
また未使用時にアイロン台が邪魔に
ならないよう、女性でも簡単に折りた
ためる機能を模索した。

私 たちは 販 売 促 進 として 主 に
F a c e b o o kを利 用し、プロジェクト
ページにアクセスしてもらうようにした。
ページには製品の2つの特徴を分か
りやすく伝えるために、見やすい写真
や文字に配慮した。また、より製品を
認知してもらうために、ターゲットであ
る主婦の方に口コミをしてもらった。

指導教員
横山斉理先生
からのコメント

事前の評価が高かった提案。プロトタイプを作成することで改善点をたくさん見つけ出すこ
とができた。実際に作成してみることの重要性を実感できたのでは。探索的調査から提案
まで、もっともオーソドックスな進め方をしていたと思う。
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カラユビ UD木工家具

中京大学　宮内美穂ゼミ／石川香澄、金子和紀、森田崚介

カラーユニバーサルデザイン×家具

「カラユビ」は、誰にでも使いやすい郵
便物収納家具である。本商品のポイン
トは2 点ある。1 点目は誰にでも見 分け
やすい色を用いた点である。青・黄・白・
緑の色を引き出しの側面に使用すること
で、色弱者にも見分けやすい。2点目は、
誰にでも使いやすい仕組みを取り入れ
た点である。本商品は上段のふたが長
めに作られているため、ふたが開けやす
い。また、底板が斜めになっていることで
郵便物を手前に集めることができ、側面
の穴により郵便物を取り出しやすい。以
上2点より「カラユビ」は誰にでも使いや
すい郵便物収納家具といえる。

初めにユニバーサル・デザインの現
状を知るべく、他 大 学の教 授の元
を訪れた。そこで色弱者の方にも見
分けやすいよう色使いに配慮したカ
ラーユニバーサルデザインという考え
を知り、その要素を取り入れた。また
色弱者へのヒアリング調査の結果、
半 数 以 上の人が郵 便 物の整 理に
困っていたため、提案した。

色弱者の方に見分けのつきやすい青・
黄・白・緑の色を引き出しの色に用いて
試作品を作成した。試作品を用いてヒ
アリング調査を行ったところ「底の紙が
取りにくい」という声から新たに紙が取
りやすい仕組みを2つ加えた。1つ目に
底板を斜めにすること、2つ目に引き出
しの側面に穴を開けたことである。よっ
て、誰にでも使いやすい商品となった。

本商品の認知を広げるために、ター
ゲットである色 弱 者が多く在 籍する
NPO法人カラーユニバーサルデザ
イン機構や、郵便物を管理する主婦
層が集まるスーパーの前などで、フライ
ヤーを1,000枚以上配布した。またクラ
ウドファンディングページには使い方や
魅力を発信する動画を掲載することで
30,000円の資金調達を達成できた。

指導教員
宮内美穂先生
からのコメント

ユニバーサル・デザインというテーマにこだわりを持ち、さまざまな対象にヒアリング調査をか
け続けていたチームである。このチームは、Sカレで商品開発を経験しただけでなく、チーム
としてタスクをこなしてゆくことなど、社会人になるにあたって良い経験を得たと思う。
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wi th  UD木工家具

日本大学　金雲鎬ゼミ／峰岸泰三、木賀麻実、鈴木文也

成長に合わせた
様々なシーンで使える家具

この商 品は、お母さんの「 子 供用の家
具は長く使えない」という不満を解消す
るために作った商品である。そこで私た
ちはリビングテーブルとダイニングテーブ
ルの2つのシーンで使えるイスを考えた。
リビングではイスと机のセットになり、ダイ
ニングでは机とイスを組み合わせることに
よりダイニングテーブルの高さに合うイス
になる。イスとして使わなくなった後は本
棚や収納棚としても使えるようにした。1
つで何役にも使うことができるようにした
ことで子供の成長に合わせて使うことを
可能にした。

リビングテーブルとダイニングテーブ
ルのそれぞれの平均高さを調べ、子
供の体に合ったサイズになるよう様々
な商品を見た。また重ねる際の安全
面を確保するために別の家具で同
じように組み合わせて使っているもの
がないか調べた。子供の使用シーン
を観察して問題を予期した。

最初に段ボールを使用して作成し、
サイズ感とイスと机の複数の組み合
わせ方を確認した。そしてファカルタ
集成材を使用して段ボールの試作
品から見 出された、実 際のサイズ、
安 全 性 の 高い組 み 合わせ 方 、強
度、危険性を確認した。集成材全体
をやすりで削り、角を丸くした。

クラウドファンディングは達 成できな
かったが、インターネットでの販売の
ため、FacebookなどのSNSを利用
した販売促進を考えている。現在で
は、若い多くのお母さん方もSNSを
利用しているために、お母さん方の
つながりを生かし、1人でも購入者が
でれば 他のお母さんに広まることを
考えた。

指導教員
金 雲鎬先生
からのコメント

はじめは、去年の最優秀賞作品のmy p l a c eとの差別化がなされていなかったが、「重
ねる」という椅子と机をセットとして使うといった新しい機能をつけ差別化を図った点が良
かった。
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踏み男 UD木工家具

武蔵大学　黒岩健一郎ゼミ／石塚康之、石山由里菜、小田瑛翔

安全性に特化した踏み台

本 商 品は、既 存の踏み台の危 険 性を
解消し、新たな踏み台を提案するもので
ある。踏み男には3つの特徴がある。まず
safetyである。既存の踏み台にはない、
転落防止版で前方や左右への転落を
防ぐ。また、踏み台の乗り降りのサポート
する役割を担う。天板のサイズを大きめ
に設計し、踏み外しによる転落を防ぐ。2
つめは、Careyである。安全性に特化し
た結果、重量が増加した。この問題を補
うためにキャスターを取り付け、スムーズ
な移動を可能にした。3つめはdesignで
ある。軽量化によって生まれたスタイリッ
シュなデザインと木の温もりが楽しめる。

祖母が棚の上のものをとろうと踏み
台を使用したが、その際踏み台から
落ちそうになり危険性を感じた。そこ
で既存の踏み台を調査したところ、
若者にとって危険性は低いが、身体
機能が低下しているお年寄りとって
は危険性があるということが判明し、
ニーズがあると考えた。

踏み男は、ターゲットであるお年寄り
の高さ・幅・奥行を考え、そのサイズ
に基づき制作した。安全面に特化し
た踏み台なので、木材の全ての角を
丸く加 工し、前 方 左 右に転 落 防 止
板を付け、さらにお年寄りが安全に
使えるようにと工夫した。また足元に
はキャスターを設け、移 動 面にも配
慮を加えた。

クラウドファンディングで資金を得るため
に、webページで踏み男の魅力を伝えき
れるよう工夫した。具体的には、実際に踏
み台で起きた事故件数を二次データに
よって示すこと。Safety・Carey・Design3
つの機能についてのこと。ターゲットが使
用することを想定し人体寸法によって、設
計を重ねたこと。これらのことに重点を置い
て、webでの販売促進を行った。

指導教員
黒岩健一郎先生
からのコメント

高齢者にとって、既存の脚立がどれだけ危険なのかを認識させられるプレゼンだった。た
だ、それを事故が起きる前に高齢者に認識させるのは、かなり難しそうだ。この点を克服す
るためのプロモーションや販売方法にももっと踏み込んでほしかった。
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Kid s  As s i s t  UD木工家具

名古屋市立大学　山本奈央ゼミ／海野哲平、楓里佳、福島殊唯、

親子・友達と一緒に使える
リビング用の学習机

Kids Assistは、コミュニケーションと学
習を両立させる製品である。特長は、机
を2人でも1人でも使えるような形状にした
点と、ブックスタンドが取り外し可能という
点である。2人で使うことで、コミュニケー
ションの増加を図り、1人でも使えるので、
ずっと使い続けられる。人間関係の始まり
といわれる親子の関係、連帯感や優しさ
などを学び始めるという友達との関係、そ
れらの関係を子供が小さい時から学ば
せることがこの製品により促進される。ま
た、触り心地がよくて安全で心が安らぐと
いう木の特性も生かしている。

私たちは子育てについての悩みや問
題を、幼稚園児の母親にインタビュー
をした。その結果、お母さんたちは忙し
くて時間がない、子供部屋では子供
が勉強しないし子供に目が届かない、
リビングで勉強させると散らかって邪
魔になるという意見があった。そのよう
な悩みを解決するために、リビング用
の学習机を開発しようと考えた。

最初にダンボールで試作品を作り、
どのような形状にするかを検討した。
そのあと実際に木を削って試作品を
作った。Sカレサイトに寄せられた机の
安全性・安定性に関するご指摘を参
考にして、大学の芸術工学部の方に
問題点を改善させる意見を頂き、安
定性・安全性を保ちながらも利便性
を損なわないデザインが完成した。

Sカレのサイトに試 作 品の画 像や、
試 作 品を実 際に知り合いの子 供と
お母さんに使っていただいている画
像を載 せ 、内 容を簡 潔にわかりや
すくまとめることで、製 品を使用する
イメージを簡単につかんでもらえるよ
うにした。SNSでは、Fac e b o o kや
Twit terなどを使い、製品のアピー
ルを行っていた。

指導教員
山本奈央先生
からのコメント

アイデア・コンセプトは比較的早く決定したが、プロトタイプの作成・検証的調査に苦労した
ようである。提案するコンセプトがなぜ重要か、どうしたら伝わるかを考え、プロトタイプを何
度も作り直し、ポジショニングや使用シーンの検討を丹念に行った点が評価できる。
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UP STAND UD木工家具

青山学院大学　小野譲司ゼミ／内山真季、田代翔子、朴哲勲

パソコンをあげる、足ではさむ、
どこでも使える

私たちは、全ての人が日常生活の中で
物理的・空間的に感じる障害を考えた。
そこでノートパソコンの作業に注目し、商
品を考案した。UP STANDは、デスク、
ソファ、ベッドなどの家の中の様々な場
所で使えるノートパソコンのスタンドであ
る。パソコンの位置を上げることによって、
デスクではスペースが生まれ、ソファでは
パソコンの熱が直接肌に触れず熱くな
く、ベッドではパソコンの位置が安定する
ことによって姿勢も安定する。また、画面
の高さが上がるので首も痛くなくなる。ど
こでも使う人の気分に合わせて使える。

まず、私たちは、インタビュー調査を行
い、家での作業とそれぞれの不満を聞
き、使用頻度が高かったノートパソコ
ンの作業に注目した。すると、デスク、ソ
ファ、ベッドで使用する際、それぞれ不
満を抱えているとわかった。このことか
ら、家の中のどこでも快適にパソコンが
使える、今までにない新しいジャンルの
パソコンスタンドを作ろうと考えた。

ノートパソコンをよく使う年代が使い
やすい高さと角度にし、サイズは一
般的に使われている12 . 1インチから
15 . 6インチまで対応する大きさで制
作した。また、足をはさんだ時にも痛
くならないように、角を丸めて底面を
滑らかな形にした。木材は合板を使
用。接合は4 . 5 cmの細い木工用ネ
ジとハンドドリルを使用した。

空想生活のページは、閲覧者に使用
シーンのBefore、Afterがわかりやす
く伝わるよう工夫した。白を基調とし、
シンプルなページになるように写真や
文字の配置も工夫した。また、SNSで
ページを広め、意見や感想を集めた。
それと同時に、プロトタイプ完成後、実
際に使用してもらい、不満や不安を解
消できるようさらに改良を進めた。

指導教員
小野譲司先生
からのコメント

デスクで使うパソコンスタンドは多数ありますが、デスク以外で使うものは思いのほか少ない
ようです。ソファやベッドでの利用実態をリサーチする中から生まれた、ユーザーの視点に
立った素直なコンセプトとデザインには、機能性だけでない予想外の良さがありそうです。
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Al l - i n - o n e  Organ i z e r  UD木工家具

一橋大学　松井剛ゼミ／川崎俊介、宮下裕太、飯澤珠水

定位置引き受けます。

家の中で物をなくさないためには、「毎
回持ち物を定位置に置く」という習慣が
必要だ。しかし中々それが習慣にならな
い。本製品は、その習慣を作るのに役立
つ。皆さんは帰宅後、まず何をするだろ
うか。調査結果より「洋服を脱いで掛け
る」という行為を大抵の人がおこなって
いることが判明した。帰ってきたらまず楽
な恰好になりたいのである。そこで、壁掛
けの小物入れにハンガーをつけたデザ
インを考えた。帰宅後に洋服を掛けるつ
いでに持ち物をそこに置けるため、習慣
になりやすいのだ。しかも携帯電話が充
電できるコンセント付である。

ウェブ上で100人に対してアンケート
調査を行い、4分の3もの人が出かけ
る前の探しものをある程度頻繁に経
験していることが判明した。また、その
対策として定位置を決めている人の
中にも、依然として探しものをする人
がいるという課題を発見した。これら
の課題を解決するための製品開発
を開始した。

一目で実際の使用シーンが想像で
き、且つ具体的な機能が伝わるよう
細部までこだわったイラストを作成し
た。また、製品に明るいイメージを持っ
てもらえるようにイラストの色味や字体
を工夫した。製品を作成してくださる
メーカーさんと意思疎通を開会式で
図り、製品の設計に役立てた。

閲覧者が商品の使用シーンをイメー
ジしやすいよう、様々な角度から商
品のイラストを書きSカレの製品ペー
ジに掲 載した。また、実 際に商 品を
使っているイラストも載せた。より商品
のことを知ってもらう為に、イラストの
下には詳 細な商 品 説 明を記した。
商品に関する実際の質問に対しても
適宜対応を行った。

指導教員
松井 剛先生
からのコメント

鍵や携帯電話などを決まった場所に置くことは珍しいことではない。しかしこの企画では、決
まった場所に置くという行為を確実に実行できるように、上着を脱ぐという帰宅時に必ず行
うであろう行為と結びつけている。生活の導線に関する深い洞察が故の好企画である。
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もっこー UD木工家具

阪南大学　水野学ゼミ／酒井諒、南本大貴、福本循也

快適な勉強空間と
安らぎの生活空間を…

最近ではリビングで勉強する小学生が
増えているのだが、もともとくつろぐ場であ
るリビングで勉強するには、問題がある。
それを解決するのが「もっこー」である。
「もっこー」は、かわいらしさと使いやす
さから親子が満足できる空間を演出す
ることができるのだ。分解と合体という、
子供の遊び心をくすぐる要素が組み込
まれている。これにより、勉強する際のス
ペースをまとめ、消しカスを処理し、片付
けができるのだ。リビング学習の3 大 問
題であるスペース・おそうじ・お片づけの
問題を解決できるのが「もっこー」なので
ある。

アンケート調 査によると小 学 生のお
子さんにリビング学習をさせている家
庭が197名中74％をしめていること
が分かった。そして、観察調査から親
はリビングで勉強させたいが、一方
で不満を感じていることも分かった。
そこで、私たちは親子が共に満足で
きる空間を提供することをコンセプトと
して、開発に取り組むことを決めた。

　試作品には3段階あり、まずは頑丈
でかわいらしいデザインを追求した。そ
して、第1号(長男)が完成した後、それ
を踏まえて第2号(次男)に取りかかっ
た。ここでは、合体と分解をスムーズに
行えるよう試行錯誤を繰り返した。そし
て、第3号(三男)で更なる機能性を追
求しつつも軽量化を図り、現在の「もっ
こー」が誕生したのである。

顧客の販売行動として、”親が子供に
使わせるために買うもの”と”子供が使
いたくなり親にねだるもの”という2種類
がある。「もっこー」は、親の不満を解
決することはもちろん、子供の遊び心を
刺激し、使いたいと思わせられる。つま
り双方への販売促進が可能となる。
そして、今までにない家具であることか
ら、口コミでも広がることだろう。

指導教員
水野 学先生
からのコメント

近年増えているリビング学習。そこに存在する様々な問題を、親子の心理面から解決しようとす
るユニークな商品だ。リサーチから、商品の機能性向上だけでは片付け問題は解決できない
ことを発見し、「かわいらしさ」という情緒的価値の重要性を訴求している点も興味深い。
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モア・ブックス UD木工家具

流通科学大学　清水信年ゼミ／西川潤、巽佳菜子、浅野達也

あなたの大切な本を守る。

どんな人でも本を読む。そして、人にはそ
れぞれお気に入りの本がある。しかし、そ
の大切な本を劣化から守るのは難しく、
特に日焼けから守るにはほとんど光の届
かない暗所にしまい込むしかない。そこで
この商品はそういった本の日焼けを防ぐ
ために作られた。この商品の中に本をし
まうことで、今まで本棚や暗所にしまわれ
ていた本を光から守ることができる。扉は
ボールキャッチ式になっており、傾いた
本の重量で扉が開いてしまうこともない。
また、本体が軽量で、かつ持ち運びやす
いため、自由に持ち運びが可能である。

本に関する悩みにはどういったものが
あるかを考えるうちに、本を見せるもの
より本を守る手 段のものが少ないと
気 付いた。様々な本 棚や部 屋を調
べた結果、A4までのサイズをしまえる
ことが必要と考え、設置する空間や
重量との兼ね合いを配慮し、大きす
ぎず軽量なものを企画した。

試作品の製作では他の競合商品と
なりえる商品や似た商品と同価格帯
になるようにコストの面に注意し、最も
安価なヒノキの集合材の板をベース
に作り上げた。また、ローラーキャッチ
と蝶 番なども安 価なものを使用しつ
つ、クギの位置を工夫し、強度を保
つことに成功した。

この商品のターゲットは、限られた大
切な本を守りたい人である。よって、S
カレの製品ページでは日焼けの原理
を閲覧者にわかりやすく記載し、例え
日陰にしまっていたとしても日焼けは起
こるということを知ってもらい、商品に
興味を持ってもらえるよう促した。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

本を大切にしたい、という自分たちの思いが込められていることは、商品企画のベースとして
とても重要です。それを、他の人にも伝わる形で表現するプロセスで、このチームはとても苦
労していましたが、そのための方法や知識をこれから身につけてもらえればと思います。
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木礼 UD木工家具

法政大学　西川英彦ゼミ／石田惇、川島咲子、野中敬貴、萩原雅子

家族を思いやるゴミ箱

木礼は、掃除をしてくれる母親に日頃か
ら感謝を伝えられない学生をターゲットと
したゴミ箱である。調査の中で掃除にス
トレスを感じている主婦が多くいることが
分かった。この問題を解決する為、私た
ちは木礼を提案する。木礼の底に感謝
を表したハートを入れることでゴミを回収
する際に母親の目に留まり、笑顔にさせ
る。また、取手があり持ちやすい、木の重
みで倒れにくい、切れ込みがありゴミ袋
がつけやすいといった点からもユニバー
サルデザイン性があると言える。木の温
かみを生かした木礼で母親に感謝の思
いを伝えられる。

家族がゴミを回収するケースが多かっ
た為、ゴミ箱と家族の関係性に着目し
た。2次データで掃除にストレスを抱え
ている主婦が約6割いたのに加え、ア
ンケート調査からも、「母親が掃除して
くれていることは感謝しているが、伝え
られていない」学生が約7割おり、掃
除をしてくれている人に、もっと感謝の
気持ちを伝えるべきだと考えた。

ごみを回収する人の使いやすさを考
慮しながら、制作した。スーパーの袋
をごみ箱につけている割合が多かっ
たため、ふちに切れ込みを入れ、袋
をかけるだけで装着ができるデザイン
にした。また外から見たとき袋があま
り見えにくくもなる。形は、袋とごみ箱
の間をより小さくし、ごみの捨てやす
さを考え、六角形を選んだ。

プロジェクトページでは製品の図を入れ
ることで、商品をイメージしやすいものとし
た。またデータをグラフにすることで、情
報の可視化を行い、より説得力の高い
ページを目指した。現行のページでは、
使用シーンや底の特徴が伝わりづらい
などの課題があるので、写真やストー
リー性のある動画を入れるなどして、今
後の販促活動を行っていきたい。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

商品化検討おめでとう！　ゴミ箱を、親子のコミュニケーションツールに変える商品です。前
半に大変なこともありましたが、良いコンセプトになったと思います。ただ、毎回新鮮にみせる
工夫も必要ですね。最終、無事に発売されるのを期待しています。
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Ki - c h a i r  UD木工家具

関西学院大学　石淵順也ゼミ／松本遥平、江草有紀、仲子あかね

キッチンがすっきり、
あなたを支え落ち着く場所に

主婦はキッチンでの長時間の立ち仕事
がつらいと感じていることがわかった。そ
れを解決するため、キッチンで腰かけな
がら野菜を切ったり、煮物を煮込んだり
できる商品である。それだけでなく、スー
パーの袋やラップ類を収納することがで
き、ごみ箱がついているので、その他の
様々なキッチンの問題を解決することが
できる商 品である。また腰かけた時に、
調理台やコンロにちょうどいい高さとなっ
ている。さらに角を丸くすることで安全に
使用でき、キャスターが付いているため、
スムーズに移動することができる。

商品を考えるにあたり、日常生活を観
察したところ、主婦はキッチンにいる時
間が長いということがわかった。次に写
真によるマインドマップからスーパーの
袋やラップ類が散乱していることがわ
かった。さらにアンケート調査の結果、
主婦はキッチンでの仕事をつらいと実
感しており、約6割がキッチンで腰かけ
ながら作業したいということがわかった。

構造的に自分たちの技術では困難
であったため、段ボールを使用して
作成した。まず段ボールをパーツごと
に切り、ガムテープで組み立てた。そ
の後、各パーツをスプレーでコーティ
ングし合体させた。段ボールにも厚さ
があるため、引出やごみ箱を作る際
にその点を考慮し設計した。

Ｓカレの商品ページには、使用してい
るシーンをイメージしやすくするため、
多くの写真を使った。また、文字をカ
ラフルにしたり、大小をつけたりするこ
とで、見やすく興味を持ってもらえるよ
うにした。実際にページを見てもらい
フィードバックをもらったところは、その
たび改善していった。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

「炊事で疲れる主婦が座れる椅子」というコンセプトに拘り続けた情熱が素晴らしいと思う！
解決すべき生活課題は何か？木の強みは何か？を悩み続けた時間、コンセプトに基づき製
品改良を検討し続けた時間はきっと3人の財産。大切な経験を是非今後活かしてほしい！
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L iVe  UD木工家具

明治大学　竹村正明ゼミ／奥村直也、早川幸輝、山田康平、結城良

いつも あなたのそばに

LiVeは、高齢者の生活を動かすという
理念のもと開発された家庭用歩行器で
ある。従 来のアルミ製 歩 行 器は、病 院
や老人ホームといった段差がない状況
で使うことが前 提とされている。しかし、
LiVeには段差センサーが搭載されてい
るので問題がない。畳のヘリやカーペッ
トといった高齢者にとって危険な2ミリの
見えない段差を探知する。また、アルミ製
歩 行 器は家 庭に持ち込むと無 機 質で
温かみがない。しかし、温かみのある木
製の家庭用歩行器ならば、家庭に馴染
むことができる。

高齢者の生活の観察やインタビュー
を実施した。そこから高齢者は階段
のように明らかに危険なところは、自
身が危険を認識し身構えているので
怪我をする危険性は少なく、高齢者
にとって本当に危険なのは自身が危
険と認識していない畳のヘリやカー
ペットといったちょっとした段差である
ということがわかった。

試作品はヒノキを用い作成した。試
作 品を作る際は、強 度の問 題に悩
み様々なデザインのミニチュアを作り
議論を繰り返した。また、Sカレ期間
中、試作品を合計5つ作成し、何度
も何度も試行実験を繰り返し、使用
者の使用感の細部にまでこだわった
改良を加えた。

LiVeのターゲットは、すり足で移動する
ようになったおばあちゃんである。すり足
になったということは、筋力が落ち、片足
で体重を支えることが困難になってきた
兆候であり、LiVeを使用し始めたほう
が良いというサインである。LiVeはその
ようなおばあちゃんを持つ息子や孫が
購入し、おばあちゃんにプレゼントすると
いう販売方法を想定している。

指導教員
竹村正明先生
からのコメント

ブレークスルーだ。このようなレベルの商品が、素人の試作品で表現できるとは思えなかっ
た。リハビリから歩きやすい姿勢へ、というアイディアは、まさにそれがなぜ今までなかったか、
と気づかされる。毎日の生活で、気なるけれども、解決しづらい問題を見事に解決した。
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らくらくCha i r  UD木工家具

四天王寺大学　天野了一ゼミ／北尻和寛、大迫隼樹、鵜九森亘

玄関での靴の履き替えを
ラクラクに

らくらくChairは玄関に設置して靴を履き
やすいようにするための椅子である。足
腰を使った動作にしんどさを感じる高齢
者の方にラクに靴を履いていただきたい
と考えている。この商品の特徴としては幅
が薄くて軽くて持ち運びができるということ
が何よりもの利点であり、腰痛持ちの高
齢者の方も、このらくらくChairを玄関の
置くことによって、足腰に負担のかかる動
作を軽減することができる。高齢者だけで
なく、家族全員が家の玄関で靴の脱ぎ
履きを便利にし、慌ててかかとを踏みなが
ら靴を履くこともなくすことができる。

高齢化社会の進展の中、高齢者にとっ
て優しい家具を作ることにした。そこで身
近なお年寄りの方に対するインタビュー
を行った。その結果、靴を履く際に玄関
先で転倒する人が多いこと、靴の脱ぎ
履きに苦労している現状が明らかになっ
た。原因としては靴を履く姿勢として前
かがみや片足立ちでは不安定になりや
すいからだということがわかった。

商品のサイズを、高齢者の方にとって
最も腰を下ろして履きやすい高さになる
ように設定した。さらにデザインや寸法
も既存の商品との差別化を図り、設計
図を何度も書き直した上で試作・改良
を重ねた。試作品は自分たちで木材を
切り、実寸大のプロトタイプを作った。
実際に高齢者の方に使用していただく
イメージを作りたかったからである。

使用方法の説明が商品のPRそのもの
であるため、実演販売に特に力を入れ
る。お年寄りに実際に使ってもらわない
とその良さがわからないため、家具店や
ホームセンターだけでなく、老人ホーム
や集会所、病院など、高齢者の集まる
場所におもむき販促を行っていく他、一
定の評判を得た後は　ネット通販など
も活用し、一層の普及を図る。

指導教員
天野了一先生
からのコメント

おじいちゃん、おばあちゃんへの優しい気持ちが伝わる逸品。設計と試作については、軽量
化と強度の維持がポイントとなった。簡単に持ち運びできるものであること、そして、お年寄り
専用商品ではなく、家族全員で使えることもセールスポイントとなっている。
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ハッピーキャリーチェアー UD木工家具

流通科学大学　東利一ゼミ／林公亮、新井聖邦、岡田麻里

家庭で働く妊婦さんの
サポート請け負います。

ハッピーキャリーチェアーは妊婦さん向
けの椅子である。妊婦さんが抱える様々
な問題を解決し、より快適な生活を送る
ための家具である。まず妊婦さんはお腹
に力を入れてはいけないということで、椅
子の高さを60cmと高めに設定することに
より立ち上がる際に楽に動けるような造り
になっている。また、家のどこでも使えるよう
に商品後ろの下部にキャスターがついて
おり、楽に持ち運びができるようになってい
る。ハッピーキャリーチェアーをいつもの
生活に取り入れることで、妊婦さんの身
体への負担を軽減できるといえる。

妊婦さんに日常生活を送る上で困っ
ていることはどのようなことかをインタ
ビューした。その結 果 、「 動 作が困
難」や「立ち仕事が大変」といった
回答が多数あった。さらに妊婦さんが
してはいけない「重いものをもつ」「高
い所のものをとる」といったことを解消
できるような工夫を考慮し、より快適な
生活を送れるようなイスを開発した。

妊婦さんが使いやすい高さ・大きさ・
重さを考え、プロトタイプによる試作を
繰り返し行った。イス下 部には簡 単
に持ち運びできるようにするため、キャ
スターを取り付けた。また安 全に配
慮し全ての角をやすりで削り、見た目
にも優しい製品に仕上げた。どのよう
な家庭にも馴染めるようにシンプルな
仕様にした。

ターゲットが妊 婦さんということなの
で、ベビー用品やマタニティ用品売
り場での販売を想定している。また、
「たまごクラブ」や「ひよこクラブ」な
どのマタニティ雑誌と提携した通信
販 売も視 野に入れている。その際 、
妊婦さん向けの他製品も宣伝するこ
とで相乗効果が得られると考える。

指導教員
東 利一先生
からのコメント

妊婦さんのための道具ということで、ゼミや合同ゼミでのプレゼンテーションを通してプロトタ
イプの改良も結構取り組んでいた。最初は「？」のつく商品だったが、「作って考える」をよく
実践し「！」に近づいていったチームだった。
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Smar t  To i l e t  UD木工家具

同志社大学　冨田健司ゼミ／内本祐輝、三木晴菜、桐山範大

老若男女誰しもが
きれいに快適に使える家具

高さ80cm×横幅55cm×奥行15cmと
いう大きさで、掃除道具がしっかり納まる
よう設定した。中身が見えないようスペー
スを取らない引き戸がついている。テー
マがユニバーサルということで、家具の
上部には立ち上がりに便利な手すり、女
性に嬉しい女性専用ゴミ箱、また雑誌な
どが置けるラックスペース付き。木 材に
は、防虫・消臭・抗菌効果があるだけで
なく、ストレスを和らげ気持ちをリラックス
させる効果もあるのでトイレ空間にはピッ
タリである。

ユニバーサルデザインということで老
若男女使えるものを作りたいという考
えのもと、調査をした。その結果、トイ
レで不便を感じることが多いことがわ
かり、また収 納で困っている人が多
いことも分かったので、それらを解決
する家具ということでトイレに置く棚を
作った。

まず私たちは試作品制作を行ってい
ない。形としては、一般の家庭で使え
る大きさ、一般の家庭で心地よく使
える大きさの収納家具を作ろうと考
えていた。しかし、クラウドファンディン
で資 金を集めることができなかった
ので、試作品製作に至ることもできな
かった。

まず始めに、Sカレ自体の知 名 度が
低いと感じたので、SNSで知られるツ
イッターを駆使し友人から拡散して
いった。そして、その過程で私たちの
HPを見てもらい、商品を知ってもらえ
るようにACTしていった。また、SNS
だけではなく自らの口で広めていく努
力をした。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

特に単身者用マンションではトイレに収納スペースが十分でないことが多い。この商品はそう
した問題を解消してくれるとても便利なものである。さらに、それを木材で作ることにより、便
利なだけでなく精神的にも落ち着けるため、機能的にも精神的にも有益な商品である。
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ホッとCha i r  UD木工家具

中村学園大学　明神実枝ゼミ／香月英人、小林純也、高石すみれ、徳森由里恵

ホッと Bath Life
～大切な人を気遣う気持ちを形にしませんか？～

私たちが提案するのは『ホッとCha i r 』
というお風呂の椅子である。「ホッと」に
は、「ホッと安心する」と「ホッと温かい木
のぬくもり」という2つの意 味がある。従
来の椅子は高齢者には低過ぎて立ち座
りの際に足 腰に負担がかかることが分
かったため、高さを40㎝に設定した。椅
子の座面はお尻に合わせた形状にする
ことによって、安定して座ることができるよ
う工夫した。また、素材にヒノキを使用す
ることで、精神を安定させる効果や大脳
中枢を刺激し体の調子を高めることがで
きる。この椅子を使用することで、より快
適なBath Li feを提供する。

お風呂場で入浴時に困っていること
は？というアンケート調 査を行い、滑
る、転 倒の不 安 、イスの高さが合わ
ない、冬場は寒いという問題がでて
きた。その問題を解決するために、温
かみのある木工椅子を置き、年配の
方がお風呂場で困っていることを改
善するために提案した。

椅子を制作するにあたって、まず椅子の
構造を検討した。実際にお店で売られ
ているイスの高さや、座り心地を調べ、
大学の先生の方からデザインや寸法
のアドバイスをいただいた。デザインはお
尻にフィットした形になるようにし、寸法は
高齢者の方の事を考えて、平均の高さ
より少し高めに設定した。そして、改良を
重ねイスの設計図をかき始めた。

販売方法はネットでの販売である。
ターゲットを贈り物を贈る人に設 定
し、贈呈品に関するアンケートを行っ
た。回 答は敬 老の日の割 合が少な
く、プレゼントを贈らない人の割合が
高いことが分かった。そこで、敬老の
日に贈り物を贈る人が増え、プレゼン
トを贈るキッカケに繋がる事を狙いと
する。

指導教員
明神実枝先生
からのコメント

ネーミングにもコンセプトにも、おじいちゃんおばあちゃんの健康を気にかけるメンバー4名の
優しさが表れていると思った。一日でも長く自分でお風呂に入るためにという、健康を支える
発想の商品はこれからの社会にあってほしい。細部にこだわった創り込みが課題だった。
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PORTABLE DESK UD木工家具

東北大学　澁谷覚ゼミ／高橋千尋、高橋明希、須藤廣輔

Make Your Space 
Make Your Room

PORTABLE DESKは、名前の通り、
持ち運べる机である。サイズにこだわって
製作することで、プラスチック製の折り畳
み式のものや、ちゃぶ台とは異なる使い
方を提案する製品である。このサイズと
は、ノートパソコンとA４サイズの紙を並
べて置くことのできるサイズであり、また、
使 用 時には無 理なく全 体に手が 届く
大きさとなっている。学生や社会人がレ
ポートや書類作りを行うためだけでなく、
子供が母親のそばで勉強したり、大きな
家具を置きづらい部屋を有効に活用し
たりすることのできる製品である。

自分の部屋に不満があるかどうかア
ンケートをとった結果、なんと８0％も
の人が部屋に不満を抱えていること
が分かった。そこで、どのような点に
不満を持っているかを調査し、とくに
不満の声の多かった「狭い、散らか
る」という点をひとつの家具で解決で
きるような製品をつくることにした。

持ち運びと折り畳みのできる机の製
作が決まり、既存製品と差別化を図
るためにサイズにこだわることにした。
まずは段ボールで大枠を作り、様々
なサイズでの使用感を試した。また、
実 際に木で試 作 品を製 作した後
は、実際に日常生活で使用すること
で、製品の長所や改善点の洗い出
しを行った。

空想生活でのホームページの更新
に努めた。空想生活のトップページ
から製品に興味をもってくれた人に、
いかに製品の魅力を伝えることがで
きるか、いかに見やすいページを作る
かを考えた上で、製品写真の差し替
えや説明文などの更新を行った。ま
た、SNS等を利用して、プロジェクト
の宣伝を行った。

指導教員
澁谷 覚先生
からのコメント

提案したコンパクトなサイドデスク”PORTABLE DESK”は、一人暮らしの学生ならでは
の発想で、動画を用いたユーモラスなプレゼンもよくまとまっていたが、予選会場では「傾い
て見える」とのコメントも聞かれ、提案写真の重要性も改めて痛感した。
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コンパクト木工家具

松井木工株式会社

コンパクトと言う概念は、扱う空間や人によって捉え方が大きく異なり

ます。大胆かつ細やかな発想で、既存製品との差別化を目指す木

工家具を提案しています。

商品化は、高級家具産地「広島府中」で家具の製造を行う、老舗

木工家具屋「松井木工」がサポート。

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 013 41



1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 01342

KOMORE灯 コンパクト木工家具

立命館大学　吉田満梨ゼミ／西川恭平、窪田洋平、藤本るり

あなたの部屋を
スイッチひとつで特別な空間へ

K O M O R E 灯は、恋 人・友 達との空
間をお洒 落に演出したい男子 大 学 生
をターゲットに作られた間 接 照 明であ
る。この商 品の特 徴はその手 軽さだろ
う。恋 人・友 達と共にお 酒を飲む、映
画を見る、こういったシーンにおいて、
KOMORE灯を机の上に置きスイッチを
入れる、これだけで部屋の雰囲気がお
洒落になり特別な空間を演出することが
できる。また電池式なので使用シーンを
選ばない。そして木という素材の良さを
全面に生かしており木の枠組みから差
し出す“木漏れ日”のような光があなた
の部屋を優しく包んでくれる。

この商品を開発するうえでまず間接
照明に対して大学生の男女別のア
ンケート調査を実施した。その結果、
多くの男子大学生が間接照明を欲
しいと答えたが、問題となっているの
が大きさ、価格、手軽さであった。私
たちはこの商品で従来の間接照明
の不満となっている点を解消すること
を目標に製品開発に取り組んだ。

間接照明で一番不満の声が多かっ
た大きくて部屋のスペースを取るとい
う問題を解決するために片手で持て
るコンパクトなサイズに作った。また木
の組み方を工夫しどのように組めば
光が綺麗に差し出すのかを試行錯
誤し現在のデザインにたどりついた。
また光の強さを優しい光へと演出す
るために豆電球を2個使用した。

この商品の試作品が完成してからイ
ンターネット上で写真を公開し消費
者に商品の値段、カラーについての
希 望アンケートを実 施した。その結
果、2000円以内なら購入したいとい
う声が多く、またカラーは人気であっ
たナチュラルブラウンとダークブラウン
の二色を販売することに決定した。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

一見タイプが違う３人ですが、バランスのとれた良いチームだと思います。ユーザーの問題を
特定して、アイデアを固める段階で時間がかかったのだと思いますが、商品コンセプトやプロト
タイプの使用シーンは魅力的だったので、もう少し説得力を出せたら良かったですね。
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BoXtand  コンパクト木工家具

武蔵大学　黒岩健一郎ゼミ／枦木大輔、河合隼佑、木村雄飛、西村彩香

「家の中のタブレットワークを
より効率的に」

家庭でのタブレット利用をより効率的に
するために、３つの特徴を備えたタブレッ
トスタンドである。1つ目は多様な角度の
ニーズを満たすため、60～35度の角度
調整が1度単位で可能になっている。２
つ目はタブレットを立て掛けていながら、
コードを痛めつけずに充電ができるよう
になっている。３つ目はデスクワークでよく
使用する文具を収納するスペースを備
え付けている。また、収 納スペースは可
動式の仕切りを設けることでスペースを
自分好みにカスタマイズできる商品となっ
ている。

コンパクト木工家具というテーマから、家
具は家庭の中で使うものと考え対象を
絞り観察を行った。その中で机周りの観
察をする際、机で作業をしている人をビ
デオで撮影し行動観察を行うと、作業
が進むにつれて散らかっていく机の状
況や、角度を気にしながらタブレットを利
用し作業している人を見つけそこにニー
ズがあるのではと考え開発に至った。

類似品や既製品を研究し、プロトタ
イプを作り実際にタブレット使用者に
使ってもらった。その結果、充電しなが
ら使用できない点や、角度調節のニー
ズなど問題点がいくつか挙がった。そ
の問題点を解消するためにスタンドの
中心に溝を掘り充電コードを通すように
したり、スタンド部分を引き出す具合に
よって細かく角度調節を可能にした。

今回のSカレで新しく導入されたクラウ
ドファンディング制度を達成するため
に、視覚的に自分たちの製品を理解し
てもらえるようにした。具体的には、Sカレ
ページで製品の雰囲気が伝わるように
製品画像を加工して添付したり、実際
にターゲットに自分たちの製品を使って
もらい製品の感想を聞いて足りない部
分やニーズを再確認したりした。

指導教員
黒岩健一郎先生
からのコメント

リードユーザーの観察から将来の需要を予測するアプローチがユニーク。また、その需要
が発生する理由も説得力があった。ただ、その需要を満たす製品は、たくさん生まれてきそ
うで、この製品の差別化ポイントがやや弱かったかもしれない。
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CONSHELF コンパクト木工家具

兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ／平山めぐみ、福田真子、松原舜、山本実可子

シンプルで使うほど良くなる
コンセント収納

CONSHELF（コンシェルフ）はリビング
のタコ足配線をすっきり収納し、充電中
のスマートフォンをディスプレイすることが
できるコンパクトな木工家具である。ター
ゲットとなる学生の部屋は、おしゃれに気
を遣っていてもコンセント周りは多くの配
線が入り乱れていることが多い。この商
品はコンセントを収納するだけで部屋を
きれいに見せることができ、上部がスライ
ド式であるため出し入れも簡単、トラッキ
ング現象による火災も防止する。また木
の素材と家具づくりの技術にこだわるこ
とで、長年使い続け愛着を持てる商品
になっている。

探索的調査として複数の下宿生の
部屋を観察したところ、タコ足コンセ
ントの周辺のコードが絡まり乱雑であ
ることに気付いた。後に検証的調査
として、学生90人にアンケートを取っ
たところ「タコ足コンセント」を持つ学
生が70％、そのうち85％が「散らかっ
ていると感じる」と答えたため、十分
ニーズがあると判断した。

必要な機能が十分に発揮され、なお
かつシンプルであることを考えデザインし
た。試作品に用いた木材はパイン材で、
木工製品の良さを最大限に生かすた
めに釘を使用せず、接着剤と部品を木
材でつなげる木組みを用いている。上部
もミリ単位で調整し、使用しやすいスラ
イド方式を実現し、指をかける部分から
コードが出せるよう調整を行った。

学生に有効なSNSでの宣伝をする
と共に、生 協にポスターを貼り学 生
の支 持を得る。また例えばクラフト
体験などのイベントを企画し、そこで
CONSHELFを紹介する。製品の良
さと素材の良さを、手に取って感じても
らい購入に繋げる。クラウドファウンディ
ングを達成し商品化させて頂けるた
め、今後実際に実行していく予定だ。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

日常の生活空間の観察を重ね考え出されたアイデアである。今や若者の必需品となったス
マートフォンや携帯音楽プレーヤー、増加する電子機器のタコ足配線をすっきり収納しリビン
グをおしゃれに演出する。木工家具のエントリーモデルとして長く使うことに価値を見出した。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 013 45

1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

FIT  コンパクト木工家具

青山学院大学　小野譲司ゼミ／飯田寛子、加藤由佳、金泰泓

あなたの暮らしにFITする

F I Tはベッドサイドにテーブルを置け
ない人 向けの商 品である。この商 品は
「ベッドサイドにスペースがない」「サイ
ドテーブルを置くと通路の邪魔になる」
「ベッド下の収納が使えない」といった
3つの問題を解決し、ベッドでの生活を
より快適にするための家具である。マット
レスの下に挿すことで簡単に使用でき、
テーブル面には４つのくぼみがついてい
て携帯の充電器ケーブルがどの方向で
も固定できる。未使用時には折り畳むこ
とでコンパクトになる。ユニークでシンプ
ルなFITは長年使える家具であり、あな
たの暮らしをより快適にする。

観察法から、現代人は就寝中にベッ
ドからスマートフォンを落とす、潰すと
いう小さな不満に繋がる経験をしてい
るということに気が付いた。さらに探索
的調査から、この経験をしている人が
実はサイドテーブルを置けない3つの
理由「置くスペースがない」「置くと通
路の邪魔になる」「ベッド下の収納が
使えなくなる」があることを発見した。

商品の形を見て不安に思われてしま
うことが懸念されたため、安全性を重
視しプロトタイプを作成した。就寝時に
使用するモノを置くには心配のない耐
久重量、就寝中に手がぶつかるという
ことを防ぐための高さ、さらに全ての角
を丸めるという工夫を施した。また、特
許庁に実際に訪問し、形が特許権な
どに該当しないことを確認した。

製品ページは機能が一目で分かる様
文章を少なくし、使用シーンの写真を
多く大きく載せる事を心がけた。また、
ページに使用する色や写真の明るさを
統一することで世界観が出る様努力し
た。クラウドファンディングを達成するた
めに、SNSを活用してページへのアクセ
スを促し、周りからのフィードバックを参
考にしながら改善を繰り返した。

指導教員
小野譲司先生
からのコメント

ベッドにモノを置く人が体験する問題を発見した後、商品案は二転三転し、商品の原型が
できたのが9月後半。その後、ゼミ仲間との建設的な議論と、チーム３人のデザイン、素材、
色、技術などへの徹底したこだわりによって、この素晴らしい商品が仕上がりました。
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Wood  Luck  コンパクト木工家具

大阪市立大学　小林哲ゼミ／勝美麻央、森下知晃、吉田智紀、國重英彰

起床時・就寝時、ズボラな人に、
スッキリ片付く

ベッドの上にメガネを置いたまま寝てメガ
ネをつぶしそうになったこと、朝起きたら
ベッドから携帯が落ちていたこと、こんな
経 験をしたことはないだろうか。W o o d 
Luckを利用すれば、普段ベッド周りで
使用することが多い製品を、コンパクトに
収納することができる。設置方法は、ベッ
ドとマットレスの間に挟みこむ非常に簡
単なものだ。また、Wood Luckは木製
であるため、ベッドに合ってデザイン性も
十分にある。メガネを安全に収納できる
よう、製 品の右 側の部 分に引っ掛ける
場所を設けるなど工夫を凝らした。

ベッド周りや上に普段何が置かれて
いるか、大学生60人を対象に探索
的調査を行った。企画当初は、上位
に挙がった全ての物を収納すること
のできる家具を考案したが、コンパクト
という概念からは遠ざかってしまった。
そこで上位の３つに的を絞り、携帯・メ
ガネ・リモコンを収納することのできる
Wood Luckの開発に至った。

どの携帯・リモコンでも収納できるよ
うに、携帯のサイズは各キャリアのス
マートフォンを、リモコンのサイズは照
明・空調機器のものを参考にした。ま
た、収納したものがまぜこぜにならな
いよう間に仕切りを設けた。メガネは
引っ掛けやすさを追求し、ミリ単位で
調節した。

探 索 的 調 査を行った学 生に対し、
プレゼンテーションを通じてW o o d 
Luckを紹介した。友人やサークルメ
ンバーの口コミをもとに、製品の存在
を知ってもらい、できる限り多くの人に
試作品を実際に使用してもらった。
使用者にはアンケートを実 施し、満
足度を調査した。

指導教員
小林 哲先生
からのコメント

実際の使用風景を見て、使ってみたいと思った。メガネを安全にかけられる場所を設けて
おり、ベッド周りの収納家具の中でも差別化が図られている。携帯が充電中であってもコン
パクトに収納できるようにすれば、より良い製品となるであろう。
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Se l f  She l f  コンパクト木工家具

首都大学東京　水越康介ゼミ／神阪容子、松波優也、宇野健史

お酒の空いたボトルを飾る棚

世の中には様々なボトルがある。かわい
いボトル、かっこいいボトル、面白いボト
ル。プレゼントに選ばれることも多いはず
である。しかしそんなボトルもしばらくたて
ば捨てるに捨てられない困ったものにな
る場合も多いはず。そこでこの家具はそ
んなボトルに焦点をあて、おしゃれなイン
テリアとしての利用を考えた。既存商品
と違いワインボトルだけでなく様々なボト
ルに対応でき、ボトルが映えるようあえて
シンプルなデザインに。あくまで主役はボ
トルである。

主に大学生の家でオブザベーション
による調査を実地。数件に捨ててい
ないボトルを発 見 。さらに詳しく話を
聞いてみると記 念のものであるため
捨てづらいという意 見が。そこでイン
ターネットを使ったリサーチをしてみ
た結果、決して多くはないがしかし同
じ思いを持つ人はたしかにいた。

単純なL字型のお酒を置く棚から、口
の部分を円状の穴で挟んでボトルを
固定するというタイプに。そして最後に、
お酒を横にも縦にも置けるという棚。い
ろんな形のボトルに対応できるように設
計。作るたびに数ミリ単位の調整をす
ることも多くあった。ボトルが映えるよう
にシンプルな木目、淡い色合いなどを
考えた結果、木材は杉を選択。

ターゲットはお酒が好きな人。かなり多
くの人が該当するためfacebook ,や
twitterを使用した広告を。また、部屋
をおしゃれに魅せるワンポイントアイテム
であるため、おしゃれを意識し出す年
齢層にアプローチ。ブログ活用により多
くのターゲットの目にも止まりやすくする。
ネット宣伝で、「お酒が好きな人」という
市場に対して探りを入れていく。

指導教員
水越康介先生
からのコメント

日常にありふれた製品を改めて考え直すということの難しさと大事さを理解できたと思う。リ
サーチのやり方についても、直接聞いた結果をまとめるだけではなく、解釈し読みなおすこと
の重要性を学ぶことができたといえる。
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轍
わだち

 コンパクト木工家具

阪南大学　水野学ゼミ／岡村奈々、白石晃太郎、山田洋介、吉田幸加

CDの新しい価値を創造

この商品はCDの個体としての価値に注
目したものである。近年、音楽業界では
ダウンロードなどデータ化された音源が
主流となり、CD市場というのは年々縮小
してきている。しかし、調査の結果、家庭
からCDがなくなることはなく、今後手放
すつもりはないという人が多く存在した。
そこで私たちはCDには音源としての価
値だけではない個体としての価値がある
と気づいた。そんなCDを視覚的にも楽
しめるのがこの“轍”である。轍は今まで
気づかなかったCDの新しい価値を提
供してくれる。

観察調査で“よく聴くCD” は元あった
場所に収納することは面倒で、オーディ
オ機器周辺に散らかっていたことに気
付いた。調査を進めるとCDを持ってい
る家庭が90％以上占めており、それらの
人達はCDを捨てられないこともわかっ
た。理由としてジャケットが好き、思い出
があるCDだから、など様々だったが、私
達は “ジャケット”が 共通点と考えた。

木工業者に協力してもらい、試作品
を製作した。素材はシナベニヤを使
用。細部までこだわり、この商品の価
値であるCDを飾る、収納といった特
徴を活かせるような設 計となってい
る。ジャケットを見せる３つの枠には
CDの余分なところが見えないようミリ
単位まだこだわった。

この家具のターゲットはCDを愛して
いる人である。そこで私たちは、空想
生活のクラウドファウンディングのプ
ロジェクトページの魅せ方を工夫し
た。あえて商品の詳細を語らずCD
を愛している人の興味をそそるような
キャッチーな１文で瞬間に認知しても
らうように努めた。

指導教員
水野 学先生
からのコメント

「目の付け所」が素晴らしいという一言に尽きる商品だ。ダウンロードやＰＣで音楽データを
管理することが当たり前の現在、どうして家庭からＣＤがなくならないのか。見落としがちなこ
の事実に疑問を持ち、ＣＤが持つ「視覚的」価値を発見したリサーチ能力には感服する。
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玄関必需品まとめ棚 コンパクト木工家具

法政大学　杉浦未樹ゼミ／幾野由真、細谷和弘、野口真緒 

非常時にも安心玄関用まとめ棚

震災の恐ろしさを皆が実感した東日本
大震災以降は防災意識が高くなった方
も多い。震災の危険を根本から排除す
ることはできないが、震災が起きた後の
対処は変えることは出来る。そこで私たち
が提案する商品が、震災時でも安心な
玄 関まとめ棚である。普 段 使う必 需用
品と、震災時の非常用持ち出し品を合
わせて収納する。大きさは縦４０センチ、
幅４０センチ、奥行きを３５センチ。使用す
る木材は桐。桐は吸水率、透水性が低
く、熱の伝導率も低いため燃えにくい。

普段持ち歩く財布や鍵などの必需品
は家の中のどこに置いてあるのか。調
査では鞄の中に入れたままという回答
が多く、それらはリビングや寝室に置
かれていた。これらを、一刻を争う震
災時にぱっと持ち出すことは可能だろ
うか？玄関が使われていないスペース
であることが明らかになったため、玄
関を有効活用できないかと考えた。

非常時にも通常時にも使える実用性を
意識した。写真の前方には普段使う必
需品を入れ、後ろには非常用持ち出し
品が収納出来る。主に第一次持ち出し
品と言われている飲料水、非常食、ラジ
オ、懐中電灯など。この商品があれば
玄関先に最低限のものを揃えておくこと
で、緊急事態で時間のないときにもまと
めてさっと持ち出すことが可能。

Sカレの製 品ページにはいろいろな
角度から撮影した商品の画像を使
用し、パッと見てどんな商品であるか
を把握してもらえるようにした。商品が
どのように使われているかを示すた
め、中に物を入れて使用感を想像で
きるようにした。文章もできるだけ分か
りやすく簡潔にということを意識した。

指導教員
杉浦未樹先生
からのコメント

コンパクト家具を置きたい場として、玄関に注目しました。日常を便利にすることが災害時の
安心につながるという主張は、大切だとおもいます。デザインの練り直しがあと一歩でした。
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A-BOX コンパクト木工家具

流通科学大学　清水信年ゼミ／中島崇彰、有村涼太、柴谷淳

身の回りの小物を
一つにまとめて快適な生活を！

A－BOXは身の回りの小物やアクセサ
リーを一つにまとめることができる収納家
具である。正面部分には、取り出しやす
く魅せることができるようにし、左右の部
分にはネックレスやブレスレットを掛けるこ
とができる。さらに上部分には指輪やピ
アスなど特に小さいものを置くことができ、
いずれも取り出すことが容易になってい
る。使いやすさを追求し、ただ収納する
だけでなく「見せる収納」となっている。
身の回りの小 物を収 納すること以 外に
見せたいものを飾ったり、洗面所や玄関
などの場所に応じて様々な使い方がで
きる製品である。

チーム内のメンバーの自室を見て、ど
のような収納家具に需要があるか考
えた。次に１０代～４０代の男女に対
してアンケートを実施した。その結果、
小物を探すのに時間がかかったり、し
まうことを面倒だと思っている人が多
いことがわかった。身の回りの小物を
簡単に収納することのできる家具に
需要があるのではないかと考えた。

まず身の回りのよく使いそうな小物を
しぼり、大体のサイズを決めて制作し
ました。しかし、サイズが大きすぎて場
所をとってしまうので使いにくいことが
わかった。使いやすいようにもう一度
サイズを見直した。ただしまうだけで
なく使う面にしまう小物を限定するこ
とでコンパクトにまとめることができ、デ
ザインもおしゃれになるよう製作した。

Sカレの製品ページで実際に作った
試作品の画像を載せることでどういっ
た商品かわかってもらえるように工夫
し多くの人に閲覧してもらえるようにし
た。また、商品のターゲット、コンセプト
を理解してもらうために説明も加えるよ
うにした。より多くの人に知ってもらうた
めにフェイスブックなどのSNSを利用
し家族や友人に宣伝するようにした。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

はじめの頃のアイデアから、ずいぶん磨かれたと思います。ニーズ自体は確実に存在すると
思いますが、それを具体的な形に仕上げるところで試行錯誤していました。そのせいでサイト
にアップするのが遅くなってしまったのが残念でしたね。
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Tok i  Ta t e  コンパクト木工家具

法政大学　西川英彦ゼミ／厨子彩香、池田昌弘、下田傑

想いをカタチに、
大切な人へ贈る家具

『 Tok i  Ta t e 』は、従来にはないデザ
イン性 、コンパクト性 、ストーリー性を備
えた、木 工の写 真 立てである。『 T o k i 
T a t e 』は「 時 」というキーワードをもと
に、砂時計をモチーフとしたデザインで
作られた。そして、そこに様々な写真をい
れてもらうことで、時 間の経 過を写し出
し、時の流れを一つに集 約することを
可能にしたのである。大切な思い出をカ
タチにし、これから待ち受ける未 来も一
緒に飾ることで、私 達の記 憶を『 T o k i 
Tate』に残し人生のストーリーを家具に
刻んで欲しいという想いで提案した。

家具は長期で使う高価な品物であ
る一方、時が経つことで劣化したり、
所有者の成長により使用頻度が低
下したりすることで、処分される機会
が多い物でもあるという点に着目し
た。そこで、「高価な消耗品」ではな
く、「いつまでも持ち続けたいと思うよ
うな『 思い入れの深い家具 』」となる
本商品を作りたいと考えた。

木材について理解を深める為、木工
家具に携わる関係者達に日常生活か
らは見出しづらい「木材の特性」を複
数伺った。『Toki Tate』は、年月の
経過により美しく温かみのある色味に
変化をする「チェリー材」を選び、時
間の象徴である砂時計をイメージして
制作した。また、台座部分を12角形に
カットし、横置きも可能である。

『Toki Tate』のFBページを作成し、
半年間の活動の全貌をその都度発信
した。最初は少なかったアクセス数も
徐々にリーチを伸ばし、閉会式が近付
くにつれ関係者以外の方からも評価し
ていただき、本商品を買いたいのです
が…という連絡も個人的に多数いただ
いた。FBページ、CUUSOOページで
の口コミが実質的な販促に繋がった。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

商品化検討おめでとう！皆さんのアイディアとデザイナ―の力との相乗効果で生まれた商品
だと思います。最終、無事に発売されるのを期待しています。まさに、皆さんにとって、Ｓカレは

『Toki  Tate』で飾るべき、良い思い出になるのではないでしょうか。
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寝起一転 コンパクト木工家具

明治大学　竹村正明ゼミ／逆藤充宏、高山滉、武井秀樹、黄圭赫

「寝起き」を整える。

ここで言う「寝起き」とは寝ることと起きるこ
と、つまり睡眠環境を指し、寝起一転は、
これをきれいに整えるための家具である。
収納できるものは500人へのリサーチ結
果から、携帯電話、目覚まし時計、ティッ
シュ、眼鏡、本、TV・照明・エアコンのリ
モコンに絞った。4つのスロットは店頭でリ
モコンサイズをリサーチし、収納出来ない
ものがないようにし、長さの短い眼鏡と照
明のリモコンは奥に入り込まない工夫を
施した。また、この製品を使えば、必ず、
朝起きられるイメージをつけるため、目覚ま
し時計は3つ置けるようにした。

ベッドと違い、布団の枕元には、棚の
ような明 確に整 頓する気にさせるよ
うなアフォーダンスがない。それ故に
多くの人の枕元は散らかっている。ま
た、布団をたたんだ後も、それらの散
らかっているものが放置されている点
にも着目し、製品コンセプト『「寝起
き」と整える。』にたどり着いた。

試 作 品はシナ合 板をネジ止めする
工法で作成。一度作成したのち、さ
らなるコンパクト化と置けるものを絞る
ための調査の結果をもとに、2つ目の
試作品を作成し、写真のような形に
なった。製 品 化にあたっては、担当
企業様・デザイナー様の持つ技術で
ネジを使わない、もしくは隠す方向で
調整中。

ターゲットは環境が変わりベッドから布
団に移行することがある20代社会人に
なりたての男性。価格は担当企業様の
入り口商品とするため2500円を想定。
チャネルは今までにない製品のため、前
もってこれを買おうと店頭に赴く製品と
いうより、ふとした拍子に目に留まって購
入を考える製品だと考え、家具・寝具店
ではない新しいチャネルを想定。

指導教員
竹村正明先生
からのコメント

あるようでない、めちゃめちゃ魅力的な商品だ。それだけでなく、数名の先生方からも、あれ
（寝起一転）いいね、と言われた。投票は、プレゼンテーションの印象もあり、どれでもいいと
いう浮動票もあるのだ。むしろ、商品力のみで、それだけ評判を得たことを誇りに思え。
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ブックライトちゃん コンパクト木工家具

四天王寺大学　天野了一ゼミ／辻合なな子、松下希美、平松梓

夜寝る前に本を読む時、
暗い公共の場所での読書に大活躍

寝る前に読書をするとき、明かりがほしい
と思ったことはないだろうか。そんなときに
この「ブックライトちゃん」は、周囲に気を
使わずに手元だけを照らしてくれる画期
的な商品として企画された。これで、寝
る前の読書を誰にも気兼ねなく楽しむこ
とができる。本を読む時に明かりがほし
い人や、寝る前に本を読む人なら年代、
性別を問わない。どんな本にも取り付ける
ことができ、端から端までを照らすことが
できるので、どんな角度で本を読んでも
手が疲れることがない。また、本だけを照
らすので暗い車内でも人に迷惑をかけ
ることがない。

夜寝る前に本を読もうと思った時、ある
いは夜行バスの車内などで、近くに人
が寝ていたら電気をつける事に気を遣
うことが多いという意見が多く出た。一
方で、暗がりで本を読むのは目の健康
によくないという認識もある。そこで、自
分の手元だけを照らす、また、本に直
接つけられるライトが欲しいという潜在
的な需要が明らかになってきた。

光 源にボタン型 電 池を使用する市
販の小型LEDライトを使い、木のぬ
くもりを感じることができる、広 葉 樹
材の板で電球の傘を制作した。さら
に、厚手の本を挟めるクリップをアー
ムに装着した。本の背表紙に挟んで
使用することにより、全体を照らすこと
ができる。

一 般 的な電 気 店やホームセンター
のほか、雑貨店や書店を中心にプロ
モーションを行う。また、実際にその良
さを知ってもらうため、長距離夜行バ
スの社内や病院の大部屋、職域の
仮眠室など、特に暗さや静粛さが要
求される不 特 定 多 数の人が集まる
現場にも無償で貸与を行う。また、本
のノベルティグッズとしても売り込む。

指導教員
天野了一先生
からのコメント

単なる懐中電灯や手元ライトではなく、類似商品にない木のぬくもりとLEDライトを使うことによ
り小型軽量、超寿命化、そして本に直接装着できる商品、という新たな特徴と機能性を打ち
出した。破損や故障という試行錯誤の中から女性らしいユニークな商品が誕生した。
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Hangre l l a  コンパクト木工家具

流通科学大学　東利一ゼミ／平田貴大、八田亮平、松山夏海

よりコンパクトに、より機能的に

傘の収納法には様々な方法がある。多
くの方は傘立てに収納している方が多
いと思われるが、中には玄関のスペース
の都合上、傘立ての置場がなく傘の置
場に対して悩みを抱えている人も存在す
る。そのような方々の傘の収納問題を解
決すべく開発したのがこの商品だ。この
商品はどれだけ玄関にスペースがなくて
も大丈夫。本体裏側に埋め込まれた磁
石により、玄関ドアに取り付ける。そうする
ことによって新たな収納スペースを作り
出し、かつ「見せる収納」が可能となる。
傘を「引っ掛ける」ことによって収納する
新しいカタチだ。

商品のサイズを決めるにあたって数
十軒の玄関の観察を行った。この商
品は、玄関ドアに設置するため玄関
ポストの位置確認や設置可能面の
広さなど調査した。またそれぞれの傘
の所有数の平均を出し、どの家庭で
も順 応できるサイズ（ 傘 4 本 収 納 可
能）となっている。

木工家具であるので木材での制作
に心がけた。素 材として「ヒノキ」を
使用しパーツを裁断の後、手触りに
おいて納得のいくまで手作業で研磨
し、誰もが納得する表面の滑らかさ
に仕上げた。部品の接合には蝶番
を使用。また傘の柄のポケットとなるよ
うにくぼみを施してある。

玄関にスペースがない方＝ワンルームな
どのマンションにお住になっている学生
または一人暮らしの方がメインターゲッ
トである。そのような方々に馴染みのあ
るツールのSNS(twitter,facebook)に
よって積極的に商品広告並びに商品
宣伝を行った。商品詳細ページへのリ
ンクを設置したりすることで多くの方にこ
の商品の詳細を知っていただけた。

指導教員
東 利一先生
からのコメント

カサの収納を「たてる」から「かける」へ。カサをどこにしまっているのか？一人暮らしの玄関
先を観察。「ちょっとそれって・・・？」と思われる収納方法を、コンパクトでスマートな収納の
形へのトランスフォームに成功！ 
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スッ木りん コンパクト木工家具

同志社大学　冨田健司ゼミ／中西桃子、西岡あかね、藤原加奈、山本薫子

スッキリ快適なデスクワークを
送ろう

この商 品は「スライド式 仕 切り付の本
棚」、「ペン立て」、「引き出し」、「取っ
手」の四つの機能を一つにコンパクトに
合体させた物である。これらの機能がコ
ンパクトにまとまっているため、机の上に
たくさんの物が散らかっていてもスッキリ
収納することが出来る。またコンパクトに
片付いた上、取っ手があることで容易に
持ち運びが可能だ。要するにコンパクト
に収納できることでやる気をアップさせ、
楽に持ち運べることでどこでも自分の作
業スペースを確保できる商品である。

60人にアンケート調査を行った。結果
から約7割もの人が机の上が散らかっ
ており、それが原因で作業に取り組む
のにやる気をなくすということがわかっ
た。また、『ガイアの夜明け』から近年オ
フィスではフリーアドレスが進んでいるこ
とを知った。そこで机の上の文具類を
コンパクトに収納でき、かつ持ち運びが
容易にできる商品を考えようと試みた。

初めの試作品では本棚を大学生の
教科書に多いサイズに合わせ、引き
出しはＡ４のプリントが入る大きさの
物を製作した。その後オフィスの現状
を知り、持ち運びができるように取っ
手を付けた物へ改良した。また、限ら
れたスペースのロッカーに入れられた
り、楽に持ち運びできたりするように
全体の大きさを少し小さくした。

Ｓカレの製品ページでは実際の使用
シーンの写真を掲載することによって、
商品のポイントやメリットを閲覧者が一
目見てわかるようにし、また商品の特徴
である本棚のスライド式仕切りがどのよう
な動きをするのかわかりやすくするために
写真に挿絵や文字を用いて工夫した。
ページ内でもらったコメントを参考に従
来の試作品を改善した物を作成した。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

この商品は文房具や商品をまとめて持ち運べるとても便利な商品だ。近年、オフィスではフ
リーアドレス化が進み、また個人でも有料自習室などを借りて資格勉強などに励む機会が増
えている。このような場面で、この商品の威力を発揮でき、大変機能的な逸品と言えよう。
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～鍵をなくさない商品～キーパス コンパクト木工家具

近畿大学　廣田章光ゼミ／樽井佑記、奥野瑞歩、北川美優

煩わしさをスマートに

鍵を失くして外出直前に手間がかかっ
てしまう、それは鍵を置く定 位 置を決め
ていないからであり、鍵を定位置に置か
ないことが習慣付いているからである。こ
の「習慣」に着目したキーパスは電気ス
イッチカバーの下に丸みのある小物入
れが付いており、「帰宅した際に無意識
に電気を点けるついでに鍵を置く」とい
う既にある習慣に付け加え、「ついでの
動作」を利用した商品である。ついでの
動作であるから、手間がかからない。癖
付いている動作だから、置くことを忘れな
い。キーパスを使えばもう鍵を失くすとい
うことは起こらないのだ。

何故、鍵を失くしてしまうのか。鍵を失
くす原因を、鍵をよく失くす人の行動
を元に観察した。そこから、鍵をよく失
くす原因は「定位置を決めていない
事」さらには「決めても置くことができ
ないという事」が判明した。この「決
めても置けない」のは「鍵を定位置
に置かないという習慣 」が既にあっ
たからだった。

試作品は木製のスイッチカバーと長
方形のコルクを購入した。その長方形
のコルクをスイッチカバーの幅に合う
ようにカットし、入れ物部分を掘ってい
き、外装、内装ともに丸みを帯びるよう
にやすりで仕上げた。スイッチカバーと
小物入れの接合は接着剤を使用し
た。ぶつかった時に痛くないよう、全体
的に丸みをつけるように気を付けた。

販売促進として、私たちは一人暮ら
しを始める際に購入することの多い、
新生活応援フェアのセット販売に着
目した。特に家電ではなく、ベッドや
机などの家 具のセット販 売に組み
込んで販売していきたいと考えた。ま
た、学生マンションに備え付けていた
だくことでターゲットである学生への
認知を高めようと考えた。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

カギをどこに置いたかわからなくなる現象を、行動を製品によって規定することで解決すると
いうアイディアは面白い。しかし他のマテリアルでも代替可能な提案ではなく、木工ならでは
の提案ができればさらに魅力的な企画となる。
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t r e aTree  コンパクト木工家具

東北大学　澁谷覚ゼミ／北川美織、柿崎麗

ささやかなおもてなしを

“treaTree”は、自宅でお菓子を飾る
ためのディスプレイ家具である。大きさの
異なる2段のトレーを使用し、お菓子を
立体的に飾ることで、煩雑になりがちな
自宅でのティータイムをお洒 落に演 出
することができる。木製なのでどのような
部屋にも馴染み、普段使いが可能。木
材は丈夫で劣化しにくいアカシアを使用
し、水洗いにも対応している。構造は取
り外しのできる組み立て式を採用し、使
わないときは小さく畳んで収納ができる。
華やかさと親しみやすさを両立し、普段
のおやつの時間にささやかな華を添え
る製品が“treaTree”である。

とある休日、自宅に友人を招きお菓
子パーティーを開いた。しかし、なん
だかテーブルの上が雑然としている。
せっかくのおもてなしなのだから、その
残念感を取り除きたい。そこで、私た
ちはティースタンドに由来する華やか
さと木材の親しみやすさを兼ね備えた

“treaTree”を制作することにした。

木材には、強度に優れ、水や湿気に
対し劣化しにくい性質を持つアカシア
を使用。支柱に六角ナットとネジを埋
め込み、全て分解出来る仕様となっ
ている。また、ワックスやニスで艶出し
をすることは敢えてせず、木 材 本 来
のサラサラとした自然な質感を残す
ことにした。

主として空 想 生 活のホームページ
を利 用し、写 真 の 差し替えや 、詳
細 部 分の説 明 等 進 行 状 況に合わ
せ日々更新することに努めた。また、
チームメンバー各々がT w i t t e rや
f a c e b o o k 等を通してプロジェクト
の宣伝を行い、認知度を高めると共
に、並びに商品のサポーターを増や
すことに尽力した。

指導教員
澁谷 覚先生
からのコメント

案したディスプレイ家具”treaTree”は女性らしい感性を活かしたすばらしい提案であり、
松井木工様の評価も優勝チームの次に高く、かつ僅差であったと聞いている。しかし甲子
園の優勝チームと予選で当たってしまった状況であり、残念であった。
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枡技術商品

有限会社大橋量器

枡は本来、計量に使用されるものです。しかし、防水性や金具を使

用しない製法など、高度な伝統技術を再構築すれば、新しい価値を

提案することができます。

商品化は、岐阜県大垣市で枡の製造から販売までを手がける枡専

門メーカー「大橋量器」がサポート。

安眠倶楽部［あろます］

KAWASAKI［MEMORI-MAS］

teamFusion★★［枡door chime］

デザっ子［frame］
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チーム凸凹ズ［でこます］
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あろます 枡技術商品

日本大学　横山斉理ゼミ／大久保健太、豊永舜、松本千尋

「あなたの睡眠をサポートする」

『あろます』とは、間接照明とアロマセラ
ピーによってリラックス効果を促し、“睡
眠の質”を改善することで睡眠をサポー
トするアロマライトである。あたたかみの
ある独特な灯りと枡本来が持つ檜の香
りや好みのアロマの香りでリラックス空
間を生み出す。上質な檜のみをするとと
もに、枡技術を用いることで、陶器とは違
い落しても割れにくく、断熱性にも優れ、
本体が熱くならず火傷の心配もない。安
全性にも優れた商品だと言える。どのお
部屋にも溶け込むお洒落さと高級感、
そして高い機能性を兼ね備えたこだわり
の逸品である。

私生活における探索的調査を行っ
たところ、睡 眠 不 足により授 業に支
障が出ているという問題点が浮上し
た。その後データを収集し、睡眠不
足、特に睡眠の質に満足できていな
い社会人が多く、仕事に支障が出て
いるという現 状が判 明した。そこで、
睡眠の質を改善できる商品が必要
だと考えた。

まず大まかな設計図を描き、工務店
で木材を調達して自分たちで木を切
り出すことから始めた。升目までしっか
りと作るなど細部にまでこだわり、枡感
を忠実に再現できるよう努めた。枡の
良さを伝えることのできるデザインを目
指し、伝統的な枡の正方形という形
を崩さず、かつ、インテリア性の高いス
タイリッシュなデザインに仕上げた。

Ｓカレの製品ページでは、抽象的であ
る香りと灯りの効果を伝えることに焦
点を絞り、文章による説明だけでなく、
機能のイメージが伝わる写真を載せ
ることで閲覧者により具体的なイメー
ジを感じてもらえるようにした。さらに、
Facebookでファンページを開設し、商
品の情報を継続的に発信してより多く
の人に認知してもらうことに注力した。

指導教員
横山斉理先生
からのコメント

提案の完成度を高めるために苦労したが、安易なアイデアに逃げることなく、粘り強く課題
に取り組むことができた。意外性が少し足りない気がしないでもないが、枡の特性を活かし
つつニーズに沿った魅力的な提案ができていたと思う。
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MEMORI -MAS  枡技術商品

立命館大学　吉田満梨ゼミ／冨田裕太、村山悠太、飯田朝子

働くあの人へのプレゼントグッズ

贈り物として使われてきた枡を現代に落
とし込んだ、家族から働き手への贈り物
としての商品。機能としてはフォトフレー
ム、メッセージ、入れ物の3つがある。こ
の商品の最大の特徴はメッセージや写
真を、枡技術のひとつであるレーザープ
リントによって枡の底 面に印 刷すること
により利用者の「家族の写真や手紙は
飾りたい、だけど周りの目が気になって
置いておけない」というニーズに応えた。
ディスプレイと小物入れを同時に叶えら
れる。社内デスクでの使用を想定してお
り、仕事中に枡のあたたかみや檜の癒
しも感じることができる。

贈り物としてのニーズがあるものは、貰
い手がもらって嬉しいものという前提の
もと、調査をした。「贈り手の贈り物に困
るというニーズ」と「家族の写真やメッ
セージは嬉しいというニーズ」が見つ
かった。さらにインタビューや2次データ
から「家族の写真や手紙は飾りたい、
だけど周りの目が気になって置いてお
けない」という事実が明らかになった。

試作品は枡を3つ用いてそれを接着
した。古風でおしゃれな枡をどのよう
に配置すればスタイリッシュに見える
かを工夫した。枡の組目の形状を活
かしたデザインは市販のベニヤ板で
再現した。私たちはクラウドファンディ
ングを達成することができなかったた
め、レーザープリントは再現すること
ができなかった。

商品の懸念として、使用する人物と購
入する人物が異なることがある。購入
する側にアプローチすることが必要で
ある。プレゼントを贈るシーンで困って
いる方はたくさんおり、中でも20代から
40代の既婚女性に着目した。彼女た
ちは雑貨店や雑貨通信販売サイトを
参照することからorigamiなどの通信
販売サイトに出店することを提案した。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

枡の特徴から発想したために、ユーザーのニーズを上手く特定できず、コンセプトで苦労し
たチームだったと思う。悩んだ結果、途中でバラバラになりそうだったアイデアを、最後に上
手く統一したコンセプトとして纏めあげたリーダーの力量を、大きく評価したい。
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枡door  ch ime  枡技術商品

中京大学　宮内美穂ゼミ／志治幸奈、竹生詠美子、牧絵梨香

聞いて”ほっこり”見て”うっとり”
玄関を”癒し空間"に

枡doo r  c h imeは、玄関をおしゃれな
癒し空間に変身させるインテリア商品で
ある。本商品は、家の玄関扉に取り付け
る。そして、扉の開閉時に発生する枡と
枡のぶつかりによって檜ならではの「自
然の音」を玄関に響かせる。この音によ
り、疲れて家に帰ってきた人々に癒しを
与えることができる。また、7色のカラー展
開とし、自分の家に合った商 品を選 択
可能とした。このように家に飾るインテリ
アを提案することで、多くの人に枡を身
近に感じてもらえるだろう。また、枡の「癒
し」効 果により、消 費 者が家に求める
「癒し」のニーズを満たす。

市場調査を行ったところ、既存のドア
チャイムの多くは金属製であることがわ
かった。しかし、消費者にアンケート調
査を行うと、約91％の人が金属音をう
るさいと感じていることがわかった。我々
は、家に癒しを求める消費者と既存の
ドアチャイムの特性にミスマッチがあると
考えた。そこで、枡の「癒し」という特徴
を生かした本商品の開発に至った。

我々は、実際に檜をつかって試作品作
りを行った。本商品の一番のポイントは
「音」である。そのため、試作品作りお
いてもこの点に最も注力した。本商品は
素材が木(檜)であるため、いかに大きな
音を鳴らすかを追い求めた。実際に音
響の研究家の方にアドバイスをいただ
き、試作を繰り返して、しっかりと音の鳴
る現在のデザインを完成させた。

実際にこの商品を多くの人に認知してもらう
ために、フライヤーを作成し、プロモーション
活動を行った。ターゲットである主婦に対し、
スーパーなどでフライヤーの配布を行った。
配布枚数は計364枚である。フライヤーには
商品ページのQRコードを記載したため、多
くの方から支援を頂くことができた。結果、ク
ラウドファンディングで支援目標金額を達成
し、予約販売のステップに進むことができた。

指導教員
宮内美穂先生
からのコメント

このカテゴリーは、メーカーさんが多くの商品を出しておられるため、案出しに苦労したよう
だ。しかし、音に着目し実験を重ね色使いにも意味を込めるなど、少しは新規性を出せたの
ではないかと思う。デザイン提案で、もっと製作工程を考慮できていれば、と残念だ。
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f r ame  枡技術商品

滋賀県立大学　宮尾学ゼミ／木村友美、杉本夏那、田河祐梨、山口晃平

空間をデザインする

frameは、枡の形をそのまま用いた、ユ
ニットを組み合わせて使用するインテリア
雑貨である。
枡の底を抜いた枠ユニット、ライト部とア
クリル部のふたつで一組のライトユニッ
ト、二 面をガラスで覆うガラスユニット、
木のスティックを用いたアロマユニットの
四種を展開した。
枡本来の規格化された形が小物に自
然とまとまりをもたせ、雑然とした小物を
魅せるディスプレイにする。また、持ち運
びのできる大きさにより、置く場所を選ば
ない。自分のお気に入りの小物を何気な
く並べるだけで、特別な空間を作ること
ができる。

まず、メンバーの自宅で生活空間の
調 査・観 察を行った。そこから問 題
点を探り出し、同様の問題を抱えて
いると考え、裏付けとして大学生と一
般の方にアンケートを実施したところ

「 部 屋が雑 然としている」「 置き場
所に困っている物がある」といった
意見が多数見られ、「物を片付けた
い」というニーズを確認した。

枡がもつ規 格 化された形を活かす
ため、一 合 枡を用いて部 分 的に手
を加え、各ユニットの制作を行った。
枡をほぼそのまま使用するため、低コ
ストで作れることを確認できた。また、
細部など改善が必要な部分を試作
制作の段階で発見。その後、ゼミ生
の間でスケッチや話し合いを重ね、
細かい構造について確認を行った。

商品を大勢の方に知ってもらうため、
ビラの作 成と口 頭での説 明を行っ
た。また、大学生相手に商品プレゼ
ンテーションを実際に見てもらった。
写真と併行して試作品を示すことで
商品を理解してもらい、確かなフィー
ドバックを得た。それをもとに、実際に
商品を見てもらうことが重要だと気付
き、チャネルを雑貨店と設定した。

指導教員
宮尾 学先生
からのコメント

「枡を器として使わない」という発想が秀逸。その発想をうまくコンセプトに昇華させるのが
難しかったが、枡の特性を生かした良いものに仕上がった。デザイン系の学生にとっては初
挑戦となる商品企画だったが、自分たちの強みを生かしつつ、堅実な企画ができたと思う。
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時計THE MASU 枡技術商品

日本大学　金雲鎬ゼミ／松岡泰樹、水野詩菜、本郷季奈

容器という枡の固定概念を覆す
ため、日常生活に溶け込む商品

ほのかに香るヒノキの香り、枕元に枡時
計を置いて、あなたの睡眠時間を今より
もっと豊かなものへ。それを実現するのが
時計THE MASUである。檜に含まれ
るヒノキチオールの効能でリラックスでき
る。あられ組が表に出て見えるため枡技
術を身近に感じられる。これら2つの特徴
を兼ね備えた、現代ではあまり使われな
くなった「枡」と、現代社会に欠かせな
い「時計」を掛け合わせた商品である。
家のどこに置いてもインテリアになるが、
檜の「香り」と「効能」をより一層楽しめ
るのが睡眠時であるため、寝室に置くこ
とを前提に考えた。

2 0 代から5 0 代の男女にW e bアン
ケートを実施。質問内容は枡につい
てのアンケートが二つ、睡 眠につい
てのアンケートが二つ。それぞれ枡
の認 知について、枡の日常 生 活で
の使用の有無の二点、就寝時にス
マートフォンを使用しているか、スマー
トフォンが 発 する電 磁 波について
知っているかの二点。

8 . 5 四 方の枡を2つ組み合わせ接
合。羅針盤と側面が見えるよう、絶妙
な角度をつけ木板に切り込みを入れ
スタンドとして活用。正面に面した枡
にスイープ式の時計針を設置。裏面
に電池ケースを設置し、両サイドから
電池交換を可能にした。（試作品段
階のスイープ式時計針は未使用）

空想生活のWebサイトを通し商品
を発表。FaceBookと連携させシェ
アできるように設定し20代～70代ま
で幅広い消費者に伝えられるように
した。またL I N EなどのS N Sを用い
ターゲット一 人 一 人に直 接 商 品の
魅力を伝え、それが波紋を呼び結果
として多くの方に商品を伝えることを
可能とした。

指導教員
金 雲鎬先生
からのコメント

枡の容器という固定概念を覆すという着眼点が大変良かった。伝統品と現代のものを掛
け合わせ、新たな顧客層をターゲットとして商品開発を行ったことも評価できるが、探索的
調査の際の手順や方法をもう少し工夫出来れば尚良かったと感じる。
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でこます 枡技術商品

武蔵大学　黒岩健一郎ゼミ／大柳美奈、榑林大智、新宮悠大

風が通る石けん置き

固 形 石けんを使用する際 、「 石けんが
くっついてとりづらい」「とれた勢いで落
としてしまった」「石けんがなかなか乾か
ずどろどろ、ぬるぬる溶ける」といった経
験はないだろうか。そんな日常生活の不
満を解決する製品が、『風が通る石けん
置き「でこます」』である。でこますは、石
けんとの間に隙間を生み出したこと、石
けんとの接地面を極力減らしたことによ
り、通気性に優れている。また、枡に使用
されている檜は耐水性が高いため、水
回りでの木材の使用は懸念されてきた
が、でこますはそれを可能にした。

枡の特徴・性質を踏まえ、それらを生か
せる場面での行動観察を行った。その
結果、洗面所での石けんの使用シーン
に着目し、アンケート調査の結果、石け
んの使用時に約8割の方が不満を抱い
ていると回答した。また、普通の固形石
けん市場は縮小されているが、自然派
化粧石けんが女性を中心に流行してい
ることから、ターゲットを女性に定めた。

洗面所での使用を想定しているため、大
きくなりすぎないように注意した。枡技術
を用いる製品であるので、性質や実現
可能性などをしっかりと確認するために、
現物の枡を使用して試作品を作成。枡
技術である、あられ組による組み目の模
様をデザインとして生かすことができた。2
週間以上ものユーザーテストを4人に実
施して製品の改良を続けた。

クラウドファンディングを達成するため
に空想生活様のHP上で製品紹介
ページを展開。その際に、ニーズが分
かりやすく、顧客が想像しやすいよう
な写真や言葉遣いを用いて、思わず
購入したくなるような商品PRページ
を作成した。また、SNSを利用してHP
を拡散し、多くの人の意見を頂いた。

指導教員
黒岩健一郎先生
からのコメント

高価な固形石けんを使用する人が持つニーズをとらえ、デザイン性の高い製品に仕上がっ
た。ただ、製品コンセプトが固まった時期が遅かったため、プロトタイプを使ったホームユー
ステストが十分行えず、製品改良が十分にできていなかった。あとひとひねりが欲しかった。
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MAS -U  枡技術商品

青山学院大学　小野譲司ゼミ／岡村愛香、小川紫乃、千葉美聡

国境を越えて
想いを届けるギフト

MAS-Uは日本人が外国人へ贈るギフ
トとしてのキースタンドである。国や文化
を問わず日常的に使えて外国の生活に
馴染むようにしたため、日本人が安心し
て贈れるギフトとなっている。キースタンド
という家族皆が使う物に、縁起物である
枡を使用することで、相 手の家 庭の幸
福や交通安全を願うことができる商品で
ある。枡技術や素材からだけでなく、三
角形の形からもさりげない日本らしさを
感じることができるため、外国人へのギフ
トとして適している。Make A Spec ia l  
for YOU、特別をあなたに。

日本人が留学などで外国人にギフトを
贈る際、相手の好みや使ってもらえるか
が分からないといった不安から無難な日
本の定番商品を選んでいた¡一方で受
け取る外国人も長期的に使用できない
ために困っていることが分かった。そこで
ギフトを贈る側の日本人が安心して贈る
ことができ、受け取る側の外国人がずっ
と使える商品をつくることにした。

デザインを考える際、枡らしさを残しつ
つもインテリア性にもこだわった。贈る
対象が外国人なので、国を問わず使
えるようにシンプルなつくりにした。鍵に
付いているキーホルダーを美しくディ
スプレイ出来るよう高さを持たせた。
また、あられ組を伸ばした部分に鍵を
かけるつくりにしたため、枡技術だから
こそつくり出せるデザインになった。

スタイリッシュなキースタンドという商
品イメージに合うように、シンプルな
HPにした。また、使用シーンをイメー
ジしやすいように、写 真を多く掲 載
し、商 品 紹 介 動 画をページ上 部に
持ってくることで再 生を促した。さら
に、クラウドファンディングを達成する
ため、SNSを活用し、多くの人にHP
にアクセスしてもらうように努めた。

指導教員
小野譲司先生
からのコメント

なにか深い意味がありそうなデザインとネーミングの商品から、贈る人、受け取る人、使う人
がどんな意味を読みとるだろうか？キースタンドではない、どんな使われ方をするかを見届け
たくなる、贈る人にも記憶に残るプレゼントになるのかもしれないとも思う。
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置け枡-Okemasu -  枡技術商品

阪南大学　水野学ゼミ／檜垣達人、橋本知明、竹村祐花

美しい女性の枡トアイテム

「置け枡」は、長風呂を行う際に浴室に
持ち込んだスマートフォンや美容グッズな
どのアイテムを一まとめにして持ち込み、
手元に置いておけるようにする商品であ
る。枡の素 材であるヒノキの持つ耐 湿
性・防カビ性や組み立て技術である「あ
られ組」の強度や組目の小ささなど「枡
だけが持つ・枡しか持たない特性」を存
分に生かし、コンパクトなサイズに機能を
詰め込むだけでなく、素材の持つ高級感
や職人の手作りによる丁寧なつくりの美し
さなども感じることが出来る逸品である。

探索調査として行ったのが、一人の
女性に行った4度に渡るインタビュー
である。そこで分かったのが、その女
性はお風呂で長時間の入浴を行うこ
とと、本や美容グッズを持ち込んでい
ることである。そして、持ち込んだ物の
置き場所に困っていることも分かった
ので、それを解決する商品を考えた。

試作品はボール紙によるものと木材
のものと2種類を試作した。特に紙製
のものは3度にわたる形状変更の都
度作り直した。特に重視したのは置
け枡のキモ、脚 部の可 動 部 分であ
る。設 計自体は商 品 化を見 据えた
数値設定を行ったので、その通りに
作った際の大まかな動 作 確 認も同
時に行った。

空想生活でのプロジェクトページに、利
用シーンをイメージしやすいような作りに
作成。ターゲットを働く女性としているの
で、女性に向けた作りにした。カラー枡と
組み合わせることでかわいいデザイン性
と、自分好みのカスタマイズできる機能
性が伝わるように工夫した。すでに人気
のカラー枡と一緒に売り出し、相乗効
果で商品の知名度を獲得する。

指導教員
水野 学先生
からのコメント

お風呂は疲れを癒やすだけではなく、好きなことを楽しむ場でもある。ある1人の女性への徹
底したインタビューから得たこの発見をもとに、伝統的な枡本来の価値を活かしながら、同時
に女性の「わがまま」にもしっかり応えるための機能性やデザイン性も付加された商品だ。
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枡room 枡技術商品

流通科学大学　清水信年ゼミ／神田康紀、南大樹、金昌成、金麗花

新鮮な空間を届けマス

一人暮らしの洗面所で使える枡技術を
利用した収納器具である。材料であるヒ
ノキの特 徴である耐 水 性が高く、抗 菌
作用があり、消臭効果があるので洗面
所で十分に活躍できる。小物を入れるス
ペースと大きいものを入れるスペースがあ
ります。小物を入れるスペースにはめが
ねや小さくて失くしやすいアクセサリーを
入れめがねの取りやすいサイズに工夫し
た。大きいスペースには高さがあるヘアス
プレーや女性がとくにもらってしまい置き
場所に困る化粧品やシャンプーなどの
試供品を置くことができる。

実際に何件かの一人暮らしをしてい
る洗面所を見て、収納器具を使って
いなく物をそのまま置いてあり液体な
どがこぼれて清潔感がなかった。物
を取る際に取りたい物とは違う物に
手が当たってしまいストレスを感じると
いう不満が多かった。そのイライラを
解消できる収納器具を考え製品開
発を開始した。

初めての試作品で収納できるスペー
スをたくさん作り３０センチも長さがあ
る収 納 器 具を作った。両 端には長
方形のスペースがあり真ん中の上の
段には歯磨き粉やスプレーを置き下
の段にはワックス、めがねなど低い物
を置く。取り付け器 具を使って壁に
取り付ける収納器具を作った。

CUUSOOのサイトに画像や商品説
明をし、閲 覧 者に一目で商 品の特
徴を理解してもらうように工夫した。
F a c e b o o kなどのS N Sを利用して
CUUSOOのことを広めコメントをもら
うことで商品を改善していった。また、
ターゲットである一人暮らしの方に自
作したアンケート用紙を配布してより
よい商品作りのために参考にした。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

枡は難しいテーマであったが、その特性をよく考えて企画をしたと思う。試作品も比較的早
めに出来ていたので、それを多くの人にアピールする活動にもう少し注力できれば、結果が
変わっていたかもしれない。
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t e t r a  枡技術商品

関西学院大学　石淵順也ゼミ／井田早穂子、川村秋大、野畑優菜

あなたの小物を
玄関でまとめ枡。

tetraは、玄関の壁に掛けて使用する、
枡で出来た小物入れである。tetraは、

「玄関で鍵をどこに置いたか分からず、
見つけられない」という生活課題を、玄
関に鍵の置き場を作ることで解決する。
1)  手軽に取り出しやすい、2)  枡特有
のおしゃれなデザイン、3 )  一人一人に
合った使い方ができるという3つの特徴
がその機能的価値を引き出している。さ
らにそれだけでなく、te t r aを家族の鍵
置き場として使用することで、誰が帰宅し
ているのかが、一目で分かり、家族の暖
かさを実感できるという情緒的価値をも
持つ製品でもある。

私たちは当初、枡でできた小物を置
き型にするのかそれとも壁 掛け型に
するのかという問題に直面した。そこ
でゼミ生などに自宅の玄 関の写 真
を撮影してきてもらい、玄関のどこに
最もスペースがあるのかを観察した
結果、靴棚などの上には物を置くス
ペースが少なく、壁ならば場所を有
効活用できるという結論に至った。

初めは市販の小さめの枡を購入して
試作品を制作したが、商品案を練る
うちに男性の手も入るような大きめの
サイズであるほうが良いことがわかり、
実際に大橋量器様の枡を注文して
底板を抜いて本体を制作した。付属
品の画鋲は、余った底板を小さな直
方体に切り、そこに桐で穴を開け市販
の針を挿す形で制作した。

te t r aという製品を知ってもらうため
に、認 知 度の向 上 、魅力の発 信が
第一と考え、主にSNS(Facebook、
Twi t t e r )を利用した。また、te t r a
のターゲットは「 簡 便 志 向 、おしゃ
れ 志 向 」の消 費 者であったため、
tetraの使用方法の例やシンプルか
つぬくもりのあるデザインをアピールす
ることに努めた。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

鍵の置き場がないという機能的価値と、鍵を通じて家族の絆を強められるという情緒的価
値の、バランスが優れていたと思う。早い段階で案を固め、その後、丁寧にコンセプト、プレ
ゼンを磨いていったプロセスも素晴らしかった！この貴重な経験を今後に活かして！
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∞枡【グラスマス】 枡技術商品

山口大学　藤田健ゼミ／田中啓二、今釜由依、有村奈津希、村吉玲美

大切なメガネを預かります

∞枡【グラスマス】は、洗面所にメガネを
置く場所がないという問題を解決するた
めに開発した「洗面所に置けるメガネ置
き」である。壁に取り付け可能なので、物
が多く散らかりやすい洗面所でも、スペー
スをとることがない。特徴は1,メガネを取り
出しやすい角度2,角を丸くした優しいデ
ザイン3,ヒノキの防カビ防菌性によりカビ
にくい。以上の3点より、大切なメガネを落
としたり濡らしたりすることなく安心して置く
ことが出来る。また、メガネだけでなく、お
風呂に入る前に外し忘れてしまったアク
セサリー等も置くことが出来る。

ヒノキは水に強いという特性に注目し、
水回りを中心に探索的調査を行った。
すると、洗面所が散らかっていて、メガ
ネを置く場所がないということに気づい
た。調査を続けると、多くの人々が適当
な所にメガネを置き、落としたり濡らした
りしているという問題が見えてきた。そこ
で、洗面所で大切なメガネを安心して
置くことのできる製品を作ろうと考えた。

どのようなメガネ置きにするのかイメージ
を膨らませつつ、初めの頃はレゴブロッ
クや発泡スチロールなどを用いて試作
品を制作した。商品のイメージが固まっ
た後は、百円均一店で木片を購入し
て試作品制作を試みた。メガネを入れ
やすい大きさ・取り出しやすい角度など
を計算し、消費者が使いやすいと思え
るような商品のデザインにした。

Sカレの商品紹介ページに写真や動
画を使い、商品を分かりやすく伝える
工夫をした。また、Facebookページを
開設し、週2回の更新を必ず行った。
さらに、直接お客様に商品を知っても
らうために、県内のイベントに参加し、
商品のフライヤーを配布したり、対面し
て商品説明をしたりした。これらを行う
ことで、商品の認知度向上に努めた。

指導教員
藤田 健先生
からのコメント

枡技術商品は真四角か長方形で、生産工程数と外注を減らし、今ある生産技術だけで
作れて、メーカーの夢と利益を大きくするデザインにしなくてはいけない。厳しい条件の下、
枡を現代の生活に入れ込むべく商品アイデアを考案し、素晴らしいプレゼンをしてくれた。
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コモのん 枡技術商品

同志社大学　冨田健司ゼミ／近藤礼子、奥村太郎、石塚健太

枡と住まいの融合

一見ごく普通の小物入れに見えるがそう
ではない。この製品は高さや形の異なる
シンプルなボックスが2つで1セットとなる。
その2つのボックスは自由に組み合わせ
ることが可 能であり自在に製 品の形 態
を変化させることができるのだ。そのため
多 様な用途に対 応することを可 能にし
た。また、枡技術や枡に使用されるヒノ
キの特性として頑丈性や耐水性がある
ため、長持ちするだけでなくキッチンや洗
面所などの水場にも置くことができる。枡
技術であるあられ組の独特な模様やヒ
ノキの柔らかさのよりインテリア性も抜群
となっている。

若者の間での枡の認知度が低かった
ため、もっと生活の中に枡を溶け込ませ
て日本の素晴らしい産物を後世にも伝
えていきたいと考えた。そこで枡技術の
特性を存分に活かした製品で日常の
不満を改善させて生活を便利にし、枡
と住まいの融合をはかる。今回改善を
試みたのは、長さや大きさの異なるもの
をまとめて収納できないかという不満だ。

試作品製作時の注意点は2つ。1つは
檜の高級感、枡本来の形状を残した
まま形にすること2つ目は可能な限りコ
ンパクトで尚且つしっかり小物入れとし
て機能するサイズの追求である。特に2
つ目は当初予定していた大きさで作成
した際に木の厚みにより大きくなってし
まったため、より多くの場面で使用でき
るサイズの追及に手を抜かなかった。

販売経路はネット通販の他にメイン
ターゲットである1 0 ～2 0 代の人が
手に取り易い雑貨店や大型家具店
での販売を委託。商品の特徴であ
る場 所を選ばず広い用途 、用法で
使用してもらえるよう、場面に応じたカ
ラーバリエーションを黒 、茶 、白の3
色展開で販売する。価格は1200円
と設定した。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

この商品は大きさの異なる小物を１つに収納できるためとても便利だ。周囲のモノを見渡す
と大きさがバラバラで１つに収納するのは困難だったが、そうした不満をこの商品が解消し
てくれた。プラスチック製ではなく枡を用いているため、見ているだけで気持ちが安らぐ。
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ちきります 枡技術商品

中村学園大学　明神実枝ゼミ／宮田愛子、真砂昂史、江藤美咲

味気のない晩酌に
癒しとくつろぎを。

ちきりますは、日常の晩酌に癒しとくつろぎ
を提供したいという思いで考え出した焼
酎用の晩 酌セットである。商 品 内 容は
酒器となる一合枡二つ。焼酎を割るた
めの湯・水を入れる縦長の枡。これらを
収納でき、また氷入れとしても使うことが
できる大きな枡の4点である。酒器となる
枡の内側に焼酎とお湯の割合のメモリ
を引くことで適正飲酒ができ、さらにヒノ
キの香りで癒しとくつろぎを提供する。ま
た、木製の特徴としてお湯を注いでも外
側が熱くなりにくい。さらに焼印やプリント
でメッセージを入れることもでき贈り物に
も最適な商品である。

九州から参 加する大 学が私たちの
みであったため、九 州という地 域を
生かした商品を製作したいと考えた。
そこで九 州の名 産 品である焼 酎に
焦点を置き、実際に晩酌に対する調
査を行ったところ多くの人が味気の
ない晩酌をしていることがわかったの
で、ちきりますを製作しようと考えた。

試作品を製作するに当たり、枡本来の
良さを最大限に生かした形にできだけ
近づけるように製作することに重点をお
いた。枡技術はあられ組という技法で
作られているので、ホームセンターで加
工しやすい板を購入し釘などを一切使
わずに組み立て、枡の色に近づけるた
めに削ったり塗装を施したり、試行錯
誤を重ね、試作品を製作した。

CUUSOOのサイトには、具体的な使
用シーンの写真を掲載し、閲覧者に
商品をわかりやすく伝えることを心掛
けた。また、クラウドファンディングの資
金調達のためTwitterといったSNS
を活用し情報をひろめたり、ターゲット
となる30代から50代の方に実際にひ
のきの枡で焼酎を試飲していただき
ながら商品の説明を行ったりした。

指導教員
明神実枝先生
からのコメント

枡酒＝日本酒だが、九州では枡酒＝焼酎があったらいいなという発想が面白い。父親の晩
酌をヒントにニーズを発見したり、焼酎用酒器が多くある中で檜枡ならではの特徴を探究した
りして、ユニークな企画になったと思う。新しい文化だけに普及にはより工夫が要りそうだ。
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和茶美～WASABI～ 枡技術商品

和歌山大学　柳到亨ゼミ／座間結子、田中拓也、松田涼

触れる「やさしさ」、
飲む「ぬくもり」

和茶美は、枡技術を用いて作った湯呑
である。1,湯呑が熱くて持てない2,湯呑
を落として割ってしまうという2つの“困っ
た”を解決する。温かいお茶は勿論、冷
たいお茶も美味しく飲むことができる。側
面に文字や絵を入れることで、世界に1
つだけ、あなただけの和茶美を大切な
人へプレゼントして頂きたい。商品名で
ある和茶美は、日本の伝統である枡とい
う“和”を、枡で“お茶”を飲むという新し
い使用シーンを提案することによって、大
橋量器様の“美しい”霰組という技術と
共に、次の世代へ伝えていきたいという
想いから付けられた。

探索的調査の中で、お茶屋さんを訪
問する機会があった。そこで出された
お茶が熱く、湯呑を持つことができな
かった。私達は、枡の材料として使わ
れている檜の「熱伝導率の低さ」で、
この“困った”を解決することができると
考えた。実際にアンケート調査してみた
ところ、このような経験をしたことがある
人は9割もいるということが分かった。

デザインは、図形が美しく見えるといわ
れる白銀比（1：1.414）を採用した。試
作品を作り、実際にお茶を飲んでみる
と、1,飲みにくい2,お茶が漏れるという
問題点が出てきた。そこで、角には丸
みを出し、厚さを5㎜にすることで、飲み
やすさに配慮した。さらに、和茶美の
内側に防水加工を施すことによってお
茶が漏れるという問題を解消した。

販促方法としてSNSを活用した。商品
紹介ページでは、「どのような“困った”
を解決する商品なのか」を強調した。ま
た、和茶美でお茶を飲んでいる写真を
載せ、使用シーンを想像してもらえるよう
にした。チームのFacebookページを作
り頻繁に更新することで、多くの人に自
分たちの商品や活動を知ってもらい、
支援して頂けるようにした。

指導教員
柳 到亨先生
からのコメント

一般常識や固定観念にこだわらず、湯呑みの場面に枡の価値を導き出した大胆かつ画期的
商品である。市場を創造するため、顧客のニーズを鋭く洞察するマーケッターの姿勢が「和茶
美」にとてもよく反映されている。個性豊かな3人の忍耐、そして粘りの強さは素晴らしい。



1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 01374

MASUUMA 枡技術商品

近畿大学　廣田章光ゼミ／谷和香菜、田中隆太、道旗千賀

トイレで森林浴を味わえる
香るインテリア

MASUUMAは森林浴の体験を身近
なトイレで体験することができる。この商
品はトイレの手洗い場に設置するもので
ある。ヒノキは水に触れると香りが引き立
つので、水に触れる度ほのかなヒノキの
香りでやすらぎを与える。また、ヒノキの素
材でできたぬくもりのあるデザインがインテ
リアとしてトイレをおしゃれに演出する。そ
して、トイレという消臭・防臭効果を活か
せる場面で使用することで枡でしかでき
ない商品である。枡の特性を存分に活
かすことで、芳香剤の人工的な香りとデ
ザイン性という2つのトイレへの不満点を
解消している。

二次データを調査したところ、トイレ
の芳香剤に関して「香りが人工的で
ある」という点で不満を持っているこ
とが分かった。さらにこの不満を持っ
ている方にデプスインタビューを行っ
たところ、芳 香 剤のデザイン性に納
得していないことも判明した。このこと
からトイレで香りだけでなくデザイン性
にもこだわった製品を企画した。

枡を身近に感じていただくため、本
来の枡の形である四角形にこだわっ
た。さらに大 橋 量 器 様に伺ったとこ
ろ、枡を製造する際に端材が出るこ
とを知り、ヒノキチップとしてリサイク
ルすることで香りが出るような工夫を
行った。またトイレの手洗い場に置く
ので、邪魔にならないようコンパクトな
サイズにした。

SカレのC U U S O Oページでは、商
品のヒノキのぬくもりや香り、デザイン
性を感じてもらうために全体的な色
合いは自然な緑 、おしゃれさにこだ
わった。またMASUUMAを商品化
させるために、ターゲットの探索を行
いクラウドファンティングに協力して頂
くよう呼びかけを行い、達成すること
ができた。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

枡製品生産の過程で生まれる端材の活用に注目したことは従来にはない魅力的な視点。こ
の部分を強調することにより、芳香機能という価値に納得感が生まれたはず。端材の有効活
用から想定顧客を環境配慮に関心の高い顧客と結びつけることで新たな可能性が生まれる。
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食事のおともになりマス 枡技術商品

四天王寺大学　天野了一ゼミ／吉村卓也、三原優人、北川嵩晃

食事をする時、おともになりマス

食事をする時、物が散乱していると満足
に食 事ができない。この商 品があると、
食卓を一つにまとめ、テーブルを広く使
えるようになる。この商 品は三つの枡が
あり、爪楊枝・箸・調味料をしまえるよう
になっている。また、箸・爪楊枝ではなく
ても、プラスチックのスプーンや、ストロー
など、工夫一つでさまざまなキッチンまわ
りのアイテムが収納できる。さらに、調味
料も塩・胡椒など好きな調味料が入る。
枡の素材になっているヒノキは、軽く、丈
夫で、抗菌効果もあるので衛生的に安
心して使える。家庭の他、飲食店も顧客
ターゲットになる。

枡は、どのような人に知られているの
かを調査し、枡にどんなイメージがあ
るのかを調べた。その結果、枡は殆
どの人が知っているが、物を計量す
るものや和のイメージがあるとわかっ
た。そこで日常で使えて、これぞ日本と
いうイメージになるように、枡の形は
変えずに商品を作成した。

食事の時に必ず使うと思われる箸置
きから制作を始めた。枡の形を崩さ
ないために枡の四角形はそのままに
して、枡の底をくり抜き、箸 置きを完
成させた。次に調 味 料 入れを作っ
た。調味料入れは、枡そのものに蓋
をつけるようにして、調味料入れを完
成させた。後は、調味料入れ、箸入
れ、爪楊枝入れを一体化させた。

ホームセンター、スーパーのほか、観
光地や和風旅館のお土産売り場で
販 売 。まずは飲 食 店に先 行 的に設
置し、その便利さやお洒落感を知っ
てもらう。家 族の数や好み、飲 食 店
の種類により求められる大きさやデザ
インも異なってくるため、ネットでの注
文でカスタマイズ制作も行う。

指導教員
天野了一先生
からのコメント

ラーメン屋さんで机の上が整理されていないのを見て思いついたもの。食事の場と和のイ
メージの枡はなじみやすい。色々な枡を組み合わせてユーザー自身がカスタマイズ可能にす
るなどで、活用方法は無限である。汚れやすさと衛生面をどう解決していくかが鍵であろう。
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ビニール素材の小物

株式会社岡村
どんな物にでも姿を変える「ビニール素材」を用いて、日常生活の助

けになるような小物を提案しています。

商品化は、半世紀にわたり「お客様・使う方の立場に立った ものづ

くり」をモットーとしてビニール加工の技術・ノウハウを提供する「岡

村」がサポート。
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まごころぎふと ビニール小物

日本大学　横山斉理ゼミ／内田拓磨、鈴木真美、瀬良兼司

あなたのまごころ贈りませんか？

皆さんは、「お薬手帳」をご存知だろう
か。ご存知の方も多いと思うが、携帯し
ている方は少ないのではないか。そこで、
私達は「お薬手帳を携帯する習慣」を
定着させるべく、お薬手帳カバー「まご
ころぎふと」を提案した。Sカレの販売方
法には、we b販売、クレジット決済とい
う制約条件がある。これらに対応できる
のが若者＝学生であると考え、コンセプ
トを「孫から祖父母への贈り物」と設定
し、展開していく。私達は、学生のチカラ
で社会への普及を目指す。お薬手帳カ
バー「まごころぎふと」であなたのまごころ
を届けて頂ければ幸いである。

お薬手帳の使用機会が多いであろう高
齢者の方を対象にアンケート調査を行っ
た。結果、60％の方がお薬手帳を利用
していないことが判明した。また巣鴨でイ
ンタビュー調査を行ったところ、「持ち歩
くのが面倒」「必要性を感じない」等の
潜在的ニーズが存在することが明らかに
なった。従って、お薬手帳を普及させる
機会が大いにあると見込まれる。

お薬手帳カバーとしてだけではなく、
診察券や保険証なども一緒に収納
が可能である。また、ポーチなどに入
れても持ち運びやすいコンパクトなサ
イズである。このような機 能 面もさる
ことながら、手 帳を開くとハート型に
なっている。さらに、写 真やメッセー
ジを添えることによって情緒面も訴求
し、ぬくもりある商品を目指した。

日本大学という総合大学としての規模
を生かし、医学部や薬学部をはじめとす
る他学部と連携して販売促進を行う。
その際、ターゲットである学生の目に留
まるよう、各学部へのチラシや大学新聞
などを通じてのプロモーションを行う。ま
た、株式会社岡村、空想生活、デザイ
ナー、Sカレ、日本大学、そして学生が一
体となって社会的普及に貢献する。

指導教員
横山斉理先生
からのコメント

毎日新聞社賞おめでとう。製造しやすさを考慮した上で、そこに情緒的価値を付け加えるこ
とで魅力的な提案になったと思う。コンセプトが定まりプロトタイプができあがった段階で利
用者の生の声を聞くことで改善のヒントと自信が得られたのではないか。
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RacLea r～ラクリア～ ビニール小物

立命館大学　吉田満梨ゼミ／菊池奈々、衣笠裕子、林厚輔

ノートをスマートに！

本商品は「ノートをスマートに」をコンセ
プトにノートに装 着するだけで、手 間を
かけずにノートと資料を“きちんと”“一緒
に”管理できる商品である。配布資料を
ついついノートに挟んでしまい、気づいた
ら「汚してしまった」、や「無くしてしまっ
た」という経験をしたことはないだろうか？
そんな日常的に無意識にしてしまう行動
の問題を解決するのがこの“RacLear
～ラクリア～”である！ちょっとでも楽をした
いというあなたにぴったりの商品だ！

私たちは、学 生をターゲットと設 定
し、観察的調査を行いました。授業
内で調査を実施したところ、ファイル
を持っているにも関わらず、ノートに
資料を挟んでしまう学生が多いという
ことが分かった。後のインタビュー調
査では、多くの学生がノートに資料を
挟むことで、大事な資料を紛失した
経験をしていることが分かった。

試作品の制作では、ユーザーの使
いやすさを重視した。この問題を解
決するためには、ユーザーが手間を
かけずに資料を管理できるということ
がポイントだったからだ。片付けやす
い、取り出しやすいという点を実現す
るために収納スペースは必要なもの
だけを設置し、取り出しやすいように、
デザインも工夫した。

私たちは多くの共感を得る事が、購
買に繋がると考え、WEBページを作
成する際に、写真をたくさん使用した
り、文章を工夫したりすることで、使用
シーンが想像しやすくなるような工夫
をした。チーム名でもある、「わくわく」
がターゲットに伝わるように色使いや
ページの統一感にも気をつけた。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

１人１人も一生懸命テーマに取り組んでいた３人の関係の良さが、最後のプレゼンテーショ
ンにも表れていた、優れたチームワークの班だったと思います。コンセプトの検討段階と、最
終的なプレゼンの説明段階の両方で、プロトタイプを上手く使っていた点も良かったです。
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Co l l e c t  ビニール小物

日本大学　金雲鎬ゼミ／小池望、福永怜平、松島翔平

すぐに見れる、書ける

C o l l e c t は 、取り出した 瞬 間にスケ
ジュールを確 認することができる手 帳
ケースである。このケースは細目にスケ
ジュール管 理をしなければならない人
に使ってほしい商 品である。背 面には
大きなポケットがあり、様々な使い方が
可能である。例えば、下敷きを入れると
ケースが安定し、立ちながらの作業も容
易である。また、iPad等の電子機器を
収納することも可能である。塩化ビニー
ルの上からタブレット等の電 子 機 器は
使うことができ、表 面でスケジュール管
理 、裏 面でi P o dを使用というような使
い方もできる。

商店街などを歩いていると、スマート
フォンを頭と首で挟みながら、カバン
から手 帳を取り出してスケジュール
を確 認しようとしているサラリーマン
を見かけた。そこで、私たちはすぐに
いつでもスケジュールを確 認できる
商 品は作れないかと考え、商 品 開
発を進めた。

コンセプトが「すぐに書ける、見れる」
なので、手帳を閉じずに開いたままに
するデザインにした。サイズはA6、B6
サイズの手帳が見開いた時にどちら
とも入り、落ちないような大きさに設定
した。また見開いたままだと文字が擦
れたり、ページが出てきてしまうなどの
弊害があるが、それはカバーをつける
ことで解消した。

クラウドファンディングは達 成できな
かったが、FacebookやTwitterを
中心としたSNSでこまめに商品の広
告を行った。また、プロトタイプ作 成
→フィードバック→プロトタイプ改良
→フィードバックを繰り返し、常に消
費 者を意 識して、商 品 開 発を進め
た。

指導教員
金 雲鎬先生
からのコメント

手帳を開いたまま使用するというデザインは斬新であった。A6、B6サイズの手帳に合わ
せた設定だったが違うサイズの手帳にどう対応するか考える必要があったことが改善点
である。
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新型傘カバー「チャッくるん」 ビニール小物

武蔵大学　黒岩健一郎ゼミ／田中萌、黒川真帆、前田恵理

雨の日の電車の中をHappyに！

既存の傘カバーの「乾きにくさ」を改善
した商品である。既存の製品は内側が
なかなか乾かなかったが、この製 品は
チャックを下まで降ろすと１枚のビニール
になるため、中に水が溜まらず短時間で
完璧に内側が乾く、というものだ。それだ
けでなく、既存製品の「濡れた傘カバー
を鞄に入れたくない」という不 満をも改
良し、写真のようにコンパクトにまとめられ
る。また鞄の取っ手に取り付けられるとい
う製品にした。行動観察の結果から、濡
れた傘が人に当たるのは上部だけであ
ることがわかったため、チャッくるんの底
は空洞になっている。

ビニール素材の「防水性」に着目、身
辺の水に関するところから観察を行っ
た。まずキッチンや風呂場などの屋内を
観察し、屋外にも目を向け、「雨の日の
電車内」に行きつき、乗客の行動を観
察、実際に自分が不満を抱くポイントを
考えた。既存の傘カバーを使い、「ここ
が使いにくい」を身をもって体験し、新
たな傘カバーのアイデアに生かした。

既存製品を使ってみて感じた不満を
全て改善できるよう努めた。たくさんア
イデアが浮かび試作品を作ってみる
ものの、企業の技術的に実現可能
性の低いものばかりで、「塩化ビニー
ルのみを使った小物」という制約がい
かに厳しいのかを思い知らされた。自
分で試作品を使ってみたり、友人に
貸すなどして、改良を繰り返した。

空想生活のページは画像・色使い・
字体等を、ターゲットである若い女性
に好感を抱いてもらえるように工夫し
た。更に空 想 生 活での支 援を募る
ためにFacebookやtwi t t e rにて、
製品の概要や情報などを拡散した。
それを見て「これ欲しい！」と言ってく
れた友人には、プロトタイプを貸し出
すなどして、支援を促した。

指導教員
黒岩健一郎先生
からのコメント

既存の傘カバーの「乾きにくさ」を解決する製品で、確かに需要はありそうだ。乾きやすいこ
との重要性をもっと強調すれば、製品の価値が鮮明に伝わっただろう。早い時期に製品コ
ンセプトが固まっていたので、プロトタイプを使った使用調査をもっと実施出来たはずだ。
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きせかえブックカバー ふっくん ビニール小物

横浜市立大学　斉藤毅憲ゼミ／鈴木瑠璃、鶴崎翼

その時間を本と過ごそう

外で時間を過ごす時、本を読むというラ
イフスタイルが忘れられてきているので
はないかと考えた。そこで、本を読むとい
う魅力を再 発 見して欲しいとの願いか
ら、きせかえブックカバーふっくんを考え
た。ふっくんは、ビニールという特性を活
かし、新たなブックカバーの形を提案す
るものだ。①フックとチャックで外でもス
マートに本が読める。②防水・防汚性に
優れる。③絵柄のきせかえで自分だけの
ブックカバーが作れる。このように問 題
点を解決し、本をファッション感覚で持ち
歩くという新たなライフスタイルを提案す
る。

学 生への調 査で、通 学中はスマホ
をいじるなどして過ごす人が多く、本
を読む人が少ないこと、また、鞄から
本を出しづらい、ブックカバーに対し
て、紙製は濡れてしまうが、布・革製
は高 価である、自分 好みの物がな
い、と感じていることが分かった。つま
り外で本を読むというライフスタイル
が、忘れられていると考えた。

鞄から本を出しやすいこと。素早く読
めること。これらが難点だったが、フッ
クにより鞄から取り出す手間を省略。
また、チャックをつけることで素早く読
めるし、バラバラに開かないようになっ
た。内側の両側には、開いても本が
落ちないように留められる仕組みを施
した。様々な工夫を凝らして、楽しい
製作となった

本を読む時にブックカバーは使わ
ないという人にグループインタビュー
を行ったところ、「本屋さんの売り場
の横にあったら、一 緒に買いたい」
「ブックカバーを探すためにお店を
探すのは面倒」というニーズがあっ
た。そのため、ふっくんの流通チャネル
として、本 屋さんや雑 貨 店などの本
に関連した店との連携を考えた。

指導教員
斉藤毅憲先生
からのコメント

「ふっくん」は本をどこでも読めるという新しいライフスタイルの提案であり、おもしろいが、本
離れや電子書籍の進展の中ではビジネスの実現にはむずかしい面があるかもしれない。
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ぷりばいこ ビニール小物

大阪市立大学　小林哲ゼミ／井上実緒、安川優果、山田奈津子、渡辺絵里加

雨の日をかわいく彩る
自転車レインコート

ビニールの利点である防水を活かせる
雨という場面に着目し、雨の日のニーズ
に応える自転車かごカバーを考えた。ま
た雨の日だけでなく毎日使えるものにす
るため、ひったくり防止カバーとして今ま
でになかったかわいらしいデザイン展開
も考え、簡 単に自分の自転 車を見つけ
られるといった特徴もある。カバーには傘
を止める所もついており、ふたについてい
る透明のポケットにスマホなどを入れるこ
とで信号待ちの際などにわざわざカバン
から出す手間を省ける。様々な形状のか
ごに対応できるようサイズ調整も融通の
利くものにした。

自転 車の現 状について調べ、学 生
や主 婦がよく使うということや、自転
車置き場でたくさんの自転車の中か
ら自分のものを見つけにくいということ
などがわかった。また、自転車に乗車
中のひったくりが多発していることに
着目し、すでにあるひったくりカバーと
差をつけるようなものを考えた。

試作品は、ポリエチレンの生地を用
いて製作した。生地を実際に設定し
たサイズにあわせて裁断し、ミシンで
縫い合わせた。中を巾着状にしてビ
ニールのひもを通し、本体とふたをビ
ニールのひもによって二 点でつなぎ
合わせた。マジックテープでサイズの
調整をできるようにした。

この商品は、主に自転車を利用する
主婦や学生、特に女性をターゲット
にしているため、今までの自転 車か
ごカバーに対する「ダサい」「かわい
くない」などといったイメージを覆す
ようなかわいらしい柄の自転 車かご
カバーのイラストで商品をアピールし
た。

指導教員
小林 哲先生
からのコメント

自転車に乗っていて急に雨に降られて困った経験や、防犯のために自転車かごにカバー
が必要なことはわかるが、なかなか気に入ったものがない。そこで、おしゃれな自転車かごカ
バーを作れば好んで使ってくれ、結果として防犯にも役立つというアイデアは興味深い。
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Car l o  ビニール小物

阪南大学　水野学ゼミ／松原寿樹、松井悠、矢嶋凌太

雨を彩る男のマナー

Carloは、ビニール市場で革命を起こす
商品である。この商品は、雨の日の傘に
対する不満を持つ30代・40代の男性を
ターゲットとする傘カバーである。しかし、
既に市場に出ている傘カバーとは一味
違う。ビニールの強みである防水機能を
活かし、それに加え、お洒落からはかけ
離れていたデザイン性をPVCフェイクレ
ザー駆使することで、ビニール史上初の
高級感を生むことに成功し、革では実現
できないデザイン性と機 能 性を合わせ
持つ商品へと革命を起こした。この商品
が普及すると、マナーを求める男の必須
アイテムになるだろう。

雨の日の電車内での不満が当たり前
な日常に疑問を持った。そこでデータを
取ってみると、やはり「自分のスーツを濡
らされることに不満を持っている」という
人が80％を超えていた。さらに市場に
出ている傘カバーは女性向けのものば
かりであり、コンパクト性にも優れていな
いので通勤する男性には不向きであっ
たためこの企画に乗り込んだ。

他のビニール製の商品と差別化を行う
ため、私たちが取った方法が「高級感」
を生み出すことである。安価が強みであ
るビニールには高級感を持っている商
品は市場にはない。そこで安価の強みを
逆手に持ちPVCフェイクレザーを使用す
ることで今までにない高級感を持つ傘カ
バーを考案し、30代・40代の男性が好
むデザインや、傘のサイズを追求した。

私たちは他のページに対して「差別化」
を図った。今までになかったSカレページ
を作成するため商品紹介全てを載せる
のではなく1部分だけを載せ、随時更新
することで徐 に々商品を公開する戦略を
図った。さらに前回までのページはブログ
を使用し途中から見た方でも一連の流
れが分かるように工夫、その結果ページ
閲覧数を伸ばすことに成功した。

指導教員
水野 学先生
からのコメント

常識への挑戦。この商品のコンセプトはこれに尽きるのではないだろうか。ビニール製品は
「機能性」と「コスト」に価値があるという常識に対して、「デザイン性」と「高級感」こそが次
世代のビニール製品が持つべき価値である、という強い主張が商品からは伝わってくる。 
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ENVYケース ビニール小物

法政大学　杉浦未樹ゼミ／廣木稔也、中村龍之介、豊崎和男

かばんからさっと取り出せる
小物入れ

普段かばんから物を取り出すとき、なか
なか見つからなくて苦 労した経 験があ
るはずだ。私たちは、鞄の中に小 物 入
れを入れることによって必需品を簡単に
取り出せるようにした。すぐに取り出せて
も、入れ物を開けるのに時 間がかかっ
てしまうのでは意味がないので、磁石を
使うことにより片手で楽に開けることがで
きる。また、透明なビニールを用いること
で、視認性を高め、中身を用意に確認
することができる。これによって取り出した
とき、何がどこに入っているのかわかるよ
うにした。

携帯電話や鍵などの必需品を取り出
す時に鞄の中を探してしまい、なかなか
見つからなくて苦労した経験があるとい
う回答が目につき、もっと簡単にものを
取り出す小物入れが必要だと考えた。
また、必需品が濡れてしまうと困るという
意見が多く見られたので、ビニールの
水への強さを生かした商品づくりを始
めた。

コンセプトのかばんからすぐ取り出せ
る部分を一番に考え試作品の製作
にあたった。機能性を重視しつつも、
一目見てどのように使用するのか、ま
た自分だったらどう使 用するかのイ
メージを持ってもらえるようなデザイン
にした。サイズはA6にし電子機器も
簡単に入る大きさにした。

Sカレのページではできるだけ使用し
た時の写 真を載せ、見ている人に
使った時をイメージしやすくした。また
写真も商品のみを写すのではなく、
実 際に散らかっている鞄の中に入
れ、BeforeとAfterの変化の大きさ
を知ってもらえるような工夫もした。コ
ンセプトを前面に押し出すことでどん
な商品かすぐにわかるようにした。

指導教員
杉浦未樹先生
からのコメント

最後に、マチを大きくする、カバーを磁石にするなど、具体的な改良を加え、既存製品と差別
化できました。探索的調査からみえたニーズをうまく表現できなかったのが、惜しまれます。
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S・PACE ビニール小物

流通科学大学　清水信年ゼミ／宮島俊之、林美桜、西村朋子

スタイリッシュで気分が高まる
お風呂空間を実現

Ｓ・ＰＡＣＥはおふろで使用する物を収
納する商 品である。一 人 暮らしの方の
お風呂は比 較 的 狭く、既 存の収 納 商
品だと床に置くためにそのスペースが無
駄になっている。そのスペースを無駄に
しないで新たなスペースを生み出せれ
ば価値を生み出すと思い考案した。Ｓ・
ＰＡＣＥは壁に取り付けるために床など
のスペースを新たに生み出すことがで
き、デザイン面からインテリアやプレゼン
トにも適しており、形がアルファベットや
数 字のバリエーションがあるので組み
合わせも自由である。

テーマがビニール小物なのでやはり水
に強いという特性をいかそうと思った。
お風呂で困っている事はなんだろうか？
と考えた時に狭いお風呂での収納だ
と思い、特に女性の試供品サンプルに
ついてのアンケート結果から多くの人が
試供品を持っていて無駄にしていた事
からお風呂で使用する小物に特化し
た商品を開発しようと考えた。

プロトタイプ作成の際は、実際に塩化ビ
ニールを使用した。アルファベットは形が
異なるために台形、四角、丸の３つのか
たちに統一することで入口が狭く、物が
入れにくいという問題を防いだ。壁に取
り付けるために吸盤を使用し、底の部
分は網目状にすることで水がたまる事を
防いでいる。歯ブラシホルダーを付けるこ
とでスペースを有効に使える。

CUUSOOの製品ページを見てもらう
事が重要だと考えた。Facebookや
TwitterなどのＳＮＳでシェアしてもら
うことでＳカレに関わっている人以外
にもCUUSOOのページを拡散させ
た。他にも他ゼミや他大学にプレゼン
をする機会により、商品やページの改
善を何度も繰り返し、多くの人に商品
の良さを分かってもらえるようにした。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

市場調査をふまえて企画を行ない、試作品もよく仕上げて、みごとクラウドファンディング達
成できました。遊び心もあふれており、かつ商品の特性を考えネット販売を提案している点
も、商品企画活動としては完成度が高いと思います。
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Har f u l  ビニール小物

法政大学　西川英彦ゼミ／尾崎祐介、小澤由帆、武田悠太郎、米本理乃

鞄の中身をスリムにする、
折り畳めるファイル

大学生の鞄選びはA4ファイルが基準に
なっている点、資料の不本意な折れに
困っている点に着目した。これらを解決
する新しいファイルが「Harfu l」である。
上 下に挿 込口があり、資 料をそこに入
れることで資料のはみ出しを防止する。
最大の特徴は折り畳めることができる点
にある。従来のファイルのハーフサイズと
し、中の資料が折れないように厳選した
ビニール素材を使用した。
デザインは、折り畳むと手紙のようになる
ものとした。色は男女どちらが使用しても
おかしくない、フレッシュなレモンイエロー
とエメラルドグリーンである。

アイデアを考えるにあたり大学生の鞄に
着目した。鞄の中で場所をとり、共通し
て持っているのはファイルだった。ここか
らファイルに注目して調査した結果、大
学生の鞄選びはファイルが大きいため
自由に選択できないという現状、また従
来のファイルに資料を入れると資料が
飛び出してしまい、不本意な折れがつく
ことに悩んでいることが判明した。

初めの試作品は100円ショップで販
売されている、塩化ビニール素材のク
リアファイルを使用した。クラウドファン
ディング達成後はデザイナーの桑野
様と協議しながら、中の資料を保護す
ることができながらも折り曲げることがで
きる、肌触りの良いビニール素材を使
用し製作した。折り畳んだ状態を維持
できるよう、ボタンも取り付けた。

私達はターゲットを大学生とし、まずは周
りの学生への販促活動を行った。フェイ
スブックやツイッターに商品宣伝用のア
カウントを作成し積極的に活動した。多
くの大学生にニーズがあるものの、値段
や決済がクレジットである点などの問題
があり、販促は想像以上に難航した。し
かし地道な努力の結果、見事240個の
予約が集まり商品化が決定した。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

ロット240個という高いハードルに関わらず、閉会式までに受注できたのはとても凄いことだと
思う。書類をきれいに持ち歩かなければいけないが、バッグが小さい方が良いという女性の
二律背反したニーズに応えた、素晴らしい商品だと思う。
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あったかひんやりアイマスク ビニール小物

四天王寺大学　天野了一ゼミ／永坂明日香、菱田圭代、丸橋泉

泣き疲れたあの夜に、
歩き疲れたあの夜に

目にも足にも使用でき、温めることも冷や
すこともできるアイマスク商品である。ゴム
で長さを調節できるので、使いやすい。
中にジェル、カイロ、保冷剤が入れられる
ようになっている。ボタン一つで簡単に取
り外しができるので、水洗いができる。ビ
ニールなので、すぐに乾く。デザインは、
試作した動物の他、誕生石の色、血液
型など、様々なシリーズがあり、種 類が
豊富である。泣いて腫れた後、歩いてむ
くんだ後、勉強やパソコン、ゲームの後、
寝る前などに使用することで、疲れを癒
すことができる。

女 子 大 生にヒアリング調 査したとこ
ろ、泣きはらしたことを知られたくな
い、そのためにアイマスクを使用する
学生が多かった。ビニールのやわら
かい、加工しやすい、熱に強いという
特性を生かし、その期待に応えたい
と考えた。既存のアイマスクと比べる
と、デザインが豊富で、つけていること
がお洒落で話題になる。

企業様から「ビニールでなければな
らない理由はなにか」というコメントを
いただき、ビニールの特性を最大限
に活 用した商 品を考えた。また、商
品に親しみをもってもらえるよう、デザ
インや色の種類を増やした。市販の
アイマスクだけでなく、カイロや保冷剤
を入れられるよう、ボタンを付けて取
り外し可能にし、利便性も考えた。

ターゲットである女性を中心に、メー
ルやビラを作成し、学校内で配布し
て宣伝した。授業中などはつけて歩
くだけで話 題になったので、実 際に
数人に商品を試着してもらい、どのよ
うなデザインや色なら装着したいか、
感想や意見を集め、商品の企画に
反映させた。

指導教員
天野了一先生
からのコメント

最初は、一般的な化粧ポーチやケースなどの案が出たが、月並みすぎるということで、ゼミ
生達の日常の生活をいま一度見直すことからスタート。失恋の時の涙など、おもしろいキー
ワードをヒントに、女の子らしいこだわりが反映され、可愛らしいデザインの一品となった。
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VINIME ビニール小物

流通科学大学　東利一ゼミ／今井勇介、岩本祥希、土見真由、竹川葵

大事なモノをポケットで守れ

カバンの中に水気のあるモノ（ペットボト
ル、折り畳み傘 ）を入れた時に水 分が
他の小物などにつく、紙類などにつく。大
事なモノがカバンの中で濡れて壊れる。
紙類などが破れる不満があった。そこで、
このカバンは中に大きなポケットがついて
いる為 水 気のあるモノを小 分けして収
納することができる。デザインは、人目見
てビニールとわかるのではなくデニム風
の素材の生地。また、A4ファイルが5冊
ほど入り簡単に取り出しができる大きさ
の商品である。

カバンの中の収納スペースを決める
際に、色々なカバンの収納スペースを
調べた。その結果、小さいポケットはつ
いているけど、ペットボトルなどを収納
できる大きさのポケットがないことがわ
かった。なので、水気のモノを小分け
して収納する必要があると考えた。

試作品は、デニム風の布の生地を用
いて製作。布の生地をミリ単位で裁
断し、裁縫、最後に持ち手を縫いつけ
て完成させた。節合はすべてミシンを
使い裁縫。接着剤は一切使用してい
ない。大きなポケットをつける際に縫い
目が表にでてしまうので、縫い目がわ
からないようにするためにできるだけカ
バンと同色の糸を使用した。

このカバンのターゲット顧客は、流行
に敏感な10～20代の女性である。そ
こで私たちは、その世代の女性たち
が多く利用しているFacebookで商
品概要や特徴を公表し、多くの人の
目に触れてもらう為にtw i t t e rに商
品の写真をアップした。より多くの人
に認知してもらいフィードバックを得る
ことを努めた。

指導教員
東 利一先生
からのコメント

最初の商品アイデアでつまずいたのは残念だった。そのために焦りやあきらめがあったかも
しれないが、商品開発の各工程にもっとしっかり取り組んでいたら、行動力のあるメンバー
だっただけにもっといい商品ができたのではないかと思う。 
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KeePu t (キープット)  ビニール小物

山口大学　藤田健ゼミ／黒木友美、安藤美知子、池田泰代、鏡田康成

バッグの中の荷物を
整理した状態に保つ

この商品はバッグの中の荷物を整理し
て入れていたのに、物の出し入れをして
いると気付けばごちゃごちゃになってしま
うというバッグの中の悩みを解決する商
品である。
KeePutはバッグの中を2つ、または3つ
に仕切ることによってバッグの中を整理
することができる。また、マチ付きの深いポ
ケットがついているためポーチなどの大
きめの小物も入れることができる。さらに、
ペットボトルなどの縦型のものを固定でき
る機能がついている。そのうえ雨の侵入
から荷物を守ってくれるカバーがついて
いるので、中の荷物を濡らす心配も軽減
される。

ディスカッションを行う中で、通学に使
うバッグの中身がごちゃごちゃになる
ことが多いという意見が出た。このよ
うな悩みを他の学生も抱えているの
ではないかと考え探索的調査を行っ
たところ、通 学用に横 型のバッグを
使っている学生が特に、バッグの中
身がごちゃごちゃになりやすいというこ
とが分かった。

横型バッグのサイズを調査して、バッグ
の平均的な横幅を導き出し、A4ファイ
ルが入るような高さに設計した。また、
バッグの中で自立し、重すぎない厚み
になるよう設計した。表面の素材はバッ
グの中の荷物がくっつかないようなもの
を選んだ。また、バッグに入れた電子機
器の破損を防ぐため、ボタン類は磁石
を避けプラスチックのものを使用した。

ターゲットが学生であることからターゲット
の利用率が高いfacebookのページを
作成し、商品紹介などの情報を拡散し
た。また、クラウドファンディング達成のた
め支援の呼びかけも行った。
さらに、より幅広い年代の消費者の生の
声を聴くために各地のイベントに参加し、
ブースで対面式の商品紹介を行った。

指導教員
藤田 健先生
からのコメント

KeePutは田舎で暮らす学生のための商品です。大きめのトートバッグを持って徒歩か自
転車で移動し、急に雨が降っても雨宿りするところもない。そんな生活をサポートする商品な
のです。都会の人にはこの商品の価値や市場規模の大きさがわかりにくいかもしれません。
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ページ＋1 ビニール小物

同志社大学　冨田健司ゼミ／岸根和、村田眞子、梁衛偉

ノートをもっと機能的に、
自由自在に効率UPしてみませんか

「ページ＋１」は、ノートの１ページに被せ
るだけで、ノートを便利に、そして機能的
にする商品である。これを用いれば、ノー
トの内容に応じてプリント整理も簡単に
でき、試験前などにプリントが混ざらず見
返しやすくなる。商品内容としては、ポケッ
トタイプ、穴開きタイプ、ペン挿しタイプ、フ
リータイプの４種類を１セットとし、付箋な
ど小物やペンなども収納できるようにする。
ノートからこの商品を外すと、ファイリング
もでき、フリータイプに自分で切り込みを
入れると名刺等を収納することもできるた
め、大学生の役に立つに違いない。

大学生にアンケートを実施した。その
結果から、プリントとファイルを分けてい
る為プリントを忘れる、筆箱とノートを
別々に持ち歩く為カバンが大きくなる、
異なる教科のプリントが混ざってしま
う、という経験がある学生がいることに
着目した。そこで、ノート１冊を持ち歩く
だけで授業が受けられるようにするた
め、この商品の企画が始まった。

試作品は、ノートやファイルが見える
ようにクリアファイルを用いた。ノートを
「より便利に、機能的にする為には」
ということを考え、ペン挿しをつけた
り、付箋を収納できるようにポケットを
つけたりした。又、商品にノートの角
に貼るシールを付属し、ノートの角が
折れたり、商品が抜け落ちたりしない
ように工夫した。

販売促進としては、Ｓカレの商品ペー
ジに、商 品の内 容が伝わりやすい
ように工 夫した。それだけではなく、
ターゲットとしている大学生は、ＳＮＳ
を良く利用している為 、ＳＮＳでター
ゲットへの商品の情報発信を行い、
より多くの人にこの商品を認知しても
らえるように心掛けた。これにより、口
コミ効果が期待できるだろう。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

この商品は低コストにも関わらず、利用者にとって大きな便益をもたらす卓越したものと言え
よう。ノートに挟んだ資料などがバラバラと落ちてしまった経験は誰もが持っているが、そうし
たストレスを解消してくれるため、学生だけでなく幅広い消費者に欠かせない商品だ。
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Wi th  Bag  ビニール小物

和歌山大学　柳到亨ゼミ／矢野周一、尾﨑有祐、亀川綾花、関本麻恵

女子大生の「困った」を解決！
カバンを守るカバンカバー！

カバンを床に置いてカバンの底が汚れて
しまう。そんな「困った」を解決する商品
がWi th  Bagである。ターゲットはこの
悩みを抱える女子大生に設定した。大
学の食堂など、床以外にカバンを置く場
所がないというあらゆる場面で使用可能
である。装着は両サイドをマジックテープ
で留めるだけなので簡単に使える。持ち
運びも楽に行えるように、収納用ポーチ
も付属した。このようにWith Bagは“い
つでも、どこでも、手軽に”使用できる。私
たちは、この商品を使ってもらうことで、女
子大生の心にゆとりを与えたいと考えて
いる。

大学生の「困った」を見つけるために、
色々な場所で観察法を実施した。困っ
たを発見した後、女子大生を対象にア
ンケートを行った。その結果、「カバンを
床に置くことに対して嫌だ、汚いと感じ
ている」にも関わらず、「食堂や講義中
にカバンを床に置いたことがある」という
矛盾が得られた。この矛盾を解消する
ために、この商品の開発を決意した。

市販の塩ビとマジックテープを用いて、
さまざまな形状の試作品を作成した。
デザインを決定する際に最も重視した
ことは“手軽さ”である。サイズは実際
に女子大生の多くが使っているA4ファ
イルが入るカバンに対応させることにし
た。収納用ポーチを制作する際は商
品の効率的な畳み方を研究し、できる
だけコンパクトになるように作成した。

Facebook上でファンページを作成
し、随 時自分たちの活 動 報 告や商
品についての宣伝を行った。そうする
ことで、学 校 関 係 者だけでなく、より
多くの人々からの支持を集めることが
できた。その結果、クラウドファンディ
ングでは目標金額である３万円の資
金を集めることができ、実 際に商 品
化が検討されることになった。

指導教員
柳 到亨先生
からのコメント

大学食堂や講義室で、鞄の置き場所に困っている女子大生の悩みを解決する「Wi th 
Bag」は、シンプルでありながら機能性の高いスマートな商品である。お客様の「困った」を
解決することが、真のマーケッターの役割であることを充実に具現化してくれた秀作である。



キットカットをテーマにした
バズを起こす動画の企画

ネスレ日本株式会社
「バズ」とは、口コミを意味する用語で、気が付けば話題となって私

たちの生活に大きな影響を与えます。そんな「バズ」をキットカットと絡

めて生み出す、新しい提案が成されます。

制作は、コーヒー、食品、栄養補助食品、チョコレート、ペットケア製

品など様々な商品群を展開する総合食品飲料企業「ネスレ日本」

がサポート。

チームSKY［Have a Ice Break !  ～方言を話のきっかけに～］

キットバズ［ママと子どもの想いをつなぐキットカット］

TEAM ZetKat［大喜利Break笑-Show-］

チョコランタン［キットカットレンジャー］

ソフィアンズ［キットカット＆ご当地アイドルでバズを起こす動画］

トネリコ［マタニティムービーグランプリ］

Mushroom［Kit Kat Chal lenge ! !］

たーとるず［～キットきみにもできる～プロジェクト］

チーム石橋［マジックと子供のリアクションを使ってバズを起こす動画］

びっくりDK［KORABO! !］

チーム123［笑顔の写真で距離をBREAK!］

TUS Oz Studio［キット届く、一番近くからのがんばれ。］

THREEピース［チョコトーーク］

怪盗Kit［Kit SURPRISE! ! !］

こんぺーとー［Kit Fun Project］

改星［居眠りする自分　BREAK　ステーション］

KI［ぱんぴー大集合～キットカットが大好きだから、、、～］
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Have a Ice Break! ～方言を話のきっかけに～ キットカットバズ動画

関西大学　岸谷和広ゼミ／木村可奈、筒井志保、中尾由衣

Have a Ice Break!

これは新たなB r e a kを提 案する動 画
の企画である。Ice Breakとは、氷のよ
うになった雰 囲 気を壊し和やかにさせ
ることを言う。全体の流れとしては、まず
Ki t  Ka tのQRコードを読み取り動画
を視 聴 。さらに動 画と連 動させる形で
Facebook診断アプリを公開し、拡散へ
とつなげる。このアプリは、場を和ませる
必要がある場面でどう対応するかによっ
て、その人のIce Breakスキルを診断す
るという内容だ。Ice  Breakは人間関
係を築く上で欠かせないものである。こ
の言葉をこの動画で広めることによって
消費者がKit Katを思い起こす機会を
増やしたいと思い、立案した。

大学生は様々な地方の人と関わること
が多く、Ice Breakをする機会も多い。そ
こで、大学生がIce Breakをする際に
使うのは方言だと考えた。方言は誰もが
持つものであり、話題にしやすいからであ
る。アンケート調査を実施したところ、多
くの大学生が方言を話題にしていること
が分かった。大学生と方言が密接に関
わっていることを示す結果となった。

Ice Breakをテーマとし、地方出身
の女子大生が方言によって大学で
出会う様々な人と打ち解けていく動
画を制作。方言がきちんと伝わるよう
にテロップを入れ、分かりやすくなるよ
う工夫した。また、Fac eb o o k診断
アプリである“Ice  Breakスキル診
断”を作成し、Facebook上で拡散
する流れ作りを行った。

ターゲットが大学生であるため、若者が
頻繁に利用するSNSを用いて販売促
進を行った。TwitterとFacebookに専
用アカウントを作り、Webアンケートや企
画ページを投稿し拡散させた。バズを
起こす仕組み作りの中にもSNSを組み
込んでいるが、販売促進の中でもSNS
を利用することで大学生の間でSNSが
高い拡散性を持つことを確認した。

指導教員
岸谷和広先生
からのコメント

SNSや動画投稿サイトは広告効果として魅力的なものの、その効果を実現することは難し
い。それを可能にするには、それらコンテンツの価値を生み出す人々のつながりが鍵となる。
未知な人 と々打ち解ける瞬間Ice Breakはそれらを連動させる可能性を秘めている。
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ママと子どもの想いをつなぐキットカット キットカットバズ動画

立命館大学　吉田満梨ゼミ／水野竜嘉、上原佑太、西島理央

この子の笑顔がほっとする。　
きっと、届くこの気持ち。

いつの時代であっても親と子どもの繋が
り大切にしたいと考えた。子育てをする
ママは育児と家事の両立が大変という
悩みを抱えている。そこで、この動画を通
し、キットカットを食べる子どもの「喜ぶ一
瞬」「笑顔になる一瞬」から、子どもへの
愛らしさを感じてもらい、ママの心へブレ
イクを届けたいと考え、親子間の感謝の
気持ちを繋げることをテーマとしている。2
つのバズの仕組みを考え、動画のイベン
トではママが子どもへ、母の日のネスレか
らのサプライズ企画では子どもからママ
への感謝の気持ちを伝える企画となって
いる。

子育てをするママに調査を行ったとこ
ろ、8割が子育てに対し悩みを抱えて
いるということがわかった。そして、バズを
拡散するためにＳＮＳの調査を行ったと
ころ、メインユーザーは10代20代であ
ることがわかり、現代の20代ママは自分
の子どもの情報をＳＮＳで発信している
こともわかった。これらの調査をもとに20
代ママをメインターゲットとした。

一 つ目の 仕 組 みはキットカットの
Facebookページを通して動画コンテ
ストについて知ってもらい、そこからママ
へリーチし、お菓子の家に行くためにマ
マ友、親戚などとともに動画を拡散しバ
ズを起こす。二つ目の仕組みは母の日
にサプライズで子供からのプレゼントの
ような形でネスレからチョコラボを送り、
その驚きと喜びによってバズを起こす。

動 画コンテストの際に動 画によって
キットカットのイメージが損なわれない
ように専用アプリを作成し、専用アプ
リを通して動 画の撮 影 、専用サイト
への投稿を行ってもらう。専用サイト
で個人情報を登録してもらい、チョコ
ラボをプレゼントする際の写真、住所
などの情報を得る。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

バズが拡散する仕組みやロジックを理性的に検討していた点と、それを動画のアイデアに落と
しこむ際に、育児を頑張る若いママ達と、まだ直接ママに感謝を言えない小さな子どもの気持
ちを繋ぐという、人の気持ちに寄り添う提案なっていた点が、とても良かったと思います。
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大喜利Break笑-Show -  キットカットバズ動画

中京大学　宮内美穂ゼミ／坂本吉平、安達依里、山口文佳

キットカットに「笑い」という
新しいBreakを

「大喜利Bre a k笑 - s h ow -」は、お笑
い芸人の卵がキットカットに関する大喜
利を動画で投稿する企画である。ネスレ
は芸人の卵が投稿した動画を添削し、
Youtube上にアップする。閲覧者はUP
された動画を閲覧し、閲覧数上位5作
はネスレのHP上で公開される。芸人の
卵は名前を売る場を求めていることから
本 企 画に投 稿するだろうし、大 喜 利は
現在アプリやテレビ番組で多数取り上
げられており人 気があるため「 大 喜 利
Break笑- show -」でバズを起こすこと
ができる。

バズを起こす企画を提案する上で、
過去にバズを起こした事例を調べた。
その一つに、“マカンコウサッポウ”とい
うトリック写真がある。これは、“写真
を見てもらいたい人の投稿ニーズ”と

“ 写 真を見て楽しむ人の閲 覧ニー
ズ”の両者のニーズを満たしたことに
よりバズが起きた。そこで、私たちもこ
の仕組みを本企画に取り入れた。

本企画では、バズを起こす為のインフル
エンサーを「芸人の卵」と「お笑い好
きの人」とした。この2者へ独自調査を
行ったところ、芸人の卵は「名前を売り
たいニーズ」があるため、SNSやブログ
で本企画を告知する。また、お笑い好き
な人は「マイナーな芸人を他人に広め
たいニーズ」があるため、更に一般人
へ本企画が拡散され、バズが起きる。

本企画の広報活動としてフライヤーを
作成した。本企画では、閲覧ターゲッ
トを「大喜利番組やアプリを多く見て
いる若者」と「コアなお笑いファン」とし
ている。この両者に対しフライヤーを計
500枚配布した。ただ配布するのでは
なく、1人1人に企画を丁寧に説明する
ことを徹底した。その結果、102票もの
応援投票を集めることができた。

指導教員
宮内美穂先生
からのコメント

テーマが非常に難しく、ボツ案ばかりで苦しんでいた。バズの発生に頭を悩ませていたが、
チーム内で考え続けることに限界を感じ、女子高生にヒアリングしたり、放送作家に意見を
求めるなど、外に向かって考え始めた頃から軌道に乗り出した。良い経験になったと思う。
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キットカットレンジャー キットカットバズ動画

日本大学　金雲鎬ゼミ／井上美咲、石川慶、山科みゆ

キットカットカラーである「赤」で
渋谷を赤く染める

キットカットのロゴから消えたキットカット
が、キットカットのK, i , t ,K , a , tのそれぞれ
の形をした6 人のレンジャーとなり渋 谷
に現れる。渋谷に現れたキットカットレン
ジャーが赤い風 船のついたキットカット
を渋谷にいる人々にプレゼントする。キッ
トカットをもらう条 件として、ハッシュタグ
キットカットレンジャーをつけてツイート又
は事前に出ている記事をリツイートしても
らう。キットカットと赤い風船を配ることに
より渋谷をキットカットカラーの赤に染め
る。このようにして、渋谷を赤く染めること
によりバズを起こすことを目的とした企画
である。

知らない人はいないと言えるほどに
知名度の高いキットカットをテーマに
し、バズ（ 口コミ）を起こさなければ
ならない。私達は手当たり次第に身
の回りで流行っているコトやモノ、バ
ズっている動画を集め、ヒントを得よう
とした。「意外性」に着目したことで、
キットカットのイメージにはない「レン
ジャー」という要素にたどり着いた。

バズを起こすためには、意外性・驚き・
感動・共感という感情の共有が不可
欠である。そこで私達は従来キットカット
のイメージにないレンジャーという要素
を用いることで意外性を生むことを考え
た。レンジャー・赤い服・キットカット・赤
い風船を用いて渋谷を赤く染めること
で人々が注目しSNS等で拡散されるこ
とによりバズを起こす仕組みを考えた。

企画の事前告知として動画を用い
てキットカットが消えたこと、そしてキット
カットがいつどこに現れるかSNSで宣
伝する。さらに、その当日キットカットレン
ジャーが渋谷に現れる直前には、渋谷
スクランブル交差点にある大型ビジョ
ン4台を用いてキットカットレンジャーが
現れることを告知する。大衆に向けて
告知することにより、バズを起こす。

指導教員
金 雲鎬先生
からのコメント

キットカットレンジャーが町を赤く染める、キットカットの赤に着目したところが面白い。また、
人々に関心を持たせる仕組みとバズを起こすための仕組みの両方の視点で考えられてい
た点が良かった。この企画にストーリー性が出せればより良いと思う。
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キットカット＆ご当地アイドルでバズを起こす動画 キットカットバズ動画

上智大学　小阪玄次郎ゼミ／中西健介、桑原里沙、澤木佑果

ご当地アイドルを応援する力で
バズを起こす

この動画は年々注目を浴び始めている
ご当地アイドルにスポットライトをあてた
動画だ。各地域のご当地アイドルがなに
かに挑戦する姿を映す。何度も失敗しな
がらも試行錯誤し、成功に向けて懸命
になる中、急に動画が終了する。彼女た
ちの努力の結果は動画の再生数が多
いアイドルグループだけが公開される。
ファンの方々が「アイドルを応援したい」
という気持ちを「動画の再生数」という
形で表現し、その熱意が彼女たちの結
果の発表の場へと導く。

mixiリサーチで「現在、応援している
芸能・スポーツ選手・歌手等はいます
か？」というアンケートを100人にとった
ところ、49％の人が「はい」と答えた。
そのうちの約63％が「頑張っているか
ら」という理由で応援していた。以上
より、アイドルを応援する動画は、多く
の人に観てもらえると考えた。

「応援しているアイドルの動画の続き
が見たい」「そのためには片方のアイ
ドルの動 画の再 生 数よりも多くなけ
れば」という気持ちの強さを再生数
で表す仕 組みにし、また再 生 数 上
昇により動画サイト内のファン以外の
ユーザーにも目につきやすくなるので
はないかと考えた。

対象はご当地アイドルのファンとし、ネ
スレの企業ホームページやそれぞれ
のアイドルのホームページへの動画
掲載や、イベントなどでのアイドルから
の告知を考えている。また、同じアイド
ルを応 援するファンのコミュニティの
間で動画再生数勝負企画が話題
になるであろうことも考えている。

指導教員
小阪玄次郎先生
からのコメント

続きが気になるところで動画が終わり、再生回数の多かった方について結末を見せるよう
にする、というアイデアに魅力がある。今回のようなご当地アイドルのお菓子づくりという題材
以外にも広く応用可能性がありそうである。
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マタニティムービーグランプリ キットカットバズ動画

大阪市立大学　小林哲ゼミ／崎山雅史、篠原拓真、山脇佳祐

生まれてくる子供へ残す
メッセージ

マタニティムービーとは、妊娠から出産ま
での思い出の記録、またはこれから生ま
れてくる赤ちゃんの為に残す動画のこと
である。お腹にいる子供に対する愛情を
伝えるために撮影した動画を募集し、応
募された動画のコンテストを行う。審査
基 準は再 生 回 数の多さ。閲 覧 回 数の
多かったものを幾つかキットカットのFB、
ホームページに掲 載し、掲 載された動
画の作成者にキットカット関するプレゼン
トをしたいと考えている。最終的にはこの
マタニティムービーが任意でなされるの
ではなく、出産前の習慣となることを期待
している。

昨今では、虐待の増加や高齢出産に
より出産時に母親を亡くすという子供も
少なくない。このような現状をふまえ、出
産前から親子の愛情を確認する機会
があれば、虐待の減少にもつながり、残
された子供も母親の愛情を感じることが
できるのではと考えた。実際に産婦人科
で働く看護婦の方にも、出産前の愛情
の確認は重要との意見をいただいた。

バズを起こす動画とは、動画そのもの
が優れているだけでなく、それ以上にバ
ズが起きる仕組みがうまく作られている
ものであった。そこで、本企画では「妊
婦」をターゲットに設定し、いかにグラン
プリの存在を認知してもらうか、いかに
マタニティムービーを自分も撮りたいと
思わせるか、という仕組みがバズにつな
がると考え、企画内容を検討した。

より多くの妊婦の方に認知してもらうた
め、マタニティイベントや勉強会などで
の告知、ＳＮＳ上のコミュニティでの拡
散を期待した告知を考えた。また、専
門家の方の意見をいただくことにより、
マタニティムービーを残すことが子供
への愛情表現の第一歩となるというこ
とを広く認知させることができ、個々人
の行動の後押しとなると考えている。

指導教員
小林 哲先生
からのコメント

出産までの状況を思い出として記録したり、生まれてくる赤ちゃんへのメッセージを残したり
言うアイデアは興味深い。ただ、グランプリということなので何を基準にそれを評価するか、ま
た、どうキットカットと関連づけるかに関して、もう少し工夫が欲しかった。
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Ki t  Ka t  Cha l l e nge ! !  キットカットバズ動画

一橋大学　松井剛ゼミ／上野あゆみ、加納慧、永井雄大

「キットカットで○○してみた」
動画から口コミを生む。

動 画サイト内に存 在する「 ○ ○してみ
た」系統の動画投稿者に、キットカットを
用いたアート動 画を作 成してもらう。動
画作成を促すために、投稿動画の中か
ら投票で1位を決めるアワードを開催す
る。集めた動画を、ブロガーイベントを通
してブロガーへと伝える。イベントではキッ
トカットを用いたお菓子の試食会など、
ブロガーの興味を引く内容を含ませる。
ブロガーにイベント内容を書いてもらうこ
とで、ブログ読者へと動画は伝わる。動
画投稿者からブロガーへ、ブロガーから
ブログ読者へと二段階の流れで動画を
広めていく。

動画サイトの特徴を分析したところ、
「○○してみた」系統の動画が多く、
提示された関連動画を8割の人が視
聴することが判明した。また、独自の
Flashを所有しており、ブログへ直接
貼り付けられる点にも注目した。クチコ
ミの種類から、まずはブログでの貼り
付け機能を用いて動画を広めることが
効果的だという結論に至った。

細長く2つに割れるというキットカット
の特 徴を活かし、「 ○ ○してみた」
系統の動画投稿者を巻き込むものと
して、キットカットを用いたアート動画
の作成を思いついた。最初の例とし
て、お菓子の家の作成を試みた。こ
の動画に反応した一般の投稿者に
動画を作成してもらうことでバズが巻
き起きると考えた。

動画に対する投票は、特設サイトを設
けて行う。投稿者には動画サイト上に
投稿してもらい、Flash動画を特設サ
イトに貼り付ける形式をとる。ブロガー
イベントでは、特設サイトでの獲得票
数の多い動画を放映し、ブロガーに
投票してもらう。ブログ読者へ伝達し
た後は、第三者への直接の伝達や、
SNSを用いた伝達が期待できる。

指導教員
松井 剛先生
からのコメント

この企画は、ネット上でバズが起こるメカニズムについて丁寧に分析している。その分析を踏
まえて、バズが起こりやすいアート動画という提案がなされている。動画を作る立場と拡散す
る立場の双方に目が行き届いた手堅く実現可能性が高い提案である。
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～キットきみにもできる～プロジェクト キットカットバズ動画

阪南大学　水野学ゼミ／岩田悠司、田川翔、柳直輝

kitkatで町を再Break

この企画は、時間が経ち人々から忘れ
去られつつある被災地の人々が自ら動
画を作り、その動 画でボランティアを呼
び、町を再Breakしようと考えた企画で
ある。さらにこの企画は、今までのボラン
ティアとは全く違うものである。何故なら、
本来ボランティアは災害が起こると被災
地に自然と駆けつけてくれるものである。
しかし時間が経った被災地では待って
いてもボランティアは駆けつけてくれない。
そのため被災地の人々が“自ら立ち上が
り、自らの手でボランティアを獲得する”と
いった今までにないボランティア企画で
ある。

私達が実施した調査では、時間が経ち
忘れられた被災地の人々がまだ“心の
傷を抱えており、ボランティアを必要とし
ている”ことが分かった。町の建造物は
以前のように戻ったが、実際には心の
傷を抱えている人がたくさんいるのだ。こ
の問題を解決する為に忘れ去られつつ
ある被災地にもう一度ボランティアを集
める仕組みが必要なのだと考えた。

バズの仕組みは、被災地で動画を作る
ことが出来ない方のために社会福祉
協議会の方々にサポートをして頂こうと
考え協力を呼びかけた。そして、作った
動画を見てもらうためにキットカットの裏
にQRコードが付けたものを各地域の
ボランティアに参加してくれた方々に配
り、普段は市販のキットカットの裏につ
け動画への誘導を行おうと考えた。

Sカレの企画ページで、投票を集め
るにあたり私達が最大限に意識した
事は、バズという難しいテーマである
私達の企画を、初めて見る人にしっ
かりと理解してもらうことが出来るよう
な、分かりやすいサイトづくりである。そ
うしたサイトづくりで閲覧者の理解を
得ることで、多くの投票を集める事が
出来た。

指導教員
水野 学先生
からのコメント

バズを起こす動画と仕組み。Sカレ史上最高の難題に悩んだ彼らの答えは「本気の熱意」だっ
た。忘れ去られつつある被災地を何とか手助けしたい。リサーチに協力して下さった方々に絶対
に報いたい。小手先のアイディアが使命感に変わったとき、彼らの企画は本物になった。
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マジックと子供のリアクションを使ってバズを起こす動画 キットカットバズ動画

法政大学　杉浦未樹ゼミ／石橋正伍、羽崎正隆、田崎瑞帆

マジシャンとともにブレイクする
キットカット

私たちが企 画するのはキットカットグラ
ンプリというイベント。イベントの内 容は
マジシャンと複 数 の 子 供 がチームを
組みマジック動 画を作り上げ 、それを
YOUTUBEに載せ閲覧数を他のチー
ムと競い合うものにする。動画は視覚的
にインパクトの残るマジックと誰しも好感
を持つ子供のリアクションを撮影したも
のとする。企画するイベントはアクションを
起こす母体、つまりマジシャンと子供の数
を増やすこと、第三者がイベントに興味
を抱くような工夫を施した。

イベントへの参 加 者を募る際に、知
名度の高いキットカットのfacebook
ページを活用し宣伝を行う。
企画の内容をfa c e b o o kページに
掲載し、イベント参加者の制限を設
けずに参加者に撮影から動画の編
集、投稿を任意で任せる。これにより
参加者の絶対数を稼ぎ効率化を図
ることにした。

イベント参加者を増やす為に景品を
設ける。参 加 者は目立ちたがり屋 、
世 間に名を売りたい人が多いので
C M 、イベントへの出 演 機 会を与え
る。これはイベントと無関係の人がイ
ベントに興味を抱くトリガーにもなる。
自分が投じた一票が誰かの夢を叶
える事に繋がるからだ。

競争形式のイベントにすることで、投
稿者が票を集めるのに必死になり周
囲の人に呼びかけをする。周囲や第
三者の方は重い一票を投じるという
ことで、そのチームへの愛着が生まれ
周りを巻き込むようになる。イベントへ
の参加者を増やす工夫、第三者を
イベントに巻き込む仕 掛けがバズを
起こす。

指導教員
杉浦未樹先生
からのコメント

マジックや子供のリアクションを用いる発想は斬新である。一般人が出演することによる動
画の質の問題や企画の具体性にもう一歩踏み入れる必要あり。バズ発生までの仕組みは
しっかりとしたロジックを持っている。
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KORABO ! !  キットカットバズ動画

流通科学大学　清水信年ゼミ／蔭西翔竜、東優佑、後藤彩香

普段の動画に新たな違いを

キットカットをさらに世に広めるために注
目したのは動画投稿者だ。動画投稿者
とは、「○○を踊ってみた・作ってみた」
など、ジャンルは多岐にわたる。その動画
投稿者にはいつも通り動画を投稿しても
らうだけでOK。動画の最後にはクイズ
があり、それがキットカットをバズらせる一
番のポイントだ。クイズの答えを集めれば
キットカットHPで「プレミア動画」という、
特別な動画を見ることができる。動画投
稿者にとっては、知ってもらえるチャンス
であり、ネスレ様にとってはHPの来訪者
数増加が期待できる。まさにウィンウィン
な企画である。

口コミが広がる手段として、Facebook
やTwitterなどのSNSはありきたりである
と考え、それ以外の手段を考えることにし
た。様 な々口コミ手段を吟味した結果、
ネスレ側が相手を選びやすい、様々な
ジャンルがあることなどの利点から、動画
投稿者が最適であると考えた。そこで、動
画投稿者をどのように活用すれば効果
的にバズが起こるか練ることにした。

動画を作るうえで、再生回数を稼ぐ
ことが、口コミを広めるための最重要
課 題と考えた。動 画 投 稿 者であれ
ば 、元々ファンがおり、一 定の再 生
回数が確保されているので、一から
動画を製作するよりも近道である。ま
た、プレミア動画見たさにクイズの答
えを集める動きは、さらに再 生 回 数
の増加に繋がると考えた。

私たちが提案する企画の内容が難し
いので、企画の流れを説明する動画
を製作し、プレゼン方法を寸劇にす
ることで分かりやすく伝わるように努め
た。また、ゼミ内以外にも他ゼミや他大
学など多くの人に聞いてもらえる機会
を積極的に利用し、フィードバックして
もらうことで、凝り固まった考え方になら
ないようにし、企画改善に努めた。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

とても難しいテーマにてこずっていましたが、企画自体はユニークなものになったと思います。
提案する仕組みがどんどん複雑なものになっていって、それを短い時間のプレゼンで伝える
ことに苦労していましたが、最終的にはうまくまとめたのではと思います。
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笑顔の写真で距離をBREAK !  キットカットバズ動画

関西学院大学　石淵順也ゼミ／木野村初、林かほり、山田亮平

日本中に笑顔を伝染させて
被災地と繋がる

日本全国、地図で見たら近いが、実際
には北は北 海 道 、南は沖 縄までかなり
の距離がある。また、災害で苦しんでい
る人たちも同じ日本人なのに、時が経つ
につれてどこか他人事のように感じてし
まう。そんな物理的・心理的距離を笑顔
でBREAKし、被災地まで笑顔を伝染
させるという企画である。Facebook上
で笑顔のアイコンを募り、集まった笑顔
の数を日本 地 図の色の変 化により、視
覚 化をする。最 終 的には、日本 全 国で
笑顔が伝染したことを動画にするのが目
的である。

ボランティアへの興味はあるが、時間
的・金銭的な問題で現地に行く人は
少ない。このままでは被災したことが忘
れられてしまうのではないか。そこで、誰
でも参加できる「SNSで被災地に笑
顔を届ける」という企画を発案。本企
画を通して、被災地を忘れてはいけな
い、被災地は忘れられていないという
気持ちを再確認してもらおうと考えた。

私たちは笑顔が広がることをバズが
起きていると捉えた。実際に被災地
にむけて最初に笑顔を届けてくれる
のはボランティア団体であると考え、
Facebookで企画概要を説明した
メッセージを送り、そこからその団体に
所属している人、その人たちの友人
へと拡散を狙っていった。

学生団体でボランティア活動をして
いる身近な人たちに、本企画の概要
を説 明し、被 災 地の人たちが何を
求めているのかということを調査して
いた。また、Facebook、Twitterな
どのSNS媒体や紙でのアンケートを
行った。そのアンケートを基に常に企
画をブラッシュアップしていった。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

今日のネタは何？ってゼミ発表の時に皆につっこまれる程、内容が変わっていったが、最終
案はバズが広まる仕組みが練られている案で、とても優れていた。考え、行き詰まり、０から考
え直す。これを何度も繰り返したことはとても貴重な経験。是非今後活かして！
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キット届く、一番近くからのがんばれ。 キットカットバズ動画

東京理科大学　大驛潤ゼミ／高橋秀悟、今井雅人、西津大地、緒方仁貴

キット届く、
一番近くからのがんばれ。

近年、家族間のコミュニケーション不足
が話 題になっている。そうした現 状から
我々はキットカットのもつ価値。「暖かさ・
繋がり・愛情」のような素晴らしいブラン
ド価値を親子のコミュニケーションツー
ルとしての活用することを考えた。企画に
参加してもらったユーザーのコミュニケー
ションにおける成功談を特設サイトで吸
い上げ、評価付けすることで評価の高い
ものは動 画にシリーズ化する。シリーズ
化した動画を他のユーザーに見てもらう
ことで新しいキットカットのツールとしての
活用方法を広げるのが目標となる。

キットカットを媒体として、バズを起こす
仕組みを作ろうと考えた。背景として、
家族内、特に【親子】の会話が減少
していることがある。アンケート調査か
ら、気難しい年代の子供に対し、両
親が応援の声をかけ辛いという問題
が多くみられた。この問題をキットカッ
トの温かみのあるブランドイメージを
用いて解消する企画を立てた。

この企画の仕組みを考えるにあたって
一番意識したことは、近年での共働き
家庭の増加や核家族化の進行など
により家族の繋がりが希薄になりつつ
あることである。バズを起こすための仕
組みとしては、店頭広告やSNS、およ
び口コミを起点にして、特設サイトから
動画を閲覧してもらい、動画の内容を
実行に移してもらうことを考えた。

企画を多くの方に知ってもらうために
Facebookページを作成し、日々の
活 動を掲 載することで多くの「いい
ね！」を集めた。そして、更新すること
でいただいたコメントを反 映し企 画
の改善に努めた。また、Sカレの製品
ページでは、企画のイメージが伝わり
やすいように画像や図を工夫するこ
とで多くの投票を集めた。

指導教員
大驛 潤先生
からのコメント

作品は創造性の点で秀逸である。CMが不安、発見、再起という体験の時系列に沿った展開
となっており、視聴者はその体験を追体験する感覚を覚える。この構成も相まって創造性につ
いて強い訴求力をもつ作品となっている。創造性に関し勉強し推敲を重ねたことが分かる。
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チョコトーーク キットカットバズ動画

四天王寺大学　天野了一ゼミ／山下紘平、山野滉貴、吉川貴之

購入した人が励ましあえる
コミュニケーションの場を提供。

パッケージの裏側に記載されているQR
コードを読み込むと、ネット上に構 築さ
れた専用コミュニティにアクセスでき、そこ
で全 国の購 入 者に自分の悩みを打ち
明けたり、相談にのってもらえたりする。
見 知らぬ色々な人から応 援メッセージ
や画像を受けることで、元気をもらい、ヒ
ントを得て、次の人生に踏み出せる。個
人と個人の連絡先を交換するような出
会い系サイトの機能はなく、励ましのメッ
セージを交 換しあうものであるため、未
成年や、老若男女隔たりなく、安心して
楽しめる。そこで生まれた感動や伝説の
ストーリーが、次のバズを起こす。

調べた結 果 、キットカットのイメージ
は、小、中学生、高校生のおやつと
感じている人が６、７割だった。さら
に、受験の励ましメッセージとらえてい
る人も多かった。そこで、誰もが持っ
ている携帯を使うことで、全ての人に
新たな機能を付加できると考えた。

キットカットのパッケージの裏にQRコー
ドを埋め込み、キットカットを買った人だ
けがアクセスできる専用コミュニティにア
クセスできる仕組みを考案した。実際に
運用できるサイトの構築は行わなかった
が、不適切な発言や個人情報の流通
を防ぐとともに、ランダムにかつ有機的に
応援メッセージがつながっていく、基本
的な仕組みのフローを完成した。

パッケージやPOPなどを使った広報
に加え、ツイッターやFacebookやア
プリや口コミで世の中に広め、年齢性
別関係なく浸透させる。拡散をした人
や、回答を多くした人には、ポイントがた
まり、抽選に参加する権利やキットカッ
トが得られる。そして、ネスレには毎月
テーマを決めていただき、そのテーマに
沿った悩みや相談をしていただく。

指導教員
天野了一先生
からのコメント

単に宣伝で売り上げ増大を目指すのではなく、商品を通じたコミュニケーションの誕生に着
目し、携帯やインターネットを活用した、新しい広告の仕組みづくりに挑戦した。とりわけ、消
費者が商品を通じて元気をわかちあうという楽しさが実現できることに良さがある。
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Ki t  SURPRISE ! ! !  キットカットバズ動画

同志社大学　冨田健司ゼミ／上田元子、川上真季、久米友夏里、

サプライズ=キットカットという
新たな文化を生み出す

『どのサプライズがグッときた？ありがと
う＆おめでとうを広げよう』という、ユー
ザーからサプライズの準備期間にフォー
カスした動画を募り、コンペ形式で優秀
作品を決定するというイベントをWEB上
で展開する。優勝者には「お返しキット
カット」としてチョコラボを贈呈する。メリッ
トとしてサプライズの思い出を動画だけ
でなく、キットカットとともに残すことができ
る。具体的に「結婚おめでとうサプライ
ズ」や「留学ありがとうサプライズ」など
を考えられる。

ユーザーに与えたい影響として、感
情 面ではキットカットは感 謝や祝 福
の気 持ちと共に贈り物として使用さ
れコミュニケーションツールとしてのお
菓子という認識を強くし、また、行動
面では「ありがとう」「おめでとう」な
どポジティブメッセージを贈る場面に
いつもキットカットが寄り添うようにした
いと考えた。

日常生活で「ありがとう」や「おめで
とう」を伝える機会は多く、アンケート
調査によると「サプライズ」という手段
で伝えられることが多いと分かった。
また、サプライズは準備期間に感動
と共感を生む要素があると考えたの
で、サプライズの準備プロセスに密着
したドキュメンタリー風の動画を企画
した。

サプライズ動画はSカレの製品ペー
ジに絵コンテを取り入れたことによっ
てイメージしやすくした。今回の動画
の企画は、現在キットカットが行って
いる40周年ありがとうキャンペーンの
ブランドイメージとマッチしており、また
キットカットの既存の取組みとコラボ
レーションすることで「サプライズ」と
いう新たな文化を生みやすくした。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

この企画は、コンペ形式での優勝の決定に面白さがある。消費者参加型のマーケティング
戦略といえ、消費者は楽しみながらキットカットを消費することができる。サプライズでの感謝
や祝福の機会は若者たちにとって多くあるため、大きなバズを起こすことが期待できる。
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Ki t  Fun  P r o j e c t  キットカットバズ動画

中村学園大学　明神実枝ゼミ／古賀未来、千代原加奈、松本子龍

KitKatでBreak Timeを
とって毎日をたのしく！！

私たちの商品はKit Fun Projectとい
う。これはKi tKa tとフラッシュモブを組
み合わせたもので、フラッシュモブとはイ
ンターネットを通じて広く呼びかけられた
人々が公共の場に集結し、あらかじめ申
し合わせた行動をとる即興の集会であ
る。突然踊りだし、曲が終わると同時に
一般人に戻り解散するのがお約束だ。
このKit Fun Projectで見る人をリズ
ミカルなダンスで驚かせ、楽しむことを提
供し参加型なのでKitKatと人とのつな
がりを生み新しいBreakを起こそうと考
えた。

Break  T imeというメッセージ性と
動画そのものの面白さを取り入れた
かったので、誰もが見て楽しくなるよう
な動画を考えた。KitKatという名前
はテンポの良さが魅力なので、このリ
ズミカルさを連想させるものはないか
と考えたのだ。そこで現代のリズミカ
ルさであるフラッシュモブを提案する
ことにしたのである。

私たちが考えた動画の内容は、次のよう
な段階で進む。一人がKitKatをお店か
ら買って出てくる。そして袋を開けKitKat
をパキっと割ると周りの数人が踊りだす。
曲が終わると踊っていた人たちは何もな
かったように解散する。この動画を巻き戻
すと踊っていた人たちがKitKatを食べ
ていたという場面になり、楽しく踊れた原
因はKitKatを食べていたからとなる。

このテーマの場合、商品として形がある
わけではないため、どのようにネットで広ま
るかが主体となった。フラッシュモブは参
加型のため、参加者はKitKatのホーム
ページから参加を希望し、体験談などを
SNSに投稿する。また、フラッシュモブをそ
の場で観覧した方はSNSに投稿し、ネッ
トで動画を閲覧した方はシェアや動画
に関してツイートすると想定した。

指導教員
明神実枝先生
からのコメント

これまでのKitKat理解を分析しつつ、若い感覚でKitKatとフラッシュモブの組み合わせを発想し
たことは面白い。応援や休憩などはっきりした目的のない、退屈で単調になりがちな日常の場面にこ
んな楽しい変化があったらいいなと思う。KitKatならではのユニークさの探究が課題だった。
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居眠りする自分 BREAK ステーション キットカットバズ動画

近畿大学　廣田章光ゼミ／大野拳、小銭早織、山田翔磨

やる気を継続させる環境づくり

居眠りする自分BREAKステーションは
やる気を継続させる環境づくりができる
参加型広告である。内容は、街中にパ
ネルとプロジェクターを設置。そしてその
パネルに大 学 生にありがちな「 大 事な
シーンで居眠りする自分」を表現した動
画を壁に投影する。動画にはガイド音声
をつけ、それに合わせてBREAKすると
動画と参加者の動きが連動するしくみに
なっている。動画の最後には宣言できる
場が作られており、人前で宣言すること
で居 眠りしにくい状 況を作り出す。その
宣言をSNS上にアップすることにより、友
人からの応援も期待できる。

バズを起こす為に必要なSNSを最も多
く使用しているのは学生。その調査結
果から学生に焦点を絞り、居眠りしてし
まう環境で気が緩みやすい大学生を
ターゲットに置いた。さらにバズが起こる
要素の調査を行い、「レアな体験・参加
したいもの・宣言や応援」の3つを発見
した為「BREAK」と関連した実際に
体験できるものを作成しようと考えた。

パワーポイントのアニメーションを使用
し、大学生が大事なシーンで居眠りし
ているスライドを作成。そしてプロジェク
ターを使い、壁に映し出す。また3・2・
1ブレイクという音声を付け加え、居眠
りする自分をBREAKするタイミングを
合わせやすくした。最後に居眠りはしな
いと宣言する場を作ることで、やる気を
継続させる環境を実現する。

この企画が実現した際は、目立ちたが
り屋の学生がリードユーザーとなり、
参加・見てやりたくなった人・見て楽し
む人・人の集まりに気になった人が段
階的に集まることで、新たなキットカット
のイメージの認知を多くの人に行える。
また、参加者・傍観者ともにSNSへ投
稿したくなるようになるため、その場にい
ない人に対しても認知が可能である。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

嫌な自分をつくる嫌いな習慣は周り人々自身にとっても嫌な習慣である場合が多い。バズの
発生に必要な共感につながるこのタイプの習慣に注目したことが企画のすばらしいところ。共
感からバズという行動に結びつける部分に提案によって高いレベルの企画にすることできる。
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ぱんぴー大集合～キットカットが大好きだから、、、～ キットカットバズ動画

東北大学　澁谷覚ゼミ／久保庭隆行、後藤勇人、中村祐季

みんなでキットカットの
新たな歴史をつくろう！

キットカットは日本上陸４０周年を迎え、
今まさに歴史のＢｒｅａｋにいると考え、歴
史のＢｒｅａｋ！みんなでキットカットの新た
な歴史をつくる、というコンセプトを掲げ
た。このことから、ぱんぴー大集合～キッ
トカットが大好きだから～というプロジェ
クトが生まれた。私達の企画の概要は、
一般の方々から動画を募り、その動画を
基にＣＭを制作するものである。このプロ
ジェクトのフローは、企 画 告 知 、募 集・
制作、ＣＭ放送、アップロード、オンライン
という流れで進行して行く。

この４枚の写真の中で、最も目につく
写真はどれだろうか。恐らく、左下の
写真が目についた、という方が多い
だろう。現在のＣＭは作り物感が強
い中、この企画特有の素人感・親し
みやすさが、このＣＭを引き立たせて
くれるはずだ。また、初 見での驚き・
意外性が、友達・家族・知り合い同
士での話のネタに変わるだろう。

一般の方々から動画を募り、その動画
を基にＣＭを制作する。募集に関して
は２つの部門を設ける。一方は、課題
部門、これは指定の動き、もしくはフレー
ズを撮影した動画を募集する部門で
ある。もう一方は、フリー部門、これは
キットカットに関連した、自由な動画を
募集する部門である。多数の投稿動
画をつなぎ合わせてＣＭを製作した。

プロジェクトの進行、①企画告知段
階 ②ＣＭ放送段階、に置いてバズ
の相 乗 効 果を生みだす。まず企 画
告知後、身内・友達間での口コミが
生まれる。さらにＣＭ放送後、ＣＭ閲
覧者間での口コミに加え、出演者を
中心としたシェアが行われることで、２
段階でのバズを引き起こす。

指導教員
澁谷 覚先生
からのコメント

この課題の難しさは、（１）バスが起きるか否かは完全にアンコントローラブルな事象であるこ
と、（２）提案するプロモーションがキットカットでなければならない必然性をどのように確保す
るか、という２点につき、ゼミ生はたいへん苦労した。プレゼンは完璧であった。



就職活動に役立つWEBコンテンツ

株式会社マイナビ

就職活動は以後の人生を左右します。就活生の抱える様々な不安

は、隠れたニーズと考えられるでしょう。そんなニーズをしっかりと汲み

取る提案をしています。

制作は、就職・転職・進学情報の提供や人材派遣・人材紹介、そし

て雑誌・書籍の出版などを手広く手掛ける「マイナビ」がサポート。
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YOUR BEST ENTRY SHEET 就職活動Webコンテンツ

同志社大学　冨田健司ゼミ／金善英、朱丹、藤宮鈴子、

就活生が自分にとって最高の
エントリーシートを作成する

YOUR BEST ENTRY SHEETは、
就活生にとって最高のエントリーシート
を作 成するためのコンテンツである。自
分のエントリーシートを作成し、提出する
事によって、他の就活生のエントリーシー
トを参 考に見ることが出来るシステムで
ある。また、投稿した際には特典として、
期間を区切り抽選でプロに添削してもら
えるというコンテンツもある。ｍｙ ページ
では、いつどの業界に投稿したのかをみ
る事が出来る。そして、いいね数に関して
は他者が自分のエントリーシートを見て
いいと思った場合は、いいねとつける事
が出来る。

Webを使ったテーマであったため、誰
もが気軽に使え、便利だと思ってもらえ
るコンテンツにしたかった。一対一のイ
ンタビューを行い、何が求められてい
て、どうゆうビジョンを持ち就職活動を
行っていたか探索的調査を行った。そ
こで回答が最も多かった、「ESをもっ
と向上させ、自信の持てるものにした
い」という点に重きをおき、作成をした。

試 作 品ではなく、企 画 案の提 出で
あったため、パワーポイントにイメージ
図を複数挿入した。細部までイメー
ジしやすいよう、一つ一つに説 明を
加えた。企画案を公開して現役の学
生に意見をもらい、より使いやすく、よ
り見やすいようなレイアウトに改良を
重ねていった。

Sカレの製 品ページに画 像を使 用
し、閲 覧 者に製 品をわかりやすく伝
えられるよう構 成を工 夫した。また、
SNSを活用することで製品ページへ
誘 導した。その他にも、ターゲットで
ある就活生の意見を頂くため、多く
の学 生にインタビューを行い、聞い
た意見を元によりよい内容に改善し
た。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

このコンテンツは就活生の不安を解消してくれる優れたものと言える。他人のESを閲覧する
ことで、自分のESを改善できるだけでなく、自らの就活に対する取り組み方や姿勢なども確
認することができる。これにより他人の模倣よりも差別化に気を配ることができよう。
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wor r i d (ウォリッド)  就職活動Webコンテンツ

関西大学　岸谷和広ゼミ／大西啓介、齋藤紀香、徳岡幸

スマート就活
～就活の不安０へ～

就活に関する不安(wor ry )を取り除く
(r id )コンテンツがworr idである。就活
を終えた４回生にアンケートを実施、就
活のSTEPごとのアドバイスを募集し、そ
れらを成功談、失敗談に分けて表示し
ている。また、自分の属 性 、気になる業
種を選択することで、より自分に合ったア
ドバイスに絞り込むことができる。更に参
考になったアドバイスに投票することがで
き、アドバイスは投票数の多い順に並ん
でいる。これらの機能により、参考になる
アドバイスを見つけやすくなっている。

就 活を控えた学 生の多くが就 活に
対して不安を抱えていることが調査
によってわかり、その不安の内容も人
によって様々なものがあった。そこで、
様々な先輩のアドバイスを簡単に見
ることができる機能をもつコンテンツが
あれば不安解消につなげることがで
きるのではないかと考え、このコンテン
ツを企画した。

実際のwebページのデザインを自分
たちで研 究し、利用者が見やすく、
且つ具体的な機能が一目でわかる
ようなデザインを追求した。STEP、
性別、文理、業種に分類することで
就活掲示板にはない見やすさを実
現した。また、就 活を終えた先 輩 方
の意見も参考にしながら、就活に役
立つ機能を付け加えた。

Ｓカレの製品ページに文字だけでな
く、画像をたくさん使用し、見やすい
デザインを追求することで、出来る限
りコンテンツの詳 細なイメージを掴
んでいただけるよう心 掛けた。また、
Twit terやFacebookで製品のア
カウントを作成することで製品ページ
への誘導と投票を呼び掛けた。

指導教員
岸谷和広先生
からのコメント

現代においては、就活のアドバイスをしていた上位回生との関係が希薄化し、それに代わる就
活の掲示板は数多くあるが、膨大な情報から適切な情報を集めることは難しい。worridはそ
れを解決し、検索や編集の工夫、アドバイスの収集方法まで考え抜かれた提案となっている。
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My CLASSMATE 就職活動Webコンテンツ

立命館大学　吉田満梨ゼミ／市川翔馬、立田友子、畑口優香

リアリティ溢れる就活を

就 職 活 動は短 期 決 戦 化しており情 報
量の差で就職活動が大きく左右される。
インターネット上にはあらゆる情報が溢
れているが、情 報ソースが不 明 確であ
り、就 活 生を却って混 乱させる現 状で
ある。調 査の結 果より、就 活 生には「リ
アルな情 報を聞きたい」というニーズ、
企 業 側には「 採用にはインターンが重
要である」というトレンドがあることが判
明した。ここからリアルな情報をインター
ン生のインタビューから入 手する「 M y 
CLASSMATE」が誕生した。内定者
でも先輩でもない、同年卒のインターン
経験者ならではのリアリティ溢れる情報
コンテンツである。

探索的調査では、就活生４３人に対し
て調査を行った。結果、インターン経験
者の情報に価値があることが分かった。
マイナビ(インターンシップ版)のインター
ンシップ掲載数は昨年の１．８倍になっ
ており、また、企業の公式採用ページや
FBページにはインターン生の声が掲載
されていて、採用においてもインターンが
重視されていることが判明した。

ユーザーインターフェースを分かりやす
く、見えやすいように工夫した。提案する
のはWEB上のコンテンツであり、複雑か
つ堅い形式での表示にしてしまうと、就
活生にストレスを与えてしまうと考えた。そこ
で「My CLASSMATE」という商品名
の通り、クラスの友人に話を聞いている
感覚で情報収集をしてもらえるように、教
室をイメージしたデザインを起用した。

この商品のターゲットは就活生である。
制作者の私たちこそがターゲットであるた
め、自分たちの周りの学生を中心に商品
のアプローチをした。検証的調査もふまえ
た上で、就活生の声を聞き取りながら、
商品の説明をすることで、投票数を確実
に増やすよう工夫した。このような形で、
私たちはFACE to FACEのアプローチ
を心がけて販売促進を行った。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

実際の就職活動がまだ分からない中で、誰に対し、どのような便益を実現するコンテンツにす
るかを、最後まで悩んだチームだったと思います。１人１人のポテンシャルが高いメンバーであ
るため、それぞれの能力を上手く発揮できれば、より力のある提案になったかもしれません。
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マイナビ就活学院 就職活動Webコンテンツ

横浜市立大学　斉藤毅憲ゼミ／菊地亨介、田中駆、吉岡佑樹

体系化された就活セミナーで
勝てる就勝生へ

マイナビ就活学院は大学１～３年生を
ターゲットとした就活セミナーである。企
業が 就 活 生に求める３つの力「 主 体
性」、「実行力」、「発信力」を養うのが
主な目的である。最大の特徴はセミナー
が3年間でひとつのカリキュラムにまとめ
られている点である。ひとつのカリキュラ
ムにすることで、これまでの散発的なセミ
ナーよりも学習効果を高めることができ
る。また、就活生の「就活をいつ、何から
始めていいかわからない」という不安も
解消できる。

就 活 生をターゲットとするので、就
活を終えた4 年 生にグループインタ
ビューを実 施した。そこで「セミナー
が多すぎていつ参加すればいいかわ
からなかった」、「ひとりで就活のこと
を考えていると不安になる」、「自分
が企業に求められるような人材なの
かわからなかった」という悩み・ニー
ズが出てきた。

W e bコンテンツということもあり、試
作品は求められなかったので、実際
に3年間で「主体性」、「実行力」、
「 発 信力」を養えるようなカリキュラ
ムを作成した。1年生でも始めやすい
ように最初はキャンパスライフデザイ
ンなどを織り込み、徐々にそこからプ
ログラムを深化させていった。

文面だけでは伝わらないセミナーの
雰 囲 気などを表 現するため、製 品
ページやプレゼン資料に写真を多く
入れた。また、SNSを活用したり、実
際に商品概要の説明を行ったりして
PR活動を行った。これによって就活
を控えた3年生だけでなく、ターゲット
になる１～２年 生にもP Rを行い、一
定の評価を得ることができた。

指導教員
斉藤毅憲先生
からのコメント

マイナビ就活学院は、プレキャリア教育の体系化であり、大学にとっても極めて参考になる
提案であるが,Webコンテンツの面では若干弱さがあったかもしれない。
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スマートバイブル～あなたの未来は手の中に～ 就職活動Webコンテンツ

兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ／西口祥太、中牟田華、堤佑里子

就活のスキマ時間を
有効利用できるWebコンテンツ

この製品はマイナビ社既存のマイナビカ
レンダーを活用し、就職活動におけるス
キマ時間を、より効率よくすごすことでき
るWebコンテンツである。予定、説明会
等、就職活動に関する情報が一つにま
とめられている。機能はテンプレートに写
真をはり付け、自分で入力し、情報を管
理するものである。また、スケジュール欄
には説明会やセミナーの開催日が登録
されている。さらに、企業の情報がまとめ
られているので、ES作成時にも役立つ
製品である。このようにシンプルで手軽に
使えるため、より多くの学生が利用できる
ものになっている。

製品企画にあたり、就活を終えた人
にアンケートやインタビューを行なっ
た結果、多くの人がスケジュール管
理で苦労していたことがわかった。ま
た、説明会等、いつあるか把握でき
ていなかった人や、ESに関しても多
くの時間を要するため大変だったと
いう声が多く、そこからヒントを得て製
品アイデアを生み出した。

イメージしやすいように、1つずつの
手順を細かく画像で用意しプレゼン
を行った。また既存のマイナビカレン
ダーを活用したものなので、実際の
マイナビ上のページに当てはめた画
像を用意した。さらに、このコンテンツ
がどのように日常生活で使われるか
イメージしてもらうために、ショートムー
ビーを作成した。

空想生活の製品紹介のページは一
目で見てすぐわかるように、製品の機
能、メリット等を端的に表現し、図や
カラーを使用することを心がけた。ま
た、Facebookやtwitter等SNSを
活用し、就職活動を終えた4回生や
これから就職活動を控えている3回
生に拡 散し、製 品 紹 介のページに
誘導するようにした。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

身近な先輩やOB・OGへのリサーチをもとに、就活のスキマ時間を有効に活用するという点
に着目したWEBコンテンツである。面接スケジュールやES管理はもとより、クーポンやオフイベ
ントの開催などを既存メニューに付け加えるなど継続的に使えるアイデアがユニークである。
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Our Nav i  ～情報交流掲示板～ 就職活動Webコンテンツ

上智大学　小阪玄次郎ゼミ／石井嵩拡、原口裕一朗、牧敬三

情報交流の場を提供する。

「Our Nav i」は、就活生同士で情報
を共有することで、就活に対する不安を
払拭するためのコンテンツである。タイム
ライン上には検索機能を設け、本選考と
インターンの情報を瞬時に識別できるよ
うにし、ストレスフリーな情報収集を可能
にした。またインターフェイスの面では、書
き込み、タイムライン、検索と３つの要素
のみで構成し、わかりやすく、見やすく、
使いやすい設計を心掛けた。好きなとき
に手軽に情報を得ることができる強みを
生かし、就活において最後まで利用でき
るコンテンツである。

コンテンツが掲示板形式ということで、
誹謗・中傷の書き込みがされるので
はないかという問題が考えられた。そ
こで、「違反報告」というボタンを作
り、５つ貯まれば、自動的に非表示に
なるというシステムの導入を考えた。ま
た、インターフェイスも青を基調とした
見やすいものとした。これらにより、ユー
ザーが快適に利用できるものとした。

企業様から試作品の製作ではなく、
具体的な企画案のみの提出を求め
られた。そのため、一目で実 際の使
用シーンが想像でき、且つ具体的な
機能が伝わるよう細部までこだわっ
た企画書を作成した。瞬時にイメー
ジが浮かぶように文を短くまとめ、イラ
ストもわかりやすいものを取り入れた。

Sカレの製品ページには、シンプルな
画像を使用し、閲覧者に製品をわか
りやすく伝えられるよう構成を工夫し
た。また、FacebookやTwi t t e rを
活用することで製品ページを多くの
人に見ていただけるように尽力した。
さらに常に更新を心掛け、アンケート
に協力していただいた就活生のアイ
デアを可能な限り取り入れた。

指導教員
小阪玄次郎先生
からのコメント

掲示板というアイデア自体は斬新ではないかもしれないが、極力コストをかけない、という観
点から考えを積み上げている論理性はある。掲示板のトピックをもう一段絞り込んだサービ
スにして、マイナビの本業に悪影響を与えないよう留意すべきであったところは悔やまれる。
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Touch i ng  a  f o o t p r i n t s  就職活動Webコンテンツ

流通科学大学　清水信年ゼミ／西貴史、安田健志、上田直樹

就活準備につまずく
業界研究を改善

エントリーシートによく出題されるテーマ
として自己PRや志望動機、職業観・価
値観などがあり、それらを入力することの
できるページを作成する。このページは
他者でも閲覧可能なものである。そして
集まったデータを志望する業界ごと、ま
た自己PRや志望動機、職業観・価値
観などのテーマごとにわけ、それらをまとめ
たフォルダを作成する。このフォルダの中
に蓄積されたデータを閲覧できるように
することで就職活動に不安を抱いている
人、戸惑っている人、また何をすればよ
いのかわからない人たちに役立ててもら
おうというものである。

就職活動の出発地点としてあげられ
るものは、「自己分析」「業界研究」
「大学の就職ガイダンスに出席」す
るなどがある。「自己分析」「大学の
就職ガイダンスに出席する」の二つ
はよくできているが、「業界研究」が
曖昧であったり、きちんとできていない
ようである。

WEBコンテンツであるので、コストパ
フォーパンスや実 現 性を考 慮した。
考案したコンテンツは情報量が多い
ものになっているので、いくつかのフォ
ルダにジャンルごとにまとめてわけるこ
とで、目的のものを容易に探し出せる
ように工夫することで、使い勝手の良
さの向上をはかった。

考案したコンテンツを知ってもらうた
めに、直接学生の人たちにコンテン
ツの詳細を説明する。また、企画案
を見てもらい良いものができるように
アドバイスをいただき、構成に気を配
り、わかりやすさを追 求するなど、考
案するコンテンツが充実したものにな
るよう心がけた。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

まだ就活を経験していない段階で、このテーマに取り組むのは苦労が多かったと思います。
でも何とか企画に仕上げることができた点を、大いに評価すします。これから始まる就活本
番に、この経験はきっと役立つと思います。
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STEP  UP  企業研究 就職活動Webコンテンツ

関西学院大学　石淵順也ゼミ／浅野実沙希、田中英智、服部裕紀

フォーマットを更新し、
理解に磨きをかける企業研究

企業研究に焦点をあて、決まったフォー
マットによる管 理 型の企 業 研 究コンテ
ンツを考 案した。企 業ＨＰや会 社 説 明
会で記入できる「らくらくフォーマット」と

「じっくりフォーマット」、ＥＳや面 接など
の選考時期でも利用できる「選考フォー
マット」を設けることで、ステップを踏み

“ 企 業 研 究の質が向 上 ”すると共に、
“考える力が成長する”ベネフィット（便
益）を提供する。さらにじっくりフォーマッ
トを記入することで、自分独自の志望動
機が明確になるコンテンツとなっている。

私たちは写 真による観 察 法により
“ 企 業 研 究をした情 報の置 場に困
る”、また定量的調査より“企業研究
の仕方がわからない”という２つの生
活課題を見出した。その課題を解決
する為に、決まったフォーマットに入
力することで企業研究の仕方がわか
り、情報を効率よく管理するコンテン
ツとした。

コストをできるだけ低くする為、決まっ
たフォーマットを作成した。考えずに
記 入できる比 較 的 簡 単な「らくらく
フォーマット」、成し遂げたいことまで
落とし込むことで志 望 動 機が明 確
になる「じっくりフォーマット」、選 考
時期で得た新しい情報を記入できる

「選考フォーマット」をそれぞれ考案
した。

私たちはＳカレの製品ページにコンテ
ンツのホーム画面だけでなく、フォー
マットの具体的項目まで可視化する
ことで、自身が企 業 研 究するシーン
のイメージを持てるよう構成した。調
査結果を根拠に、就職活動を経験
していない学生に対しても、その実態
を把握できるような文章にしている。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

1位本当におめでとう。就活生にとって実用性が高く、製品化の実行可能性も高いところ
が優れていると思う。着実に案を改良し最終案に辿り着いたプロセスに加え、最後のプレゼ
ンも素晴らしかった。3人の努力と創造力が詰まったこの案をぜひ製品化してほしい。
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SNS就活スケジューラー 就職活動Webコンテンツ

東京理科大学　大驛潤ゼミ／加藤サトシ、伊藤雅則

就職活動に役立ち、
かつSNSの要素を取り入れたもの

基 本 的な機 能はスケジュール帳 機 能
である。スケジュール帳に面接、説明会
の日程を記入できる機能をもつ。カレン
ダー形式のページにユーザー自身が登
録した企業の予定(面接や説明会など)
が表示される。このときコンテンツ側が内
容をWEB上で分析し、ユーザーに向け
てお勧め企業を表示できる機能を付加
してある。コンテンツ側が企業詳細を作
りそのページの内容はユーザー自身が
編集できる(SNS機能)ものとする。編集
できる内容は非公開の面接日程とタグ
付け(飲食、SE等の業種を指定)の2つ
である。

探索的な調査として、14年に卒業する50
人の企業内定者に「就活時に苦労した
事」や「こんなツールがあれば就活を有
利に進められた」などのアンケートを実施
した。その結果、就活生が求める機能や
要望を下記の3つに絞ることができた。
1.日程をまとめる手帳がほしい 
2.志望企業の見落としをなくした 
3.業界の規模が知りたい

この段 階では、スケジュール機 能を
付加する予定ではなかった。そのた
め、企 業の詳 細ページの機 能しか
持っていない。この段 階ではS N S
機能を取り入れる事が重要だとメン
バー内で意見が一致したため、タグ
付けや日程を編集する機能がコンテ
ンツのメインとなる予定であった。

この製品はWEBコンテンツであるため
に実際の製品の作成は企業側にお
任せすることになる。このため、視覚的イ
メージに具体性を持たせることを極力
避け、出来るだけわかりやすく簡潔に
文字で機能が伝わるようにした。そして
SNSを活用して製品ページの宣伝を
行い票の獲得に努めた。結果として投
票数を12票も獲得することができた。

指導教員
大驛 潤先生
からのコメント

応募作品の意図は、就活情報を入力すれば、Web手帳がスケジュール分析し、リコメン
ドする『 共創価値システムの創出』にある。就活生のやりがい意識を醸成する機能に加え、
“インセンティブ促進”のためのリコメンドや管理に至るまで、その発想力は高く評価できる。
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マッチングme♡ 就職活動Webコンテンツ

近畿大学　廣田章光ゼミ／上浦晃司、香山愛、松本幸子、知花みなえ

自分にあった就職

『マッチングme 』は自分の気になるキー
ワードを当てはめるだけで、今までに出
会ったことのない企業に出会うことがで
きる。企業分析の際に、企業名で企業
を選 択しがちな人や業 界を絞りがちな
人に幅 広い視 野で企 業 分 析を行って
もらうために、項目をチェックすると、その
項目にマッチングした企業の『キャッチフ
レーズ』が表示される仕組みになってい
る。『キャッチフレーズ』で企業を選択す
ることから、先入観なく企業を見ることが
できる。項目は自分の好きなことと、企業
に求めることを掛け合わせることから、自
分にあった企業に出会える。

独自アンケートから就活生の不安は企
業分析にあると分かり、就職活動経験
者に企業分析についてのヒアリング調査
を行った。企業分析を業界関係なく幅
広く行った人は、就職後に自分にあった
就職ができたと回答する人がいた。業種
を絞らず今までに出会うことのなかった
企業に出会うことが、自分に合った就職
に近づけるのではないかと考えた。

項目はクリックしやすいように挿絵と
共に表示し、使い手が自由に検索で
きるようキーワード検索機能も取り入
れ、実 際のコンテンツの構 成を考え
た。就活生に何度もコンテンツ図案
を確認してもらい操作性の向上に努
めた。デザインも着手しやすいかわい
いデザインを取り入れ、企 業との出
会いを楽しんでもらう工夫を施した。

SNSを主に活用し、特に私たちは企
業 F a c e b o o kページの『いいね！』
機能に着目した。マッチングmeで出
会った企 業ページの全てに『いい
ね！』ボタンを設置し、出会った企業
がいいと思ったら『いいね！』を押して
もらう流れを作りFacebookで拡散
する。またＳカレページで商品が伝わ
りやすいページ制作をした。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

「知っている企業」が志望する理由になりがちな就活傾向と、「たまたま空いているから並ん
だ企業ブース」が自分のしたい仕事につながることがある現象をうまく結びつけた企画。学生
の視界を広げるマッチングを行うための具体方法までできればさらに魅力的な企画になる。
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1からの学生生活

株式会社碩学舎

学生生活では、自ら考え、行動しなければなりません。しかし、実際に

何をすれば良いかわからない。そんな迷いを照らす、道標のような本を

提案しています。

商品化は、「1からシリーズ」や「SBJ（碩学舎ビジネスジャーナル）」

などのビジネス書籍・双書、教員支援書籍などの出版に携わる「碩学

舎」がサポート。

パッションフルーツ

［1からの学生生活～行動がモチベーションに伴っていない学生へ～］

MAG［イラストで解説！学生生活］

シューイチ［1からの学生生活～en女子になろう！～］

チーム小阪［1からの学生生活］

チーム学生生活［企む大学生］

マイマイ［1からの学生生活  大学生活×きっかけ］

チームローニーズ［1からの経営学部］

チームSUN［1からの学生生活～影響力から見る学生生活～］

グラッシーズ［学生生活を劇的に変える10の法則］

HL［1からの学生生活］

ECL［1からの学生生活～学ぶとは何かを考える～］
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1からの学生生活～行動がモチベーションに伴っていない学生へ～ 1からの学生生活

立命館大学　吉田満梨ゼミ／岩井宥樹、尾崎仁英、藤井洪至

モチベーション取扱い説明書

やりたいことを、行動に移せているだろう
か。モチベーション、つまりやる気を起こ
させる内的な心の動きだけが高く、実行
動がそれに伴っていない学生が本書の
読者になることでモチベーションと実行
動の一致を体験できる。電子書籍とい
うことで、仕組みとしては実際に読者の
モチベーションを言語化し記録をさせる
ワークを行う。それを無くして次の章を読
むことはできない、というものである。本書
は読者に対して半強制的なアプローチ
をとることで普通の書籍では味わえない
読書体験を提供する。

社会で活躍されている方 と々話をして
疑問に思ったことがある。それは過去
の失敗を、「そんなこともしたなぁ。」と楽
しそうに話していたことである。失敗は
楽しいのか。古代ギリシアの哲学者タ
レスは「人生で一番楽しいことは目標
を立てて挑戦すること」と語った。身近
な例で考えたとき、やりたいことを語る
だけの学生が多いことに気づいた。

企業様からは50p分の文章執筆を求
められていた。その中で電子書籍を通し
て我々のコンセプトを実現させるために、
自己啓発本を中心とした書籍を読み、
学生に強く響きそうな言葉を選び、文字
の大きさ、文章の長さをより確実に学生
が影響を受ける形としている。ワークは
To Doリストの様にし、シンプルで誰でも
すぐできると思わせる形を目指した。

Sカレ製品ページには、大会が始まっ
てから早めに商品紹介内容をアップ
することで、我々より後に商品内容を
アップする学生などの間での認知度
を上げるようにしていた。商 品 紹 介
の際には内容はもちろん、実体験を
伝えることで、より興味を引いてもらう
ようにしていた。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

社会人へのインタビューや、グループでの議論を通じて、そもそも「学生生活において何を
目指すべきなのか」という問題を、じっくり検討したグループだったと思います。具体的な書
籍の中身をもっと早くに検討できていたら、実現性の高い提案になっていたかもしれません。
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イラストで解説！学生生活 1からの学生生活

中京大学　坂田隆文ゼミ／福岡慶子、鈴木志穂、間瀬戸安菜

“学生生活の充実とは”について
イラストを用いて解説

私たちは、学生生活の充実＝将来の自
分への投 資と定 義し、“ 充 実した学 生
生活を送るためには”についてターゲッ
トがイメージしやすいようにイラストを用
いて解説した。学生生活を具体的にイ
メージできていない、大学入学前の高校
３年生と大学入学直後の大学１年生を
ターゲットに、高校と大学の違いから始
まり、充実させるために学生生活で注力
するものを見つけてほしいという話を盛り
込んだ。また、卒業後を見据えて身に着
けてほしい力などについても触れ、学生
生活の重要性についてイラストを用いて
理解しやすい内容になるよう工夫した。

コンセプトを決めるために、大学１年
生102人に「学生時代に頑張りたい
こと」について探索的調査を行った。
その結 果 、学 生 生 活に具 体 的なイ
メージを持っていない事が分かり、そ
れを解決する方法を考えるため、現
役大学生に「どのように学生生活を
過ごしているのか」を調査した。

試作品は、イラストを手書きして制作
した。読み手にとって固いイメージを
持たずに、時間がない時にもパラパ
ラとイラストを読むだけで気軽に内容
が理解できるように工夫をした。他に
も図やイラストを用いることで、文字だ
らけという印象を与えない書籍に仕
上げた。

私たちが提案する書籍は大学案内
や、パンフレットなどに紹介してもらい
販売につなげていと考えている。また、
大学ホームページに商品紹介を載
せることで、ターゲット顧客の目に触れ
るようにしたい。私たちだけの実体験
ではなく、他の経験もしている大学生
の意見を集め、幅広く興味を持てるよ
うな内容に仕上げることに努めた。

指導教員
坂田隆文先生
からのコメント

独自性を出すために多数のイラストを自ら作成した点は評価に値します。とはいえ、読者が
本当に求める情報を詰めることができたかというと疑問が残ります。読者に対してどのような
価値を提供するのかについて議論が深まると一層魅力的な本になったでしょう。
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１からの学生生活～en女子になろう！～ 1からの学生生活

兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ／穴田恵美、岡七海、岡田真侑

“Enjoy+女子＝en女子”に
なれる電子書籍

この本は、大学入学前の女子高生と新
入生をターゲットとし、“en女子”＝何か
夢中になれる物 事があり充 実した日々
を送る女 子 大 学 生を目指すための電
子書籍である。授業、部活、サークル、
アルバイト、遊びなど学生生活における
様々なシーンを体験談や写真を用いて
リアルに紹介するページのほか、“自分
だけのen女子像”を作るために自分で
書き込めるページを用意することで個性
も大 切にする内 容になっている。また、
Facebookに全国の大学生が参加す
るコミュニティを作り、リアルタイムにコンテ
ンツを作成更新する。

１からの学生生活というテーマに沿っ
て高校生にアンケートをとったところ、
大半の高校生が大学生活について
無知で不安であるとの回答を得たた
め、リアルな大学生活を知ったうえで
自分の理想の大学生活を模索できる
商品を目指した。またメンバー全員が
女子であることからターゲットは大学
入学前の女子高生、新入生にした。

実際に周りの先輩や友人にインタビュー
を行い、様 な々経験談を聞いた。ページ
作成にあたり、写真やグラフを用い、雑
誌みたいに見やすく、読みやすくなるよう
に心がけた。人によって様 な々経験があ
るので、個性を消さないようにした。また、
現役大学生が参加する「みんなでつく
る本」という企画なので、Facebookでグ
ループを実際に作った。

商品自体の親しみやすいイメージに
合わせて紹介ページも楽しそうな雰
囲 気にした。また商 品がまだ広く普
及していないものであることから利用
シーンの写真を掲載したり、表紙に
スマートフォン風のデザインを用いた
りすることで、閲覧者に電子書籍をよ
り具体的かつ身近に感じてもらえるよ
う工夫した。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

大学生活に対する不安。多くの新入生が抱える問題に対して、現役大学生の目線で情報を
伝える女子学生向けコンテンツである。電子書籍の特性を活かし既存の学習本にはない新し
い出版の仕組みを提案した。1からシリーズとの連携で、より充実した大学ライフが送れそうだ。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 013 127

1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

１からの学生生活 1からの学生生活

上智大学　小阪玄次郎ゼミ／田村ミッシェル、片岡由実、田井竜之介、川崎拓海

４人の先輩たちから学ぶ
十人十色の学生生活

これからキャンパスライフを夢見る高校３
年生や、大学入りたてで右も左もわから
ない新 1 年 生を対 象に、筆 者である現
役大学生たちの生活を紹介する書籍で
ある。筆者たちが先輩として後輩に伝え
たいことは、まず、大学生活にはさまざま
な要素があるが人によって何に重点を
おくかは違うということ。またもうひとつ、自
分にとって最も価値があると思える何か
１つのことに一生懸命になることが、充実
した大学生活での鍵であるということで
ある。自分なりに何に価値をおいた大学
生活を送りたいのかを考えるきっかけとな
る書籍である。

１からの学生生活ということで、これか
ら大学生活をはじめようとしている人
に向けて現 役 大 学 生として助 言を
与えるような書籍にしたいと考えた。
自分なりに最も関心が持てる事柄に
集中することで大学生活が充実する
という内容にするため、あえてチーム
メンバーそれぞれ全く違う大学生活
を描くことにした。

５章立てで５０ページの試作品をPDF
で提出することを求められた。チームメ
ンバーそれぞれが１章ずつ担当し、それ
ぞれの個性を重視したためレイアウトを
あえて統一せずに製作した。それぞれ、
読者がイメージをしやすいように画像を
いれるなどの工夫をした。また電子書
籍のメリットを活かすため、目次から各
章へのハイパーリンクを挿入した。

Sカレの製 品ページに画 像を使 用
し、全体の内容をわかりやすく伝えら
れるような商品説明を工夫した。ゼミ
内での意見交換や後輩への聞き込
み調査により、内容を改良することも
あった。また、SNSやメーリングリスト
を活用した宣伝によって、Sカレの製
品ページに誘導した。

指導教員
小阪玄次郎先生
からのコメント

大学入学後の体験記で比較的短い分量のものはいたるところにあるが、特定の一人の
入学後の体験を長く記述した読み物はそれほどないので、着眼点は面白い。全体の統一
性、テーマ性をどう設定するかが最後まで悩みどころだった。
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企む大学生 1からの学生生活

一橋大学　松井剛ゼミ／井上恵夢、佐藤あゆみ、松原悠

企む大学生。

やりたいことはたくさんある。でもそれを実
現できない。そんな悩みを抱える大学生
に充実した学生生活をプレゼントするの
がこの商 品である。大 学の先 輩など身
近な事例から企画のおもしろさを実感し
ていただき、読者のみなさんにも実際に
「企画日記」を書いていただく。電子書
籍のメリットを生かし、先輩の事例を書き
手から追加していけること、日記を毎日書
き込み読者が内容を蓄積していけるよ
うになっている。この本を読み充実した4
年間にしていただきたい。

現在の大学生はどんな悩みを抱えて
いるのか。私たちは「やりたいことは
あってもそれを行動に起こせない。」
という仮説をたてた。アンケートやイン
タビューを行った結果、多くの大学
生が同様の悩みを抱えていることが
わかった。そこでこのような学生に「や
りたいことを行 動に起こすための手
助けをする本」を作りたいと考えた。

本の表 紙を見ただけで内 容が 伝
わってくるメッセージを考えた。実際
に本を書くときにはインタビューの内
容を主張に交えた。こうすることで読
みやすい内容になっている。また「企
画日記」に連動したHPを作成し、読
者のみなさんが書いた日記がどのよ
うに掲載されるのか、具体的なイメー
ジが伝わる工夫をした。

新入生はどこで本を買うだろう。私た
ちは「大学生協」だと考えた。そこで
この本の販 売も大 学 生 協に協力し
てもらうのが一番だと思い、話を聞い
てみたところ協力する姿勢を示してく
れた。各大学での学生に本を読んで
もらうための取り組みを知るために6
つの大学へ足を運びインタビューに
協力していただいた。

指導教員
松井 剛先生
からのコメント

大学生は、高校生ではできないことをしたい人たちである。しかし見本となるロールモデルが
いない場合が多い。この電子書籍は、身近なロールモデルを示し、それに近づくための具
体的な仕組みが盛り込まれている。紙の本ではできない仕組みが評価される。
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１からの学生生活 大学生活×きっかけ 1からの学生生活

首都大学東京　水越康介ゼミ／小澤修平、鎌田浩平、小林悠一

大学生活について
真剣に考えてみよう。

本商品は大学入学を控える高校生のた
めの、これまでにない新しい形の大学生
活入門書である。その特徴は大きく分け
て３つ。①現役大学生ならではの実体験
をもとにした内容。②格言を用いて読み
やすく。③電子書籍ならでは、格言を音
声化し親しみやすく。　大学生活と高校
生活は全くの別世界であり、高校生活の
ようになんとなく過ごすだけで楽しめるほ
ど甘くはない。「充実した大学生活とは
何か―。」本書は大学生活について自ら
真剣に考えるきっかけを提供する。

WEBリサーチの結果、大学1¥2年
生の多くから「大学生活よりも高校
生活の方が楽しかった」という声を
得た。僕たちも実際に大学生活を経
験してきた身であり、これに共感。そこ
で、充実した大学生活を送るために
大学1・2年生に何が必要なのかを
考え、それをフローチャートとしてまと
めた。

本書を書き進めていく過程で、高校
生でも気軽に楽しく読めるように工夫
を施した。そのコンテンツが『 格言 』と

『 音声 』である。実際に書店で格言
を探し、音声のライセンス交渉も行っ
た。これら２つのコンテンツにより、世
間一般に言われる入門書や格言集
との差別化も可能となった。

50ページ超の電子書籍のプロモー
ションは難航したが、他チームと比較
して中程度のサポートを頂くことはで
きた。その際には書籍の出来を評価
して頂くため、実際に試作品を見て
もらうことを心掛けた。高校生のみな
らず、大学1・2年生からの想像以上
の評価、さらには「完成品を読みた
い」という声も頂けた。

指導教員
水越康介先生
からのコメント

電子書籍制作ということで、物理的なイメージをしにくいテーマであった。その分自由度も高
かったと言えるが、実際にプロトタイプを制作する中、「音声」の実装を中心にして独自の
方法を考えることができた。書籍を開発する過程の重要性を実感できたといえる。
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１からの経営学部 1からの学生生活

法政大学　西川英彦ゼミ／伊藤貴晃、岸本のぞみ、久野恵理子

大学の授業を充実したものに

大学生の多くが、サークルやバイトに力
を入れて過ごしているが、大学の授業に
目標を持って過ごしている学生はとても
少ない。そんな学生が勉強を考えるきっ
かけを作るのが「１からの経 営 学 部 」
である。はじめに大学と高校の違いを知
り、経営学部の勉強範囲から自分の学
習目標を見つける。そして目標を達成す
る履修ができるよう、科目はジャンルから
タッチで検索でき身近な例で説明、履
修選択の悩みを解決する。最後に学ん
だ知識を活かす場を紹介し、授業と合
わせてより深い学習の実現を目指す。

大学生の履修を調べると、多くが楽に単
位を取るための履修選択をしていた。目
標を持った履修をしている学生はほとん
どおらず、授業に満足することがないまま
終わっていた。また教授に学生の問題
を聞くと、積極性の無さが指摘された。こ
の結果から、目標を持って積極的に勉
強する姿勢が無ければ満足感は得られ
ず、問題は解決しないと考えた。

問題を解決するべく、試作品では履
修 選 択の方 法を工 夫 。シラバスで
授業を探す手間を省けるよう、画面
をタッチすることで科目検 索を可 能
にした。また履修前に授業の疑問を
解決できるよう、ソーシャルメディアを
使って教授とコミュニケーションを取
り、質 問できる仕 組みを作って取り
入れた。

これから大学生活を始める新入生を
主なターゲットとするため、販売促進
は入 学 式やオリエンテーションで説
明を行っていく。大学の職員の方に
趣旨を説明し、依頼することで許可
を得た。入学直後に本書を知っても
らうことで、大学での学習目標を考え
るきっかけが作れるような販売促進
を目指していく。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

テーマ優秀、そして商品化おめでとう！　新入生に学習とは何かを認識してもらうためのガイ
ドとなるだけでなく、上の学年に対しても、学習を再認識させることのできるツールだと思いま
す。来年の本学のオリエンテーションでも使われるということで、期待しています。
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１からの学生生活～影響力から見る学生生活～ 1からの学生生活

関西学院大学　石淵順也ゼミ／中野海地、坂田栞、上田将迪

大学生活を有意義に送る
ヒントを与えられる本

大学生は周りとの繋がりを非常に強く求
めており、周りからの影響力に大きく左右
されることから、この「影響力」に焦点を
当て製本をすることにした。私たちは探
索的調査で実際に学生たちはどのくら
い影響を受けているのか、また、影響を
受けることの良い点や悪い点は何なのか
を洗い出し、この調査をヒントにどうすれ
ば影響力の良い面を大きく享受し、悪い
面を無くすことが出来るのかを考え、その
方法を「有意義に大学生活を送るヒン
ト」として本に記した。

私たちは、すべての学生に当てはまる
ヒントを探す為、多様な学生生活を
過ごす大学生の行動に何か共通す
ることはないか、大 学 生 活に関わる
主な事 柄から、学 生の深 層 心 理を
探っていった。その結果が「周りとの
繋がりを強く求めている」であり、この
本の根幹である「影響力」に繋がっ
ている。

Ｓカレの閉会式までに本を制作し、提
出する必 要があった為 、実 際に5 0
ページから成る本を執筆した。その中
で、私たちは出来るだけ大学生の生
の声が読者に届くように、まず推論を
立て、実際に現役大学生に調査を
行った結果とそれを踏まえた私たちが
考える考察を加えて執筆した。

多様な学生生活の中で共通点を見
つけることは現 役 大 学 生だからこそ
出来ることであり、それにより得られた
本の内容が誰にでも当てはまるという
点から、非常に多くの読者が目にして
くれると期待できる。また、普段電子
書籍を読み慣れていない方の為に、
コラムを途中で挟み、読みやすい工
夫をした。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

「大学生活における周りからの『 影響力』をまず知ることが大切」というコンセプトが明確な
点が素晴らしい！影響されることの長短両面を見つめる視点、リサーチに基づいて客観的
に捉えようとした姿勢も優れていた。コラムも面白かった！発行が楽しみ！
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学生生活を劇的に変える１０の法則 1からの学生生活

東京理科大学　大驛潤ゼミ／小林理美、川村佳子、福田花恵

大学生活をもっと豊かに
充実させよう！

１からの学生生活「学生生活を劇的に
変える１０の法則」は、大学生活をもっと
豊かにするための必勝マニュアル本であ
る。ストーリー仕立ての５章構成となって
おり、主 人 公のA 子ちゃんが社 会 人や
先 輩 方にお話を聞くことで見つけた共
通点をもとに「学生生活を劇的に変える
１０の法則」を導く話となっている。また、
SNSと連動して社会人に気軽に質問で
きるコンテンツも提供。これから大学生に
なる人たちだけでなく、今大学生である
人たちが変わろうとするきっかけとなる本
である。

テーマが「１からの学生生活」を電
子書籍で発行だったため、まずは学
生生活とはなんだろうと熟考、そして
アンケートを実施。その後、今現在の
大学生は「今の自分を変えたい」と
いう意 識が高いということ、またその
意識はあるものの、変える方法がわ
からない人も多いことを発見。それを
解決するための本を制作した。

実際に社会人の方々や先輩方にイン
タビューを実施。その後、インタビュー
内容を議論し合い、試行錯誤を繰り
返すことで「学生生活を劇的に変える
１０の法則」を導き出した。また、電子
書籍の中でA子ちゃんが実際に動く
ような仕組みになるようにし、読者を飽
きさせない工夫をした。

製品自体をSNSと連動させることを
意識して、twit terやFacebookで
製品に関する様々な情報を公開する
ことで製品を多くの人へ認知させるよ
う努めた。その際に、実 際に本の内
容である「１０の法則」を一部公開し
たり、社会人の方のインタビュー内容
も記載するなど、製品の魅力を多くの
人に伝えられるように意識した。

指導教員
大驛 潤先生
からのコメント

作品は、提言が論理的かつ明確に主張されていることが評価できる。社会人インタビューを
出発点として考察を進め、具体的な提言まで至っている。そのため、他人事でなく、自分で感
じ考えている事、また、作品を通じて、大きなテーマに粘り強く考察を続けた事が分かる。
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1からの学生生活 1からの学生生活

流通科学大学　東利一ゼミ／大石将丸、遠藤義拓、坂本亜里紗、杉原理沙

栄光の架け橋（やる気向上　
目標を持って行動 未来への懸橋）

目標を持っている学生が少ないというこ
となので、この書籍を手に取ってもらうこ
とで、自己啓発や目標を持って行動して
もらいたいという願いを込めた内容であ
る。１章では大学生の実態、２章では太
郎くんの悩み、３章では花子さん（目標
を持って大学生活過ごしてきた人）、４
章では特集（花子さんの実話を踏まえ
て、タイムスケジュール、朝活をピックアッ
プ）、５章ではこの書籍を読んでもらうあ
なたへのメッセージを記述している。２章
～４章はストーリー構成である。

学生にどのような学生生活を送って
いるのかインタビューを行った。その結
果、入学当初多くの人が学生生活の
イメージ（社会への準備期間、自分の
目標に向かって）を持っていたが、その
一方で何となく大学生を過ごしている
ことがわかった。以上の観察からこれ
から入学してくる大学生に向けての大
学生活設計の書籍を作ろうと考えた。

読者が読みやすいように、写真、イラ
スト、動画の使用で、見やすい書籍
にしている。目次からリンクを飛ばし、
簡単に自分で見たいページに進め
る。コラムをつけることによって、筆者
のリアリティのある世界を閲覧できる
ように工夫した。また、時間割のアプ
リを入れ、スケジュール管理をしやす
くした。

ターゲットが 大 学 入 学 前 の 高 校
生や大 学 生なので、F a c e b o o k 、
T w i t t e r 、m i x iといったS N Sで
学 生 アカウントを中 心 に 書 籍 状
況の提 供し、販 売 促 進を行った。
Facebookのいいね！機能で拡散を
行った。また、学生を紹介してもらっ
た時にさらに、その学生から拡散して
もらい、認知度の向上を図った。

指導教員
東 利一先生
からのコメント

作成するのは、モノではなく情報。形のないメッセージをストーリーとして見える化するのに
苦労したようだが、いいストーリー展開に持っていけたと思う。ある意味、自分たちへの応援
メッセージになったのではないか。
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１からの学生生活～学ぶとは何かを考える～ 1からの学生生活

中村学園大学　明神実枝ゼミ／溝口広朗、中村春花、谷山志保美、渡邊優希

１からの学生生活
～学ぶとは何かを考える～

私たちは１からの学生生活～学ぶとは
何かを考える～という電子書籍を提案
する。この書籍の背景には学ぶという固
いイメージを変えたいという想いがあっ
た。私たちはこの書籍を通し、学びの多
様性に気づくことができ、その常識を越え
た考え方に出会うことができた。この書
籍を読むことで、挑戦したいことが見つ
かるきっかけとなるかもしれない。学ぶこと
の多様性に気づくことで有意義な学生
生 活を送ることが期 待できるため、この
書籍を読み学ぶことについて考えてみる
きっかけとして本書を提案する。

多くの学生は学ぶに対して、机の上
だけの勉強や学校だけでの勉強とい
うイメージを持っている。しかし、本当
に学ぶとはそれだけの意味だろうかと
疑問に感じ、私たちは学ぶとは何か、
様々な立場の方にインタビューを行っ
た。そこから、学ぶには多様性があるこ
とを発見し、この発見が意欲的に学
ぼうという姿勢につながった。

はじめちゃんという大学一年生を登
場させ学ぶとは何か考える作品とし
た。インタビューや偉人の名言集をも
とに学びとは何か考えるようなものと
した。学んだ結果、学ぶとは何か、そ
れを表現するために人生設計という
方法をとり、大学生一人ひとりが学び
の多様性に気付けるような書籍をイ
メージしている。

私 た ち は 、販 売 促 進 とし て 、
F a c e b o o k や l i n eを使 用した 。
Facebookでは、CUUSOOのSカレ
ページに掲載されている私たちの書
籍イメージを載せることにより多くの人に

「いいね！」ボタンを押してもらえるよう
促すことや、lineでターゲットに成り得
る大学生を中心に書籍イメージを送り
書籍の認知度を上げる方法をとった。

指導教員
明神実枝先生
からのコメント

自らの問題意識から「学ぶとは」という骨太なテーマに取り組んだことは果敢だった。講義
への出席だけでなく、興味や経験を育むなどの日常も学びだという気づきから、両者を連動
させて人生を設計すると今日の自分が能動的に変わるという主張も面白いと思った。



キットパスで楽描き文化創造

日本理化学工業株式会社

「キットパス」とは、不思議な筆記具。粉が出ない、揮発しない、同じ

濃さでいつまでも描ける･･･様々な特徴は、無限の可能性を秘めて

います。そんな特徴を巧みに活かした提案が成されます。

商品化は、キットパスの製造会社、ダストレスチョークを作り続けて75

年、「文部科学大臣発明奨励賞」を受賞した「日本理化学工業」

がサポート。

キットコレ［KAKURENBO］

イヤホンジャック型キットパス［イヤホンジャック型キットパス］

千葉娘［キットパスペン］

おくとパス［キットパスFES］

お絵描き番長［反射材キットパス］

ma chérie ［ハーブ栽培キット］

Team Gold Ship［チアサポ］

opti［キットパスSTEP］

きんぐこもら［キットカップ］

team T［キットパス　for working］

一姫二太郎［パスリー］

Teamキットパス［ちょこっとぱす］

Mana color’s ［マーブルキットパス ― 作れる色は無限大！オリジナルキットパスを作ろう！ ―］

あまやんクラブ［いつでもどこでもキットパス。キットパスキーホルダー。］

Cloony［キットパスボール］

Chan♡ ［ほっとフォト］

アラワスLab.［エソラ］
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KAKURENBO キットパス

立命館大学　吉田満梨ゼミ／村木勇介、放示彩、氏家悠里

ツクル系女子の新しいアイテム

K A K U R E N B Oは新しいメッセージ
カード作成キット。まず普通にメッセージ
カードを作ってもらう。メッセージの上か
ら透明テープを貼る。その上にキットパス
でイラストを描く。カードを受け取った人
はスクラッチ感覚でイラストを消す。すると
サプライズメッセージが出てくるという仕
組みだ。内容・価格共に手軽さがウリで
あり、キットパスとターゲットの距離を縮
めた。KAKURENBO購入者が、キット
パスの購入者となることを見込んでおり、
商品企画のその先も提案。キットパスの
水で消すのが面倒というネックを、早く水
で消したいと思わせたことも特徴だ。

実際に大学生に使用してもらったとこ
ろ、子供以上にキットパスの製品特性
を活かしか使用方法をし、新たなユー
ザーとしての可能性を感じた。ターゲッ
トのツクル系女子も自身で作成したメッ
セージカードにうまくKAKURENBOを
使用することがみられて、たくさんの使い
方を開拓し、それを写真などでSNSに
UPするという広がり方も見せた。

試作品は、日本理化学工業様より販
売しているスクールシリーズ（ダストレス
チョーク）のパッケージに、キットパス・透
明テープを内包して制作。コストを抑え
る為に、既存の資源を活かすことを心
掛けた。見た目もKAKURENBOのロ
ゴのみでシンプルに。ターゲットが思わ
ず手に取りたくなるような、オシャレで可
愛いパッケージを追求した。

KAKURENBOはシンプルで使い
方もとても簡単である。だからこそ年保

（LOFT ,neo  mar tなど）でそれぞ
れK A K U R E N B Oの使い方や使
用例を作成してもらい、それぞれの店
舗から新たな活用法の広がりが期
待される。既存の12色セットを隣で
販売することにより、キットパスそのもの
の販売促進にもなる。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

消すことの面倒臭さを、逆にサプライズの楽しみに転換する用途提案と、プレゼンの完成度
が見事でした。ターゲットと具体的な販売チャネルも明確で、キットパスが新しい文房具として
世の中に普及していく可能性を垣間見られた、実現可能性の高い提案だったと思います。
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イヤホンジャック型キットパス キットパス

慶應義塾大学　井口知栄ゼミ／秋葉崇志、飯塚悠氣、高井裕基、松江有里紗、山瀬誠之

今までにない楽描き体験
～みんなで、立って、枠の外に～

今までの落書きのイメージは、「一人で、
座って、画用紙などの枠の中に」であっ
た。しかしキットパスの特 徴を考えると、
従来の落書きではその特徴を生かしき
れない。そこで私達は、「みんなで、立っ
て、枠の外に」をコンセプトに、イヤホン
ジャック型キットパスを考案した。この商
品は今 回のコンセプトを支える特 徴を
持っている。キットパスをイヤホンジャック
型にすることにより、携帯性、デザイン性、
実用性を兼ね備えることが実現できる。
スマホを使った楽描きは今までにない新
しい文化創造といえるであろう。

私達はターゲットを一度絵を描くこと
から離れた高校生、大学生と設定し
た。彼らはキットパスという商品を楽
しんで使うことが観察によってわかっ
た。しかし、わざわざ持ち運ぶつもりは
ないと言う。そこで、私達は彼らが普
段身に付けているものに装着してもら
い、「持ち運ぶ」という手間を省く必
要があると考えた。

キットパスを熱湯で温めて溶かし、型
に流し込んで成型した。持ち歩きの
際にポケットの中等を汚さないように、
キャップを付けるという工 夫を施し
た。試作品ではシャーペンのキャップ

（長さ約１cm）で代用したが、キット
パス部分のサイズは2cm程度が適
当だと思われる。

キットパスという商品を知らない学生
が多く存在したため、従来のキットパ
スと私達が提案するイヤホンジャック
型キットパスを紹介した。そこで、私達
の商品がどういう意味があるかなど説
明を行い、共感してもらうことで投票を
してもらった。中には使用シーンを提
案してくださる方もおり、私達の商品
の可能性を広げることができた。

指導教員
井口知栄先生
からのコメント

通常この製品のターゲットではない大学生をターゲットにした商品開発を試み、大学生の習
慣や生活を理解した上でのアイデアだったと思う。顧客となる大学生からもっと多くの意見を
吸い上げることが出来れば、多くのアイデアから最終的なアイデアに絞れたかもしれない。
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キットパスペン キットパス

日本大学　横山斉理ゼミ／石橋愛莉沙、福田浩香、堀越りほ

キットパス × 日常 × 可愛さ

学 生に使 用してもらいたいという企 業
様の思いから、学生の日常的な「かく」
シーンを想定し、紙に用途を限定した。
柔らかい手 書き感のある線という強み
を活かした、女子学生向けの商品を作
成。それがキットパスペンである。ターゲッ
トを意識し、①画材売り場からペン売り
場への売り場変更②硬く細くしノートに
適した品質③可愛さを全面にアピール
した本体デザイン、という３つ変更を行っ
た。また、性能面でも魅力を持たせ付加
価値を高めながらも、まずは手に取っても
らい認知度を高めたいという思いから手
頃な価格に設定した。

観察調査で、キットパスが現在置かれ
ている画材売り場には競合商品が多
数存在することが分かった。そこでキット
パスの特性を徹底的に実験し直すと共
に、学生の行動をアンケート調査した結
果、学生のほとんどはペン売り場に行く
ことが判明した。ペン売り場に手書き感
をアピールする商品がなかったことから、
キットパスペンを提案するに至った。

細部まで正確にイメージを伝えるた
め、プロトタイプを目的に応じて２種
類作成した。実寸大サイズでは素材
や色などリアリティを追求し、デザイン
の「可愛さ」へのこだわりを訴えた。
５倍 サイズでは、内 部の構 造や使
用方法を具体的に伝え、「使いやす
さ」を訴えた。

空想生活のページ作成では、使用例
の紹介写真や使用前後の比較写真
の掲載によって、視覚的に商品のメリッ
トを訴え、共感を得られるよう心がけた。
また、女子学生へのアンケートで「心に
響くキーワード」などを調査し、ターゲット
の生の声を積極的に反映させた。投票
はアンケートと同時に依頼する他、SNS
上や個別に投票依頼を行った。

指導教員
横山斉理先生
からのコメント

アイデアの絞り込みがうまくいかず苦労していた。その理由は提案を行う際の制約を真摯に
受け止めすぎたためだが、こうした姿勢は高く評価できると思う。最終的には納得のいくよ
い提案ができていたので、苦労は報われたのではないだろうか。ご苦労様と言いたい。
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キットパスFES  キットパス

関西大学　岸谷和広ゼミ／下野僚子、近澤風香、野村匠哉、古澤卓也

フェイスペイントを通じた
コミュニケーションの創造

キットパスFESは固形のキットパスを液
体にしたフェイスペイント用塗料である。
コンパクトで持ち運びやすいマニキュア
型のデザインになっている。使いやすさに
もこだわり、筆先も細く柔らかいものにす
ることで、繊細な絵を描くことができる。液
体にしたことで、固形のキットパスより発
色性が良くなった。安全性に関しては、
揮発臭がない、肌に優しい、水で簡単に
落とせるというキットパスならではの特徴
を活かしている。サッカー観戦やハロウィ
ンといった様々なイベントをより楽しくする
ための商品である。

キットパスについて、あまり知らない学
生にキットパスを使ってもらうために、
学生の好むイベントでキットパスを使
えないかと考えた。アンケート調査の
結果、イベントの際にフェイスペイント
をしてみたいという学生は多かった。
外出先でも友達と描きあえるようなコ
ンパクトなサイズで、大 学 生が使い
やすいデザインを追求した。

材料はキットパスきっず１本と水だけ。
容器は通販サイトで購入したマニキュ
ア型のものを使用した。まず、固形の
キットパスを電子レンジで温め、溶け
てきたら水を少量ずつ加えていく。よく
馴染むまで棒でかき混ぜたら、最後に
容器に流し込んで完成。このとき、溶け
きっていない固形状のキットパスが入
らないよう、慎重に作業した。

主なターゲットである学生に私たちの商
品を拡散させるため、SNSを使用した。
Twitterでは専用のアカウントを作成し、
さらにFacebookでも拡散させることに
よって多くの人に商品を知ってもらえるよ
うに工夫した。Sカレの商品ページには、
学生にアンケート調査を行った結果や、
商品の情報と使用方法を載せることでよ
り身近に感じてもらうよう心掛けた。

指導教員
岸谷和広先生
からのコメント

近年、フェイスペイントは様々なイベントを盛り上げるツールとなりつつある。固形マーカーで
あるキットパスを転用するために、マーカーを液体にし、耐久性の調査のため甲子園球場
で実験を行うなど様々な試みがなされた。その努力は評価されるべきである。
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反射材キットパス キットパス

中京大学　宮内美穂ゼミ／稲垣絵覧、高田健吾、長谷川智加

身近なものが何でも反射材に！
誰でも楽しく交通安全

「反射材キットパス」は、持ち物を何でも
反射材に変える新しい機能を付けたキッ
トパスである。本商品は、既存のキットパ
スの製造工程の中に、ガラスビーズとい
う反射材素材を加えることで出来上が
る。このガラスビーズという成分は、人体
に害のない成分であるため、既存のキッ
トパスと同様、安全性を保持することが
できる。キットパスの「何にでも描け、簡単
に落とすことができる」という最大の特徴
を活かしており、年代・性別問わず使用
することが可能である。また、使用用途に
関しても制限はなく、無限大に存在する。

市場調査を行った所、既存の反射材
の多くは機能性にこだわったものばか
りであり、デザイン性や独自性に欠け
ていた。そこでアンケート調査を行い、
どのような反射材が欲しいかと聞くと
「自分好みのもの」という意見が多く
得られた。本商品は、自分の持ち物に
好きなように描くことが出来るため、この
ようなニーズを満たすことができる。

私達は、実際にガラスビーズを用いて
試作品を製作した。既存のキットパス
を湯煎で溶かしガラスビーズと混合さ
せることで、反射効果をもたらす「反射
材キットパス」が出来上がった。ランド
セルやエコバッグ等何にでも自由に落
書きができ、反射効果を実証した。ま
た、キットパスの最大の特徴である水
拭きで簡単に落とすことも可能である。

「反射材キットパス」の認知度向上の
ため、ターゲットである全世代に向けフ
ライヤーを街頭で1,000枚配布、自動
車学校へ300枚設置を行った。加え
て、空想生活のサイトに商品に関する
動画を掲載し「使用用途は無限大」
という特徴を使用イメージを用いてア
ピールした。また、facebook上でも宣
伝を行い、認知度向上に努めた。

指導教員
宮内美穂先生
からのコメント

早い段階でコンセプトを決定できたので、実験や販路開拓など比較的スムーズにまとめら
れていた。愛知県警に認めてもらえたことが自信につながったようだ。しかし、更なるチャネル
の開拓や、更なる使用場面の展開など、もっと粘り強く考え続けられれば、と残念だ。
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ハーブ栽培キット キットパス

中京大学　坂田隆文ゼミ／辻村真里奈、相原頌子、平岩莉央

人と人とをつなぐ架け橋に（12）

キットパスの良さを盛り込んだ商品にし
た。ハーブ栽培キットに含まれる鉢植え
に、滑らかに描けることが特徴であるキッ
トパスで鉢植えに自由に楽描きをし、オリ
ジナルの鉢植えにできる。また、セットに含
まれる札にキットパスで栽培日数を記入
する。水やりの際には前日の日数を消し
て次の日の日数に書き換えられる。これ
はキットパスの水で消えるという特 徴を
活かしたものだ。札に書いた栽培日数は
植物の成長の様子とともに写真に載せ
てブログにアップすることもできる。最終
的にハーブを収穫する楽しみもある商品
となっている。

私たちの考えたハーブ栽培キットを贈
り物として渡すことで大切な人へ想い
を届けられる商品にしたいと考えた。プ
レゼントをして喜ばれたものを調べたと
ころ、上位に花・鉢植えが挙げられた
ため鉢植えをセットにし、植物の中でも
「思いやり」という花言葉があるレモ
ンバームの種をセットにすることでより
深いつながりが生まれる商品にした。

鉢植えの素材を考えるにあたり、鉄、ス
チール、プラスチックそれぞれの鉢植え
に描いて描き心地や発色、水での消
えやすさを試した。その結果最も鉄が
良かったため鉄の鉢植えを使用した。
同時に、クレヨン、チョーク、水性マー
カーでも試すと、キットパスが最もきれい
に描け、水でもきれいに消えたことから
キットパスである意味を確認できた。

ギフトシリーズにする事でこれまで文房
具コーナーに置かれていたキットパス
はギフトの売っているような雑貨コー
ナーや雑貨屋さんにも置くことができ、
キットパスの認知度も高まるといえる。ま
た、販売ルートを考える上で、調査によ
りOEMとして組んでもらえる企業が2
つ見つかっており、この企業を通して
販売ルートの拡大が見込める。

指導教員
坂田隆文先生
からのコメント

提案商品に対して込められている「想い」は理解できるものの、それを具現化する際に中
途半端になってしまった感が否めません。しかし、提案先企業の理念にまで踏み込んだ商
品企画ができた点は評価に値するでしょう。
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チアサポ キットパス

名古屋市立大学　山本奈央ゼミ／永藤了嗣、神谷真帆、平松駿、迫真愛

リアルタイムで書き直せる
応援ボード

チアサポは、選手への応援の気持ちをリ
アルタイムで楽しく伝えられる応援ボード
である。野球場などでよく見かける自作
の応援ボードは、「作るのに手間がかか
る」「一度しか使えない」といった問題
点があるが、これらを解決するのがこの
製品である。特徴は①試合中にリアル
タイムで書き直せる、②持ち運びが便利

（ 使うときはB 3サイズ→ 折りたたむとB
５サイズ）、③手が汚れないための保護
シート付き、④何度も使えるためエコで
経済的、の４つである。そのため、あなた
のリアルタイムな想いを伝えるのに最適
な製品となっている。

KJ法により着想を得たキットパスと応援
ボードを組み合わせた商品のデザインを
考えるため、既存の応援ボードの観察
調査を行った。その結果既存商品は一
度会場へ持ち込んだ後では内容の修
正が難しいことと、持ち運ぶ際にかさばる
のが嫌で使用しない層が一定数いること
が判明したため、商品開発の際にはこれ
らの点を改善するように努めた。

試作品は、ポリプロピレンという素材
を用いて製作。この素材は他の素材
よりも発色がよく消しやすく軽いため
採用した。折りたたむためにカッター
で切り込みを入れ、さらに応援中に
汚れてしまうことを防ぐために、同質
のシートをボードに取り付けて保 護
シートとした。まためくれてしまわないよ
うに角に差し込むスペースを作った。

この製品のターゲット顧客は大学生
を中心とした若い世代であるので、私
達はTwitterで大学生アカウントを積
極的にフォローし、製品情報や投票の
仕方を拡散することによりサポーターを
増加させた。また、Facebookではアン
ケート結果や製品の使用例、進捗情
報を配信することでより多くの方にチア
サポを知ってもらうように努めた。

指導教員
山本奈央先生
からのコメント

製品特性を生かしつつ、従来と異なるターゲットに対する提案にするためアイデア・コンセプ
トを考える段階で非常に苦労したが、二つを両立させる製品が出来上がったと思う。また
検証的調査のために実務家の方へインタビューを行ったことも評価できる。
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キットパスSTEP キットパス

青山学院大学　小野譲司ゼミ／齋藤洋平、鈴木萌果、菅智郁子、金久佳奈実

聞き手に一歩寄りそう
スライド作成へ

キットパスSTEPは今までにないスライド
作りのための商品である。皆さんはプレ
ゼンテーションを退 屈に感じたことはな
いだろうか？これはスライドの「文字数」と
「枚数」が多いという事が原因である。
これをクレヨンのような書き味をもつキット
パスの太さ、専用ボード10枚でスライドを
まとめる事で解決する商品を開発した。
今までの話し合いからすぐにPCでスライ
ドを作成していた方にその間にレイアウト
を考えるというSTEPを踏むことでより脱・
退屈なスライド作りのサポートを行う。

「大学生」、「描く」、「コミュニケーション
ギャップを埋める」が関係する場面につ
いて、探索的調査を行った。大学生の
発表機会は増加しているが、発表に対
し退屈である、制限時間内に終わらせ
る事が出来ないという回答がそれぞれ
半数以上あった。そこで、私たちは発表
時に使用されるスライドに問題解決の
鍵があると考え、この商品を考えた。

キットパス太さにより、ボードに書け
る文字数が制限され、発表の要点
のみをスライドにまとめることができる。
「太い」という短所を、長所としてとら
えた。また、ボードの枚数も10枚に制
限することで、大体の発表時間を予
想することができる。この商品を使うこ
とで、伝えたいことのみを、制限時間
内にしっかりと発表することができる。

キットパスＳＴＥＰの新たな使用方法、
消費者へのメリットを理解してもらえる
ようにシンプルなサイトを心掛けた。な
るべく文字数を減らし、写真をメイン
に作成することでイメージを持ってもら
えるように工夫した。私たちは、知人
や友人に会う際にＨＰを閲覧してもら
い、またＳＮＳを活用して多くの人にサ
イトを見てもらえるように促した。

指導教員
小野譲司先生
からのコメント

キットパスで書く文字は太くて細かな文字を書けないデメリットを、たくさん書けないからこそ
重要なことだけにしぼれるメリットに転換したユニークな発想から生まれた企画です。実際、
STEPを使ったら、大学生の発表がどのように変わるのか実験してみたいところです。
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キットカップ キットパス

大阪市立大学　小林哲ゼミ／尾方大修、原田倫子、松元亮太

キットパスで、
ふたりの愛情きっと増す。

2つのカップにはまるで楽描きしたかのよ
うなプリントがもとからされており、吹き出
し部分にはメッセージを描いてもらい、裏
面の真っ白なスペースには自由に絵を
描いてもらう。カップの背中同士を合わ
せると、ハートの模様になり、使用せず置
いてある時にもオシャレなデザインとなっ
ている。また、飲み口から2cmのところに
は同系色で薄い線を引くことで、線より
下側に絵を描こうとする意識が働き、飲
み口にキットパスが付着するのを防ぐ。こ
れにセットで手が汚れる心配のないホル
ダー付きのキットパス5色が付く。

キットパスを取り巻く現 状として、大
学生や20代において知名度が低い
点、個性的な雑貨文具流行る傾向
をふまえ、テーマにある「文化創造」
を「新たな自分たちの中の日常的な
当たり前を作る」と解 釈し、大 学 生
や20代のカップル・夫婦がキットパス
を日常的に使うような個性的な雑貨
文具を作ることにした。

企 業 様から試 作 品の提出ではなく
具体的な企画の提案を求められた
ので、イラストを作成した。その際、私
たちが商品イメージで大事にしていた
「温かみ」が伝わるように心がけた。
カップに施されたプリントも「キットパ
スで描いたような質感」をイメージし
ていたので、それがイラストを見て理
解していただけるように作成した。

従来キットパスが販売されている文
具売り場ではなく、大型雑貨店にエ
ンターテイメント性のあるものとしてア
プローチ。また、今 回ターゲットとす
る大学生や20代の若者というのは、
ネットを利用する機会が多いため、オ
ンラインでの販売も十分に需要があ
ると考えられる。

指導教員
小林 哲先生
からのコメント

カップルや夫婦でマグカップにメッセージを書いて交換し合う。水溶性で何度も書くことがで
き、口に入れても害のないキットパスの特性を活かした企画だと思う。あとは、恥ずかしがり
屋の日本人がメッセージ交換したいと思わせる仕掛けがあれば・・・。
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キットパス　for  work i ng  キットパス

首都大学東京　水越康介ゼミ／坂本大吾、石田隼斗、田中一代

特別な職場環境に対応する
キットパス

冷凍室ではインクがかすれる、無菌室で
は、消しカスを出すことができない。そのよ
うな普通の筆記具では作業しにくい特
別な職場環境において、キットパスなら
快適に書き、消す事ができる。キットパス
は固形マーカーなので、インクがかすれ
ることは無く、また、消しても粉が出ないと
いった特徴を持っている。さらに、繰り出
し式、クリップという要素を付け加える事
によって、従来のキットパスよりも職場で
使いやすい商品となっている。

キットパスの特徴を生かした使用法
を見つける為 、キットパスをあらゆる
場 所で持ち歩き、社 会 人の方にも
使って頂いた。その結果、冷凍室や
無 菌 室ではキットパスが非 常に有
用であることを発見し、さらに使いや
すくするにはどうすれば良いかインタ
ビュー調査を行った。

実際に職場でキットパスを使った人
のインタビューに基づいて、試 作 品
製作を行った。まずは、従来のキット
パスより折れにくくなるよう、繰り出し
式にしてペンが出るような形にした。そ
して、持ち歩いたり、ボードに挟んだ
りするためのクリップを取り付けた。

Sカレの商品説明ページでは、特別
な職場環境で従来のペンを使った
時の不 満 点を明 確にし、キットパス
for  work ingならばどのようにその
不満点が解消されるかを伝える工夫
をした。また、従来のキットパスに加え
た繰り出し機構と、クリップは写真に
て説明をした。

指導教員
水越康介先生
からのコメント

一風変わった技術の用途開発という事で、ユーザー起点の発想を様々に行うことができ
た。デザインの重要性はもとより、現場に行ったり話を聞いたりすることで見えてくる新しいア
イデアに気づくことができたと思う。
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パスリー キットパス

流通科学大学　清水信年ゼミ／大隅晋吾、西谷愛美、前田龍摩

新市場開拓への挑戦。
大学生向けキットパスの開発。

パスリーは、アルバムを作る女性がター
ゲットである。そして、アルバムを作る際
に使用される筆記具として、機能性・見
た目のデザイン・価格の３点においてパ
ワーアップした筆記具である。機能性で
は、7種類の筆記具でアルバムへの書き
比べをした結果、色の鮮明さ等で既存
のキットパスを使う強みを証明できた。見
た目は可愛さだけでなく、売り場での視
認性を高めるために補色を利用して、お
客様に手に取ってもらうためのデザイン
を意識した。価格は250円と既存商品よ
りは高いが、上記の３つの価値からその
差額に見合った価値を提供する。

キットパスは大学生に全く知られていな
い商品であるため、まず似た商品のク
レヨンが大学生からのニーズがあるの
か調査した。その結果、アルバムをデコ
レーションする際にクレヨンを使用して
いることが分かった。また、その使用者
の大半が女性であった。よって、女性
向けのキットパスを作ることでより良いア
ルバムの制作が可能になると考えた。

企画した商品は試作品を作ることが
技術面において難しかったため、段
ボールや画用紙を使って試作品を
作った。内部の構造はスティックのり
にも使用されている繰出し式開閉装
置を活用しているため、その機能をイ
メージして下部からキットパスが飛び
出てくる仕組みを再現した。

まず、Sカレの商 品 紹 介ページを活
用した。その際、写真を多く貼り付け
ることを意識し、より使用シーンや商
品の構 造がイメージし易いように工
夫した。また、SNSでは幅広い世代
の方々に見てもらえるようにするため
に、チーム一人一人が企画内容の
拡散に尽力した。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

はじめの頃のアイデアから紆余曲折を経ましたが、最終的にはとてもユニークな企画になっ
たと思います。市場調査や実験もふまえて、しっかりした組み立ての企画に仕上がり、それを
伝えるためのプレゼンも周到に準備していたことを評価したいと思います。
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ちょこっとぱす キットパス

関西学院大学　石淵順也ゼミ／住吉友樹、木下絵理奈、岡本真由子

女子大生向けのデザイン・シーンで
キットパス習慣を

キットパスはクレヨンのようなタッチでかわ
いく描け、かわいいもの好きな女子大生
に魅力的なはずである。しかし、既存の
キットパスのままでは女子大生との間に
デザイン・使用シーンの二つの点でミス
マッチがあり、それが原因で女子大生は
まだキットパスの良さをわかっていない。
そこで、私 達はちょこっとぱすを通して、
女子大生に向けてデコレーションという
新たな使用シーンと新たなデザインを提
案する。そうすることによって、女子大生
にキットパス習慣を身に付けてもらいたい
と考える。

アンケート結果や観察調査から既存
のキットパスと女子大生とのミスマッ
チを発見。女子大生の筆箱にマッチ
したデザインを追求した結果、サイズ
を大幅に小さくし、筆箱が汚れないよ
うにキャップ付きにしたのである。又、
女子大生に親しみのあるリップクリー
ム型にすることにより、手にとってもら
いやすい形にした。

試作品制作にあたり、よりサイズの小
さいリップクリームを店頭で探した。
どこまで小さく出来るかという疑問も
あったため、実 在するサイズなら制
作可能だと考えたのである。それをも
とに、女子大生向けのデザイン＋キッ
トパスならではのカラフルさをイメージ
したデザインにした。

この商品のターゲット顧客は女子大
生である。そこで私達は、女子大生
が親しみを持ちやすいデコレーション
という使用シーンを多く提示した。具
体的には、誕生日でのデコレーション
や差し入れへのメッセージなどを挙
げた。そうすることにより、女子大生に
興味を持ってもらうことを心掛けた。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

「女子学生の楽しいデコレーション生活のためのチョコットパス」というコンセプトに需要創
造の可能性を強く感じた。最終案に至るまでに、生活課題からコンセプト作成の段階を何
度も行き来した経験は、大変貴重だと思う！この経験を是非今後活かしてほしい！
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マーブルキットパス ― 作れる色は無限大！オリジナルキットパスを作ろう！ ― キットパス

東京理科大学　大驛潤ゼミ／秋元彩 小川采華 恩田奈央

親子のコミュニケーションツール
としてのキットパス

マーブルキットパスは、親 子のコミュニ
ケーションの空間を提供できる、手作り
のクレヨンキットである。既存のキットパス
を何色か砕いて付属のシリコンケースに
入れ、レンジで温めることで一度溶かし、
もう一度冷ますことで、様々な色の組み
合わせのマーブルのキットパスを作ること
ができる。キットパスにおもちゃ的要素を
加えることで、新しい市場を開拓していこ
うと考えた。

キットパスのメインユーザーは子ども
であるということから、子ども向け商品
にこだわることを決めた。また、折れや
すいというキットパスのデメリットに着
目し、折れてしまってももう一度再利
用できるような商品を提供したいと考
えた。キットにすることで、温度での形
状変化などを遊びながら学べる。

試作品は、既存のキットパス、シリコン
ケースなどを用いて、100回以上試
作を繰り返した。そこから、誰が作って
も安全にマーブルになる温度や、時
間のタイミングなどを発見し、商品開
発に生かした。また、作っている最中
に手につきやすいというデメリットを解
決するため、マスキングテープを付属
することにした。

おもちゃとしてキットパスを売りたいと
考えたので、今までの文具店に加え、
おもちゃ屋でも取り扱ってもらい、おも
ちゃ箱をイメージしたパッケージにする
ことで、新規顧客にも手に取ってもら
いやすい工夫をした。また、既存顧客
へのアプローチとして、マーブルキット
パスを作れる体験型のイベントを開催
することなども視野に入れている。

指導教員
大驛 潤先生
からのコメント

作品はブースで実際に使用してもらって感想を集め、顧客提言まで行っている。探索調査→設計
→検証→商品企画の体系が作品全体の論理を貫いている。さらに将来の商品化と科学的実証
を重合わせた事が商品化に強い訴求力を導出している。キットパス商品化No.1作品といえる。
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いつでもどこでもキットパス。キットパスキーホルダー。 キットパス

四天王寺大学　天野了一ゼミ／田守大起、山本塁貴、中蔦ひかり

いつでもどこでもキットパス。
キットパスキーホルダー。

キットパスをお手軽に持ち運べる事がで
き、キットパスの良さを日本だけでなく、世
界に広めていきたいと思いこの商品を開
発した。サイズは5㎝ほどで可愛らしいサ
イズに設定し、キーホルダーにして手軽
にキットパスを持ち運べる事が出来る。ミ
ニサイズのキットパスにスポイトに入った
水とスポンジ何回も落書き出来るシート
をセットにしている。さらに、全国都道府
県のご当地キャラクターやマスコットなど
を使い、ふるさとのお土産にしたり、ある
いはイベントにあわせたデザインしたりす
ることで、集めることも楽しい商品に仕上
げた。

キットパスは子供向けの商品である
が、大 学 生や一 般の方にも一 定の
潜 在 的な需 要が見 込まれると考え
た。しかし、箱に入っていると持ち運
びが大変で使いにくい。そこで、ケー
タイやバッグに装 着できるもの、スト
ラップなどにキットパスを組み合わせ
ることに注目した。

今 回 試 作のキャラクターは桃 太 郎
である。なぜならメンバーの中蔦の
出身地が岡山県だからだ。付属され
ている落書きシートはぬり絵にもなり
幼稚園や小学校の図工の授業など
で書くことが出来る優れものとなって
いる。落書きシートはキーホルダーの
後ろのポケットにコンパクトに収納す
ることが出来る。

ご当地キャラや、地方の名産などのお
土産キットパスを高速サービスエリア、
道の駅で限定販売する。また、サッカー
ボール型やバレーボール型、野球型な
どのチーム版を競技場の売店で販売
する。練習中や試合のハーフタイム中
にフォーメーションチェックをキットパスと
落書きシートで楽しく行える他、応援メッ
セージを気兼ねなく書き込める。

指導教員
天野了一先生
からのコメント

キットパスを描くシートやその携帯性の向上に着目、キーホルダーという新発想を見いだし
た。さらに、コレクションやご当地版、スポーツ施設、さらにノベルティグッズとしての展開な
ど、新しい販売方法や用途を模索した。全国的ブームを予感させる。
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キットパスボール キットパス

同志社大学　冨田健司ゼミ／村椿樹弥、北村恭隆、近藤凌平

だれもが気軽に手に取れる
キットパスに。

キットパスボールは、キットパスと３色ボー
ルペンを組み合わせたボールペンであ
る。学校祭などで装飾がしたいけれど後
から消したい時に。打ち合わせなどでホ
ワイトボードがない時の机、窓に。フェイ
スペイントをしたいけれどという時に。この
ようなシーンでもどこでも描け、さっと消せ
るという強みを活かし日常生活はもちろ
ん、あらゆる困ったにも対応できることが
特徴である。日常欠かせないボールペン
と組み合わせ、だれもが気 軽に手に取
れるようにすることで、キットパスを広く認
知させることにも一役買うことができる商
品である。

新たなユーザーの獲得がテーマで
あったため、ターゲットを身近な存在
である大学生とした。大学生の特徴
を知るためアンケートを行った。その
結果、①簡単に手に取れる商品②
利便性の高い商品③使用用途が幅
広い商品は購買率が高いことが分
かった。従って、３つの特徴を最大化
ができる商品の開発を目指した。

新製品製造の設備投資は最低限
にすること。キットパスには過 剰に手
は加えないこと。この２点を原 則とし
実現可能な商品を目指した。また、
長さや太さは他社の３色ボールペン
の商品データ、どこに書いたら消すこ
とができないかなどの使用シーンの
データをとり具体的な商品イメージと
使用シーンがわかるように心がけた。

既存のキットパスを使ってもらう機会
を作り、体験者が実際に感じた魅力
などの生の声をもらうことに力を注い
だ。またその際のアンケートでいくらな
ら買いたいか、どこで売っていたら目
を引くか、どのような時に使いたいか
を調査し明確な４P分析のブラッシュ
アップに努めた。

指導教員
冨田健司先生
からのコメント

この商品はこれまでの３色ボールペンにキットパスを一緒にした大変便利なものである。確か
に、会議ではホワイトボードへの記入と机上の資料への記入を同時に行う機会が多い。その
ような時、２本のペンをいちいち持ち変えるのは不便であり、それを解消してくれる商品だ。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 013 151

1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

ほっとフォト キットパス

和歌山大学　柳到亨ゼミ／池口茉里奈、鈴木彩花、谷麻綾

想いをカタチに
思い出彩る

女子大生は、友だちの誕生日・先輩の
卒業式など手作りの贈り物をプレゼント
する機会が多い。コルクボードやフォトア
ルバムがこれまでの贈り物の代 表 例で
ある。ここで、私たちは新たな手作りの贈
り物の一つとして、「ほっとフォト」を提案
する。「ほっとフォト」の特性は3つある。１
つ目はキットパスで写真とフレームを可
愛くデコレーションできること、2つ目は納
得いくまで描き直すことができること、3つ
目は、誰もが手に取りやすいことである。
「ほっとフォト」を通じて、多くの方に大
切な人への想いをカタチにして伝えてほ
しい。

東急ハンズでのインタビュー調査を通し
て、手作り贈り物の主な顧客は若い女
性ということ分かった。次に女子大生へ
の質問票調査の結果、手作り贈り物の
作成に苦手意識を持つ人が多いことが
確認できた。さらに、女子大生の観察か
ら贈り物として写真が身近であることを
発見した。そこで私たちは、写真に着目
し、キットパスの可能性を模索した。

「ほっとフォト」は、“写真に描いても
消せる”というキットパスの優れた機
能性を生かせる商品である。セット内
容はキットパス6色とフォトフレームで
ある。シンプルなセット内容であるが、
キットパスの魅力を最大限に引き出
している。キットパスでフレームとお手
持ちの写真を可愛くアレンジすれば

「ほっとフォト」の完成である。

　Sカレの存在を多くの人に認知し
てもらうため、FBにてファンページを
作成した。私たちの取り組みを随時
更新することでSカレの製品ページへ
のアクセスを促した。また、ターゲット
である女子大生に、ほっとフォトに触
れてもらうことで、商品に対する意見
と支持を集めた。

指導教員
柳 到亨先生
からのコメント

キットパスの製品特性を最大限に生かし、「ほっとフォト」という完成度の高い商品を開発
した。「想いをカタチに思い出彩る」という商品コンセプトの表現で分かるように、女性3人
組の繊細な感性が眩しい。胸が熱くなる感動的なプレゼンテーションは本当に素晴らしい。
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エソラ キットパス

近畿大学　廣田章光ゼミ／池内愛、秦由香里、山田拓真

“当たり前“の日常に
遊びゴコロを

エソラは携帯電話のカメラとキットパスの
コミュニケーションを楽しみながら描ける
という特徴を合わせた、今までになかっ
た楽描き帳である。エソラは空想のもの
を現実のものに合わせて遊ぶことであな
たの遊びゴコロを刺激する。ボードに描
いた絵と撮る人を背景に合わせ、携帯
電話のカメラで撮るだけで楽しめる。エソ
ラは、描いてから撮るものであり、今まで
の写真加工の概念を覆している。さらに
描いてから撮るまでの過 程を仲 間と一
緒に楽しめる商 品であり、写 真 撮 影に
新たなコミュニケーションの場を生み出
した。

大学生とキットパスをつなげるため、まず
大学生にキットパスを使ってもらった。
意外にも大学生は非常にお絵描きを
楽しんでおり、また描いた絵を携帯電
話のカメラで写真に撮る人がいた。ここ
で携帯電話に注目し、大学生が日常
的に使用するものとキットパスに接点を
もたせることができれば、大学生にキッ
トパスを使ってもらえると考えた。

絵を書くためのボードは当初ガラス板を
使用していたが、軽さ、強度、安全性に
問題があった。それらの問題を解決する
ために、ペットボトルなどに使われる、ポリ
エチレンテレフタレートを採用し、左下に
は持ちやすいように14mmの穴を開け、
使いやすさを追求した。またキットパスの
色は、好きな人が最も多く、嫌いな人が
最も少ない3色を採用した。

明確な購買目的がない顧客が気軽
に立ち寄る雑貨店にて販売する。そ
うすることで、ターゲットとこの商品と
の接点を多くつくる狙いがある。また、
様々なジャンルの商品がある中から、
発見する喜びや驚きを与えられるとい
う雑貨店ならではの特徴が、エソラ
から得られる価値と合致する。そのた
め、雑貨店で販売することにした。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

観察から得られたスマートフォンで写真を撮影するという行動に気づいたこと、そしてこの行
動をコミュニケーションの価値と結びつけたことがこの企画の独自性につながった。実際に
プロトタイプを実使用で検証し、マテリアルも探索も行っていることが実現可能性を高めた。
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Sカレが毎日新聞で紹介されています

Sカレニュース

2 013  S T U D E N T  I N N O V A T I O N  C O L L E G E

ニュースサイト「毎日新聞」上の“Sカレ”特集ページでは、開会式レポートやプレゼン、協力
企業へのヒアリングなど、Sカレの商品企画が動いていくプロセスが詳しく紹介されていま
す。ぜひ一度、アクセスしてみてください。 http://mainichi . jp/sp/scol le2013/
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R e s u l t s

受 賞 結 果

ニュースサイト「毎日新聞」 Sカレ特集ページ 毎日新聞 2013年12月1日朝刊

また、毎日新聞2013年12月1日
には「Sカレ2013」プレゼン決勝
の記事が掲載。上位入賞者等が
紹介されました。
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受賞結果

革made 「lemie」

respacio 「LiVe」

Team Triangle 「FIT」

チーム・キモチ 「置け枡」

KOY’S「With Bag」

忍たむ英太郎 「STEP UP 企業研究」

チームローニーズ 「1からの経営学部」

アラワスLab. 「エソラ」

たーとるず
 「キットカットで町を再 Break（復興）～キットきみにもできる～」

決勝進出チーム［商品化権利獲得チーム］

革小物

UD木工家具

コンパクト木工家具

枡技術商品

ビニール小物

ネスレ動画の企画

就活WEBコンテンツ

1からの学生生活

キットパス
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Team Triangle 「FIT」

チーム・キモチ 「置け枡」

respacio 「LiVe」

総合賞

Sカレ総合賞1位

Sカレ総合賞2位

Sカレ総合賞3位

NCUD 「Kids Assist」

TEAM 悟空 「～一緒に作って一緒に遊ぶ～ファーストグローブ」

なりちゃんズ 「まごころギフト」

企業賞

博報堂賞 

ハル賞

毎日新聞社賞

優秀賞

おとめンタル 「Harful」ビニール小物
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相原　洋 / 秋山秀一 / 天野了一 / 井口知栄 / 石井淳蔵 / 石淵順也 / 宇野正道 / 江刺弘子

大崎史彦 / 大驛　潤 / 大西　潔 / 大橋博行 / 大山聡子 / 大山隆久 / 小野譲司 / 陰山孔貴

川北眞紀子 / 岸谷和広 / 金　雲鎬 / 黒岩健一郎 / 桑野陽平 / 小嶋和人 / 斉藤毅憲

坂田隆文 / 重岡信子 / 澁谷　覚 / 清水信年 / 下瀬貴子 / 杉浦未樹 / 杉田　司 / 高橋　勉

竹村正明 / 対馬将暁 / 冨田健司 / 中村真一郎 / 西川英彦 / 橋口理文 / 濱野英和

東　利一 / 廣田章光 / 藤田　健 / 松井邦昭 / 松井　剛 / 水越康介 / 水野　学 / 宮地一樹

宮尾　学 / 明神実枝 / 村下　卓 / 山本奈央 / 横山斉理 / 吉田満梨 / 吉本隆男 / 柳　到亨

株式会社 アンド・ディ / 宇野木工株式会社 / 有限会社大橋量器 / 株式会社岡村 / 株式会社碩学舎

JOHNWILLIAMHart / 公益社団法人日本マーケティング協会関西支部 / 日本理化学工業株式会社

ネスレ日本株式会社 / 株式会社博報堂 / 株式会社ハル / 株式会社フェリシモ / 府中家具工業協同組合

株式会社マイナビ / 松井木工株式会社 / 株式会社ミクシィ・リサーチ / 株式会社有斐閣 / 流通科学大学

○協力企業（50音順）

株式会社CUUSOO SYSTEM / 株式会社毎日新聞社

○共催企業

関係者スタッフ

支援企業

個人支援者（50音順）

委員長 / 石井淳蔵　　　委員 / 西川英彦　清水信年

開会式 / 廣田章光　　　閉会式 / 西川英彦

○ Sカレ委員

西尾天志　西川英彦　清水信年

○ Sカレ2013冊子編集   

開会式学生委員長 / 大石雄功　同副委員長／鈴木結也

サポート学生委員長 / 田代将大　同副委員長／鈴木美和

閉会式学生委員長 / 川口雄冶　同副委員長／阿部沙織

学生委員 /  内海明穂 金岡祐介 金子純也 工藤友里恵 近藤志帆 坂本　圭

 坂本慎太郎 新宅由佳子 新保亮祐 鈴木康平 武田京子 西尾天志

 畑　俊行 松本秀平 圓尾  駿 山下純一

○ Sカレ学生委員
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